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日本におけるオーギュスト・コント
一
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
Ａ
・
コ
ン
ト
の
巡
跡
ソ
ス
ィ
オ
ロ
ソ
社会学の名づけ親であるオーギュスト。コント（一七九八～一八五七）の辿跡をめぐる〉」とは、こんにち必ずしもむずかしいことではない。南
ピ
ュ
ス
ト
仏モンペリエのメルシー街のサント・ユーラリ教会の真むかいに生家があるし、モンペリエ大学の構内には胸像がある。
パ
リ
に
お
い
て
は
、
第
六
区
に
あ
る
ル
ク
サ
ン
プ
ー
ル
公
園
の
一
方
の
側
に
そ
の
名
を
呈
し
た
〃
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
街
〃
が
あ
る
。
さ
ら
に
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
広
場
に
は
記
念
像
（
胸
像
）
が
、
ま
た
そ
こ
か
ら
五
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
の
ム
ス
ィ
ュ
ー
・
ル
・
プ
ラ
ン
ス
街
十
稀
地
に
は
、
一
八
四
一
年
七
月
十
五
日
か
ら
、
息
を
引
き
と
る
一
八
五
七
年
九
月
五
日
ま
で
弊
ら
し
た
〃
コ
ン
ト
の
家
〃
（
五
階
処
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
の
三
階
、
一
九
二
八
年
［
昭
和
三
年
〕
十
二
月
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
よ
り
雌
史
的
述
造物に指定された）がある。かれの墓は、ペール・ラシェーズ墓地の第六区第十七号地にある。
【特別寄稿】
七六五四三二 日本
に
お
け
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
Ａ
・
コ
ン
ト
の
発
見
将
西
川
わ
が
国
の
文
京
溢
料
に
現
わ
れ
た
八
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
文
献
資
料
名
一
月
刊
雑
誌
『
社
会
学
徒
』
と
Ａ
・
コ
歴
史
的
概
観
ｌ
日
本
に
お
け
る
八
・
英
文
レ
ジ
ュ
メ
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
Ａ
・
コ
ン
ト
の
過
跡
▲
よ
れ
と
Ａ
・
コ
ン
ト
・
コ
ン
ト
の
運
命
０
コ
ン
ト
覧
表
宮
永
孝
0８（１）
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Rilsnlussell，１９２７よりｃモンペリエの
メルシー街にあるコントの生家。
コ
ン
ト
に
ゆ
か
り
の
深
い
巡
跡
を
す
べ
て
訪
ね
た
邦
人
は
多
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
中
に
は
ど
れ
か
一
つ
ぐ
ら
い
は
、
じ
っ
さ
い
見
学
に
訪
れ
た
背
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
仏
牧
社
会
学
者
・
浅
野
研
真
（
一
八
九
八
～
一
九
三
九
）
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
日
本
大
学
社
会
学
研
究
案
助
手
の
と
き
、
文
部
行
よ
り
フ
ラ
ン
ス
捌
学
を
命
じ
ら
れ
、
パ
リ
に
滞
在
ち
ゅ
う
コ
ン
ピ
う
ち
よ
く
い
ざ
心
ト
研
究
と
コ
ン
ト
文
献
の
蒐
集
に
つ
と
め
た
し
、
社
〈
云
学
者
・
銅
直
勇
（
一
八
八
九
～
一
九
七
九
、
京
都
帝
国
大
学
卒
業
、
の
ち
熊
本
師
範
学
校
校
長
、
横
浜
国
立
大
学
、
日
本
大
学
教
授
を
歴
任
）
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
六
月
三
十
日
の
午
後
、
ム
ス
ィ
ュ
ー
・
ル
・
プ
ラ
ン
ス
街
の
コ
ン
ト
臨
終
の
家
を
訪
れ
て
い
る
。
社
会
学
者
・
評
論
家
の
清
水
幾
太
郎
二
九
○
七
～
八
八
）
も
、
昭
和
二
十
九
年
二
九
五
四
）
パ
リ
滞
在
ち
ゅ
う
に
コ
ン
ト
の
家
を
訪
問
し
て
い
る
。
わ
た
し
が
友
人
で
あ
る
リ
セ
の
教
授
ｌ
ポ
ー
ル
・
ラ
ヴ
ァ
イ
ュ
氏
（
小
国
研
究
家
）
と
コ
ン
ト終えんの地を訪れたのは、平成十七年（二○○五）の秋のころであった。コント
…
…
モンペリエ大学構内にあるコントの胸像。
(2)４０７
ギュス日本におけるオ ・コン
、
墓
■
鱸
蝋酷蝋鐸遡』蝋 、介塾爵一・割 鞠爾蝿蝋》鵡砥皖冊記
｢コントの家」のスケッチ
筐
ムスイユー・ル・プランス街にある「コントの家」（パリ）
〔兼者搬影〕
の
家
を
見
学
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ン
ト
の
家
が
あ
る
三
階
の
通
り
に
面
し
た
壁
に
、
つ
ぎ
に
よ
う
な
表
示
板
が
はめ込まれている。
コ
ン
ト
が
そ
の
生
脈
の
さ
い
ど
の
十
八
年
間
を
す
ご
し
た
ア
パ
ル
ト
マ
ン
（
日
本
流
に
い
え
ば
貨
伐
マ
ン
シ
ョ
ン
）
は
、
か
な
り
広
い
。
間
数はぜんぶでいくつあったか、いまはっきり想い出せないが、
〔訳］
一七○八年一川九日にモンペリエで生まれたオーギュスト。
コ
ン
ト
は
、
社
会
学
と
人
道
教
の
創
設
肴
で
あ
る
が
、
一
八
四
一
年
ママ
七
月
十
五
日
か
ら
死
を
迎
え
る
一
八
五
七
年
九
月
五
日
ま
で
、
こ
の
家で暮らした。
シ□○口の日向○○冨弓向
三○少三○二召の一一一の【｜Ｃ①一目ご－。『］『９
両○二Ｃシ弓厨〔一元ユの宮のｏｎ弓○Ｆ○の旨因
』ロ⑪ロ［巨四ご〔
．Ｆシ宛両巨の旨。ｚ９⑪伝・出ロョ煙ゴ】［の ●、
国凹つ一日、の耳のヨ四一⑰。。。①已巳の一の］、
］巳］］①〔」⑪と］Ｐ⑫。Ｐ煙随日日二ｍｍ
●
〃
のｇ〔⑰日耳⑥易弓
406（３）
と
も
あ
れ
よ
く
整
頓
さ
れ
た
コ
ン
ト
の
家
の
部
屋
は
、
す
べ
て
各
部
屋
に
ド
ア
は
あ
る
も
の
の
一
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
玄
関
を
入
っ
て
左
が
台
所
。
わ
た
し
の
取
材
ノ
し
ゅ
た
く
‐
卜
に
よ
る
と
、
ム
ス
ィ
ュ
ー
・
ル
・
プ
ラ
ン
ス
街
に
Ⅷ
し
て
ｌ
職
初
の
梛
厭
が
コ
ン
ト
乎
沢
の
鱗
諜
が
あ
る
「
厨
室
こ
づ
い
て
「
容
室
」
霊
室
」
「
食
蝋
」
「
漉
室
」
な
ど
が
つ
づ
く
。
い
ち
ば
ん
奥
の
部
屋
で
あ
る
寝
顎
の
片
す
み
に
、
ベ
ッ
ド
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
八
五
七
年
九
川
四
日
午
後
六
時
半
１
１
コ
ン
ト
は
脚
ガ
六
、
七
部
屋
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
う
。
浅
野
研
真
は
、
｜
加
へ
れ
ば
、
全
部
で
十
部
屋
も
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
よ
く
整
頓
さ
れ
た
コ
ン
ト
の
家
の
部
屋
は
、
ン
に
よ
り
、
六
十
年
の
生
涯
を
と
じ
た
。
三
夢コントの家の屋内の見取図（略図）は、左記のとおりである。
Ｚ
コントの１月寵（パリ)。〔筆者撮影〕ヨコムトの家』
の泰ども」弓社会学徒』一月号所収、昭和五年一月）のなかで、「玄関や小部隆を
ペール・ラシェーズ蕊地にあるコントの墓（バリ)。〔躯者撮影〕
(4)４０５
日本におけるオーギュスト・コント
れた。さて本稿のテーマは「日本におけるオーギュスト。コント」である。コントの人と学説はいつごろわが国に伝えられ、どのように日本人から親
しまれ、また研究の対象とされてきたのか。またかれは日本の社会学史上どのような位置を占め、どのような感化なり影響を学界にあたえたのか。
要するに発動者としてのコントの学説と名声の日本における伝捕と浸透度を、おもに明治・大正・昭和期の新聞・雑誌に現われた記事や箸訳書か
ら
分
析
し
た
り
、
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
の
〃
受
容
環
境
〃
を
知
ろ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
調度といえば、すこしばかりの机といすていどしかなく、それは簡素なうす鵬い部屋によく合っていた。符皿人のマダムは、いろいろい説明し
てくれたが、わたしのフランス語の刀では、よくⅢきとれなかった。コントが用いた円筒形の黒い帽子をどこからか引っ張り出してきて見せてく
二
Ａ
・
コ
ン
ト
の
発
見
者
西
周
」０
(ムスイユー・ル・プランス街）
＊
0４（５）
〒
居室ドア吋架。［いすと机 いす ロ客ロロロ 室｢7>〆 講義室○○○いす ドア 食堂。□。。 ド了テーブル
2＝｜
ぺ
ツ
ド
寝
室
１ ０ｌｂ、 ｡
誤
ズ
ィ
テ
ィ
ヴ
イ
ズ
ム
当時、西はまだ》・吟葛爵蔦（仏。〃実証哲学〃の意）の語を訳すことができなかったから、原語をそのまま用いている。西は何によって、コン
ト
と
そ
の
哲
学
を
知
っ
た
も
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
後
述
の
關
書
に
よ
っ
た
も
の
か
。
幕末期、西はまだコントのくわしい学説について人に語っていないし、訳してもいない。が、明治一一一年（一八七○）十月明治政府の兵部省に出
仕し、学制取調掛となり、浅草鳥越三筋町に居をかまえると、自宅からすこし離れた所にある長屋を借りて、私塾「育英舎」をひらき、十数名の
塾生を相手に洋学を講じた。この年の冬、西はイギリスの哲学者・批評家ジョージ・ヘンリー・ルイス○の○日の、の。ｑＦの一二の⑪（一八一七～七八）
が著わした『列伝哲学史』田（ａ喧冒、富貝、寡（ミ〕〉＆誉め雪。②§ご》』召、）中の「オーギュスト・コント」（第二章六四一一一～六五六頁）に依拠して、
コントとその三段階説、実証哲学について一一一一、及した。いまそれを現代語風にやさしく一一一一ｍい換えると、つぎのようになる。
ち
か
ご
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ゴ
ス
ト
・
コ
ン
ト
と
い
う
人
が
発
明
し
た
こ
と
ば
に
、
す
べ
て
何
事
も
は
じ
め
か
ら
よ
く
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
あ
る
こ
Ｚ
とをして終局に達するには⑫□ぬ①すなわち舞台、あるいは場とでも訳せるが、その場所は一一一つある。はじめの一つより、しだいに二つを経て、第一一一に至
最近になって議蛎藷ム（”実証哲学”）のことを知ったが、道理がはっきりしているから、これからじぷんにとって大いに役立つことであろう。これ
オ
ー
ゴ
ス
ト
０
コ
ン
ト
は
わ
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
提
唱
者
は
、
塊
悟
支
・
坤
度
で
あ
る
。
llllIi
西周
コ
ン
ト
は
社
会
学
の
命
名
者
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
〃
社
会
学
の
始
祖
〃
と
し
て
の
栄
誉
を
に
な
っ
た
あ
ま
れ
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て
コ
ン
ト
の
名
を
は
じ
め
て
人
に
伝
え
た
の
は
西
周
で
あ
っ
た
。
西
は
津
川
真
一郎とともに文久三年（一八六三）四月から慶応一一一年（一八六五）十月まで、幕生としてオ
ラ
ン
ダ
の
学
都
レ
イ
デ
ン
に
滞
在
し
、
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
教
授
の
私
宅
で
週
二
回
個
人
教
授
を
う
け
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
あ
る
時
期
に
コ
ン
ト
の
学
説
を
知
る
の
で
あ
る
。
西
は
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
良
質
の
ノ
ー
ト
に
、
西
洋
哲
学
史
の
よ
う
な
も
の
を
難
解
な
漢
文
で
書
い
て
い
る
（「開題門」）。それを書き下し文にすると、つぎのようになる。
(6)４０３
日本におけるオ ギュス ・コン
「百学連環覚書」（第一Ⅱ）の中にコントの乞
西
は
「
五
原
新
範
」
（
明
治
四
、
五
年
□
八
七
一
化学・生物学・社会学の五科）のことを、〃原
哲
学
の
性
質
や
西
洋
哲
学
小
史
、
コ
ン
ト
伝
、
そ
一
治四年前後の起稿と考えられている）がある。
西
は
さ
ら
に
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
に
ふ
れ
た
。
コントの伝記については、つぎのように記している。西の原文をやさしく一一一一向い換えると、つぎのようになる。
存命中である。
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
の
場
所
と
は
、
ご
§
量
Ｒ
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
て
、
は
じ
め
て
止
る
と
い
え
る
。
が
の
え
う
ま
明
治
一
二
年
庚
午
冬
十
一
月
西
先
生
口
述
「
百
学
凍
オ
ー
ゴ
ス
ト
コ
ン
Ｉ
‐
と
し
エ
コ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
ニ
ゾ
ク
名
は
塊
胡
斯
と
い
う
。
姓
名
は
坤
度
（
一
七
九
五
～
一
八
五
七
）
と
い
う
。
ヨ
ー
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
ン
ペ
リ
エ
の
人
で
あ
る
。
一
八
一
四
年
歳
十
九
で
パ
リ
に
あ
る
百
術
学
校
に
入
レ
ペ
チ
テ
ウ
ル
と
し
学
し
、
の
ち
そ
の
学
校
の
復
習
教
師
に
柵
さ
れ
、
つ
い
で
入
学
試
験
の
官
僚
（
試
験
官
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
一
八
四
四
年
歳
四
十
九
で
同
僚
と
意
見
あ
わ
ぬ
た
め
官
を
Ｉ
し
り
ぞ
い
た
。
き
ょ
か
い
新
学
を
唱
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
巨
魁
サ
ン
Ⅱ
シ
モ
ン
の
こ
と
を
耳
に
は
さ
み
、
喜
ん
で
そ
の
門
を
た
た
き
、
す
ぐ
れ
た
弟
子
と
な
っ
た
、
一
八
一
一
五
年
サ
ン
Ⅱ
シ
モ
ン
は
亡
く
な
、＆葛馬、葛。酌ｇどこの学問のおおもとは、フランス人のオーゴスト・コントであり、他に。。①言の一一片一蕊と］○言の目胃【昌一］｝がいる。ミルという人は
西
先
生
口
授
第
二
編
第
二
号
百
学
述
環
第
二
稿
中
な
が
み
の
焼
香
の中にコントの名が出てくるし、この中での・壁厨包息ミ冒目ごＣＯ⑫葛烏を「実理上哲学」と呼んでいる。
０句０『
五
年
［
一
八
七
一
、
七
一
一
］
ご
ろ
に
講
義
用
に
書
い
た
も
の
）
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
の
有
名
な
〃
科
学
分
類
法
〃
（
天
文
学
・
物
理
学
・
）のことを、〃原学〃〃五原〃〃五科〃などと呼んでいる。
ば
つ
う
ん
、コント伝、その実験上の理論、一二段階説、生命論、社会学（人間学）などについて論じたものに「生性発穂」（明
ご§（員§吻臼鴇すなわち神学家、
ゆ
た
か
「
百
学
連
環
」
第
一
総
論
稿
、
氷
見
の
饒
香
第二は》寄貫》ご翰冒（吻賃鴇すなわち空理家、第三は、。豊富の』侭侭すなわち実理家
注
・
氷
見
は
も
と
福
井
藩
士
。
102（７）
西がコントについて得た知識の出所は、蘭書では津川真一郎が所蔵していた○・ョ（のシ叩』（驚菖曾侭さミミロ照ミミ鳥屋鷺ご涛肩§計・の・
○国ぐの。百ｍＰ届怠（『実証哲学の一般的基礎」ほどの意。ハーグ、一八四六年刊）のようなものであろう。英書では、ジョージ・ヘンリー・ルイ
スの①。温の餌の。ｑＰの葛の⑪．一八一七～七八、イギリスの哲学者、批評家）が著わしたつぎの二書に依拠したことはたしかなようだ。
西は明治四年（一八七一）ごろ、英語の８口昌巴を〃人間学〃と訳していたが、同十五年（一八八二）ごろになると、こんにちわれわれが用い
る
よ
う
な
〃
社
会
学
“
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
い
る
。
７
い
て
記
し
て
い
る
。
し
よ
う
は
く
と
う
さ
西は「尚白前記」（明治十五年［一八八一一］一一一Ⅱごろ、塾で講義川に起稿したものと考えられている）の巾‐で、コントの〃科学の分頬法〃につ
オ
ー
ゴ
ス
ト
Ｊ
ン
Ｉ
・
塊
居
斯
多
・
坤
度
は
む
か
し
（
科
学
の
）
五
つ
の
型
－
－
‐
す
な
わ
ち
天
文
学
、
物
肌
学
、
も
特
別
に
組
織
せ
ら
れ
た
現
象
ま
で
、
科
学
の
力
則
の
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
った。
と
し
コントは歳一一一十で・日説を立て、新たに半間を創設しようとした。薪述としては「クウル・ド・フィロソフィー・ポンチーウ」がある。これを訳すと
「実理哲学史」となる。一八三九年より翌年にかけて、「カテシズム，ポンチヰスト」を薪わした。これは「実理問答」（一八五○年）とでも訳せる。一
八五一年から五四年にかけて著わしたものに「ポリチック・ポシチヰスト」（「実Ⅲ政学」）といったものがある。
く
そ
の
蝿
年
崇
微
の
こ
と
に
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
、
「
ラ
・
オ
レ
リ
ジ
ォ
ン
・
ド
・
リ
ュ
マ
ニ
テ
イ
」
（
「
ラ
・
ル
リ
ジ
；
・
ド
ゥ
・
リ
ュ
マ
ニ
テ
」
の
こ
と
ｌ
引
川
者）すなわち人道教の書を著わした。これは新興宗教を建てんとする考えから出たことである。このさいどの計画については、世間がそのあやまちを大
いにとがめている．コントはじぶんの学問のことを「ポシチヰズム」（炎灘主義哲学の窓Ｉ別凧慧）と呼んでいる．それは観念論の論流派とは鍵なる
も
の
で
、
条
理
の
意
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
実
理
学
と
訳
し
て
お
く
。
臼冨へ国。、日葛§』患い§〕具、蔓。“＆匂、（ミミへ⑫ミ獄ミ誌Ｑ§（葛ロ冒曽ご甘周目Ｅｅ・昆則 ソ
シ
↑
い
⑪
シ
ー
化学、生物、社会学を世に示した。｝」れはもっとも単純なものからもっと
近
世
の
名
士
も
ま
た
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
(8)４０１
日本におけるオーギュスト・コント
こ
れ
は
一
八
四
五
年
に
初
版
が
出
て
以
来
、
日
本
で
も
よ
く
よ
ま
れ
た
書
物
で
あ
る
。
さ
い
ご
に
コ
ン
ト
の
哲
学
に
ふ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
が
早
大
中
央
図
書
館
で
み
た
ものは表紙がなく、毛筆で囚Ｃ垣§言§患§ご貝誉、蔓・§ごと書かれ、「長谷川氏蔵第六号」といった蔵書票のようなものが張ってあり、「此
０ミリ「
図書館外不許帯出」となっていた．同書の第十一一章’六四三颪から六五六蔵までが言蔓：菖慰である．
初
版
は
一
八
五
三
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
る
。
第
四
章
に
は
コ
ン
ト
の
科
学
分
類
法
が
、
れるコント小伝は、この「伝記的序文」
西
は
幕
末
期
京
都
にいたころ、十五代や
西
は
幕
末
期
京
都
に
い
た
こ
ろ
、
十
五
代
将
軍
慶
喜
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
原
書
を
読
み
こ
な
す
ほ
ど
の
学
力
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
や
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ァ
ー
ト
・
ミ
ル
（
一
八
○
三
～
七
六
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
・
経
済
学
者
）
の
著
述
か
ら
、
コントの学説の大要を学びとることはあっても、直接フランス文献から学ぶことはなかった。
西
は
明
治
と
い
う
社
会
の
変
革
期
に
お
け
る
百
学
啓
蒙
家
で
あ
り
、
哲
学
的
啓
蒙
活
動
を
盛
ん
に
お
こ
な
っ
た
。
か
れ
の
コ
ン
ト
研
究
は
、
塾
生
に
コ
ン
ト
哲
学
の
概
要
を
伝
え
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
体
系
的
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は
断
片
的
、
こ
ま
ぎ
れ
的
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
明
治
初
年
か
ら
十
年
代
に
か
け
て
、
西
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
哲
学
の
片
り
ん
が
、
塾
で
ま
な
ぶ
生
徒
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
は
コ
ン
ト
の
移
植
者
第
一
号
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
西
は
「
明
六
社
」
（
明
治
六
年
［
一
八
七
三
］
創
設
の
思
想
団
体
の
一
つ
）
の
会
員
と
し
て
さ
か
ん
に
啓
蒙
活
動
を
し
た
ひ
と
り
だ
が
、
同
社
の
機
関
誌
『
明
六
雑
誌
』
（
第
三
十
八
号
、
明
治
八
年
六
月
）
の
「
人
世
三
宝
説
一
」
の
な
か
で
、
コ
ン
ト
の
名
と
そ
の
実
証
主
義
、
コ
ン
ト
を
尊
崇
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者
オ
プ
ゾ
マ
ー
三
わ
が
国
の
文
章
資
料
に
現
わ
れ
た
Ａ
・
コ
ン
ト
ロ（）◎曽狩魚）蔓ｇｇｓ旦冒の＆§（園＆凰愚冒騨ごｇミミミ暮旦》冒愚へ図旦暮⑮〔ご冒莇烏、冨○い８萱③、自葛馬具』信覆鴬（ざ員Ｐ］の田．
＊ わたしが早大中央図書館でみたものは一八七五年版である。版元はロンドンの○ｇ侭の因①一］目Ｑの（）。”であ
また同書の巻頭に七頁ほど「伝記的序文」Ｓ倉百ｓ量§《ミさ§ミミ）が付いている。「生性発纐」にみら
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
400（９）
き
く
す
い
ろ
う
二番ロⅡにコントの名が紙上に現われるのは、西が訳したジョン・スチュアート・ミル署『利学』（掬翠機蔵版、上下一一巻、明治十年五月十八
ウ
チ
リ
ク
ニ
ア
リ
ズ
ム
ューティリ｜アアリアニズム
日）である。西は原本について、「本論、原名烏地利他尼亜里斯吾」といっているから、〔富（§（§｛⑫言（功利主義）を反訳したものである。コン
ト
の
名
と
実
証
哲
学
に
つ
い
て
の
く
だ
り
は
、
上
巻
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
Ⅱ
）
六
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
これはおそらく本邦においてはじめて活字となったコントに関する記耶であろう。そうだとすれば、コントの誌上紹介は、明沿八年（一八七
至訓近日一一一鰄醒鯲勢埖圏出一ァ而唱字実理哲学匂、欲庖貫ユルニ有形無形之両学『、以帷トー実理陶依レ藷二五学模範一、……
（きんじつにいたり、オーギュスト・コントいでて、実理の哲学をとなう。有形無形の両学をかんするに、いち実皿をもってせんと欲す。茄学の模範
を
あ
ら
わ
す
…
…
） 蕊
).ｓ・ミル奴蕎「利学』。商周既述
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
せ
き
へ
い
つ
て
つ
欧
州
哲
学
上
道
徳
ノ
論
ハ
、
古
昔
ヨ
リ
種
々
ノ
変
化
ヲ
歴
テ
今
ｎ
Ｍ
二
至
り
、
終
始
同
一
轍
二
帰
ス
フ
ｆ
ロ
ソ
フ
ィ
モ
ラ
ー
ル
ご
と
な
な
か
の
う
じ
ル「Ｉ莫シ、中ニモ蕊時ノ説［玉山ノ哲学派、韓図ノ絶妙純然霊知ノ説、非布姪、泗兒林、
ク
イ
ニ
グ
ズ
ペ
ル
グ
カ
ン
ー
Ｉ
ラ
ン
ス
セ
ン
デ
ン
タ
ル
ラ
イ
子
ン
フ
ェ
ル
ニ
コ
ン
フ
ト
フ
ィ
フ
ト
シ
ル
リ
ン
グ
な
お
ざ
か
仲欧兇ノ観念学等ナリ］・猶醗ン二行ハル、「Ｉト見エ勺／リ。然しドモ、カノ実理学〔仏ノ
ヘ
ィ
ゾ
ル
す
こ
ぶ
Ｕ
む
く
よ
う
や
澳及斯多坤度］起リテョリ、頗ル世間ノ耳阿Ｈヲ一新シタリト見エ、諸大家ノ説モ漸ク実
了
ウ
ク
ス
ト
コ
ン
ト
も
と
理一一基ツキタル「ｌ多キカ。（中略）
よ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
て
つ
か
［余十年前、和悶二遊ヒシ時、和蘭ニテ其頃有名ノ哲家（哲学者ｌ引川者）阿伯働回米爾
ワ
リ
プ
ゾ
ー
メ
ル
こ
の
ひ
と
す
い
モ
ル
み
氏ナ叩リ。此人ナトモ川度不為位、彌爾等ヲ椎尊セラレタリト兇１］
フ
ェ
エ
ル
ミ
ル
注，ルビの一部、区読点は汕刎川洲による。
(１０）３９９
ギュス日本におけるオ ・コン
『ミ言意昌ご旦暮、烏冒ミミミ⑫ミミＰ§§（侭》ミミ『ミミミ黛
亘Ｓのロワ風ご）の「哲学」（で舅（）⑫（）でご）の部門のところに、
も明らかでない。
と
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
が
訳
し
た
コ
ン
ト
署
『
科
学
に
つ
い
て
の
哲
学
』
の
意
で
あ
る
。
が
、
何
年
に
刊
行
さ
れ
た
版
木
か
、
ま
た
出
版
社
名
三番目にコントの名が現われるのは、明治十年（一八七七）である。「東京大学法理文学部図書館英書目録」（ｅ員侭蔦旦誉向信（§画・・訂
腎意ミミミ鄙冒烏冒ミミミ⑫＆』§、い＆§＆》§昌蔦冒言鼠曰・戴・□・酋国ざ一一千五百三十七年（明治十年）九月調査本部図書館印行勺巨す｝曾巴
つぎにコントの名が出てくるのは、畔銅川鰐琿型岬細著『交際論初編一附維済明治十一年十月』においてである。
’轡Zji瀞)1．"価 ｎｏ富自国少・勺亘一Ｃ醜。ご亘○『号①のＱの口、の叩・目【・耳○・四ｌ
ゆ
え
そ
の
ぜ
ん
げ
人
ぺ
か
コムトノ曰ク、学問ノ真味ハ、前一一一一ロノカニアルト、故二其前一一一一ｍス可一フザル者ハ、之ヲ学問ト云う可ラス……
剛
顛
A認蝋議『交際論初編一』。
つ
ぎ
に
コ
ン
ト
が
自
然
科
学
の
一
つ
の
体
系
を
包
括
的
に
説
い
た
も
の
や
、
社
会
学
（
訳
者
は
〃
交
際
学
〃
と
か
〃
生
活
学
〃
と
い
っ
た
風
に
訳
し
て
い
る
）
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
の
は
、
つぎの訳本である。癖辮雌遡謝原著『論理学全』（文部省印行、明治十一年十一月）。
オ
ー
グ
ス
ト
、
コ
ン
ト
氏
始
テ
学
術
ニ
コ
ノ
ニ
大
区
別
ヲ
建
テ
而
シ
テ
所
謂
抜
類
学
科
ヲ
ぷ
ん
か
く
い
た
つ
よ
す
な
わ
ち
分
画
シ
タ
ル
コ
ト
至
テ
厳
明
ナ
リ
キ
其
説
二
由
レ
ハ
則
算
学
、
星
学
、
理
学
、
化
学
、
生
活
》｝んげん
学
、
交
際
学
（
社
会
学
の
こ
と
）
ハ
抜
類
学
科
ニ
シ
テ
六
穂
ノ
根
元
（
事
の
お
お
も
と
）
ダ
ル
お
よ
性質及上功用二適〈ロス
は
じ
め
し
こ
う
い
わ
ゆ
る
注
・
区
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
398（11）
針“総評繩癖繩西先生論架全』（明治十三年四月）は、西の小論をあつめて刊行した書物の印象をあたえるが、巻の一一一にかって『明六雑誌』（第
二へ序たい
＆
ん
み
つ
と
〃
い
▲
あ
Ｂ
ら
か
人
間
ノ
交
態
（
交
際
の
や
り
方
）
ハ
人
心
天
然
ノ
性
蘭
二
依
頼
ス
ル
コ
ト
ー
、
ヘ
ニ
近
幣
（
き
わ
め
て
親
し
い
）
ナ
ル
カ
故
二
他
ノ
諸
学
ノ
尚
未
ダ
明
ナ
ラ
サ
リ
シ
時
代
ヨ
リ
Ⅲ
二丁で
《よ
人
既
二
人
心
ノ
珊
法
（
人
の
心
の
筋
道
）
ト
共
二
交
際
ヲ
其
浅
短
ノ
、
心
想
二
’
川
リ
テ
講
究
セ
リ
ＩＩＩＩＩⅡＩＩＩＩＩいわ
ま
た
し
よ
う
さ
し
さ
つ
●
皿
Ａ
｝
ｈ
八
一
然
し
ド
モ
コ
ン
ト
氏
日
ク
他
ノ
詩
学
開
明
二
進
メ
ハ
交
際
学
モ
亦
然
ラ
サ
ル
ナ
キ
コ
ト
ノ
証
左
史
冊
（
史
書
）
上
一
一
歴
灯
（
あ
き
ら
か
）
タ
リ
ト
、
交
際
学
ハ
平
和
進
歩
ノ
リ
と
う
ご
そ
の
い
。
》
と
な
お
両
語
ア
リ
テ
各
其
意
ヲ
異
ニ
ス
ル
コ
ト
猶
器
械
学
二
動
静
二
別
ア
リ
ト
ハ
交
際
ノ
情
ひ
え
ざ
ル
稗
益
ア
ル
ベ
シ
ｎ
シ
テ
人
及
ビ
社
会
ノ
生
命
ぱ
な
こ
と
）
ナ
ル
ヲ
符
ベ
シ １濡西先坐
Ｕ
ょ
う
た
い
か
わ
り
や
す
く
生
活
学
二
生
活
成
長
ノ
両
カ
ア
リ
テ
之
ヲ
論
別
ス
ル
ガ
コ
ト
シ
平
和
ト
ハ
交
際
ノ
情
態
（
あ
り
さ
ま
）
変
易
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
依
然
ト
シ
テ
平
和
ナ
ル
ヲ
調
上
進
歩
た
と
え
け
だ
し
ハ
交
際
ノ
情
態
変
易
シ
テ
更
二
善
二
進
ミ
例
（
奴
隷
ヨ
リ
自
由
二
進
ム
ガ
加
キ
ヲ
調
フ
ナ
リ
蓋
此
ノ
ー
者
ヲ
判
然
論
別
ス
ル
ヲ
得
ハ
交
際
ヲ
知
り
歴
史
観
ル
ー
一
大
ナ
Ｌ
Ａ
（後略）
ご卜」シ」し』
こ
れ
辛い
シ
テ
前
一
一
位
ス
ル
五
大
学
科
ノ
班
悉
ク
存
セ
ザ
ル
無
ケ
レ
ハ
則
之
ヲ
末
位
二
置
ケ
リ
夫
レ
人
世
交
際
ノ
情
態
ハ
無
機
体
有
機
体
ノ
性
質
ト
万
物
ノ
霊
ダ
ル
人
心
ノ
性
質
ト
ー
独
キ
テ
成
ル
み
な
こ
れ
あ
た
ｊ
へ
た
ま
ず
Ｄ
Ｐ
丁
か
ん
こ
う
勝
雄
ノ
学
科
一
一
論
ス
ル
所
ノ
皿
ヲ
雛
ル
、
能
ハ
ズ
是
ノ
利
ヲ
維
灯
能
ク
証
明
シ
得
ル
ト
キ
ニ
生
命
モ
亦
締
完
好
（
す
べ
て
Ⅲ
わ
っ
て
り
っ
批
編
ぜ
ん
ぜ
ん
華
三
漸
々
二
進
メ
ハ
則
チ
其
理
ヲ
了
解
シ
得
ル
コ
ト
至
テ
易
シ
ト
イ
フ
（
同
書
、
九
十
二
頁
）
た
泰
士
蒄
居
生
浮
く
交
際
学
ハ
人
間
社
会
ノ
理
（
道
理
、
す
じ
道
）
ヲ
識
ズ
ル
ノ
学
ニ
シ
テ
其
論
ス
ル
所
ノ
発
象
多
端
二
先翻癖藷○斯ク学科ノ次序ヲ立テタルモ同氏ノ説一一依レハ是ヲ自然至当ノ次序トナシ是等ノ学
か
よ
ご
れ
ら
ｒ Ｉ
ｆ
は
じ
め
ま
た
ご
術
始
テ
発
明
セ
ラ
レ
シ
順
序
モ
亦
此
ノ
如
シ
ト
ナ
シ
此
数
者
ヲ
学
フ
ー
ー
モ
亦
此
ノ
序
一
一
従
テ
野
次 生論染全』。
そ
ぽ）よう。しゅう
共
し
算
数
ハ
数
、
並
、
度
ヲ
説
キ
昆
学
ハ
’
、
‐
心
一
一
偏
向
ス
ル
コ
ト
ヲ
論
シ
物
班
学
ハ
凝
衆
シ
テ
（
あ
し
ん
わ
つ
ま
る
）
形
ヲ
成
セ
ル
物
体
ヲ
論
シ
化
学
ハ
同
シ
ヵ
ラ
サ
ル
物
質
ノ
親
和
（
よ
く
化
合
す
る
）
ヲ
論
シ
小
←
え
ん
生
活
学
ハ
動
植
物
ノ
生
活
ス
ル
所
以
ヲ
論
シ
交
際
学
ハ
人
生
交
際
ノ
設
立
ヲ
論
ス
ル
者
卜
定
メ
”
ノ
リ
（一一四～一一六頁）
(12）３９７
ママも-8 屯
i3iS鐸繊繊薗:i鮒繊繊鰯’
日本におけるオーギュスト・コント
三
十
八
号
、
明
治
八
年
六
月
）
に
発
表
し
た
「
人
世
三
宝
説
一
」
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
が
も
う
せ
ん
赫生仙訳『支那文明論』（発見人山中市兵術、孝之肋、喜太郎、明治十四年十一月）は、コントの門人ピエルラヒット氏が著わした〃ジウイ
リザション、ドラシーヌ〃（支那文明）を反訳したものである。訳者は鹿児島のひと。明治九年（一八七六）司法省法抑学校に入り、経済法律の
一科を修めた。
同書の「凡掴
癖岫酵式岬訳述『社会学之原班甲乙』（経済雑誌社、明治十五年四月）の節一巻の「原序」に、コントと社会学のことが出てくる。
お
う
ざ
よ
ろ
り
よ
う
ぺ
お
う
じ
ん
〃
此書ノ奥義ヲ探り其要領ヲ得ン卜欲セバ穴シク実験学ノ精神ヲ了ス可シ……実験学ハ原語二、ヒロゾレ」１ポジチイウ、卜云レ」欧人之〃義解ヲ為シ
け
灯
し
ゆ
え
し
ば
ら
こ
れ
あ
え
す
い
ｓ
と
う
＆
テ、ヒロゾヒィド、ランピリズム、卜云へり薇経験論理ノ義ナリ故一一櫛ク之ヲ実験学卜訳シ政テ大力ノ正教（おしえ）ヲ侯ッ。
ぽ
ん
＆
ん
そ
う
い
こ
の
が
く
ご
じ
ん
かつ
実験学、靴近ノ創為ニシテ災一二八爪七年二物故セシ有名ノ数学将ワウギュストコント氏ノ発明ナリ此学ハ述回人ノ観察二触レ実験シテ耶併二淵
レ
リ
ト
ス
ル
所
ノ
哲
学
ナ
リ
…
…
「凡例」に、コントの名とその実証哲学（訳者は〃実験学〃と訳している）のことが出てくる。
ｊ|:上砥次郎署『論理新説』。
井上哲次郎著『倫理新説』（明治十六年三月）は、著者が明治十四年（一八八一）のはじ
め、東京大学で講義したものが母胎となっている。講義内容は、「倫理ノ大体」と題して
も
と
め
「学十一云志林」に載せたことがあったが、今回書難の需に応じて印刷に付するにあたって手を
く
社会ヲ論スルノ学問ヲ称シテ「ソシヲロジー」（社会学）卜云ヘル名ヲ下タセシハカムト
ら
ん
し
よ
う
ひ
と
つ
丁
で
お
こ
む
ま
た
ひ
と
つ
そ
と
こ
う
か
つ
氏濫鰻セリ｜ハ此語ノ既二行ハレタルト又一ハ外二広澗ナル意義ヲ含ム所ノ文字ナキトノ
故
ヲ
以
テ
余
モ
此
語
ヲ
用
ヒ
タ
リ
・
・
・
…
注・三橋猛雄編『明治前期思想史文献』（明治堂書店、昭和五十一年七月、四九一頁）より。
39603）
『来京学士会院雑誌節五綱釧鋤給十六年十一Ｍ』（明治十六年十一月）に、西村茂樹（一八一一八～一九○二、明治期の蒋蒙的官僚学者、川六社の
り
や
く
で
ん
会員、のち華族女学校長）が寄柵した「心学鴛伝』（キリスト教やヨーロッパ衡学に一一一一川及したもの）がのっており、この中にコントの名が川てく
る
０ 井上
哲
次
郎
講
述
『
西
洋
哲
学
講
義
』
（
明
治
十
六
年
四
月
）
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
１
二
八
一
九
～
五
七
、
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
の
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
）
、
ル
イ
ス
（
一
八
一七～七八、イギリスの哲学者）、１１ベルヴェーグ（一八二六～七一、ドイツの低学者、ヘーゲルの思弁的唯心論に反対した）などが著わした
哲
学
史
を
参
考
と
し
、
西
洋
哲
学
の
概
略
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
巻
の
一
第
一
回
総
論
」
の
な
か
で
、
世
に
ま
な
と
な
い
哲
学
者
の
ひ
と
り
と
し
て
コ
ン
ト
の
名
を
引
い
て
い
る
。
加えたという（「緒一一一一ｍ」）。
こ
の
中
に
コ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
る
。ギリシ
＋
ロ
ー
マ
つ
た
そ
れ
か
い
ま
い
や
そ
欧州ノフヒロソフヒイハ、希臘二起り、羅馬一一伝ハリ、西羅馬ノ滅亡卜共一一消滅シ、夫ヨリ文学晦昧ノ世トナリシガ、耶蘇生後一千五百年頃ヨリ此
ま
す
ま
す
せ
い
ぴ
ぎ
わ
学再興シ、以テ今日一一至リテ益々其精微ヲ極メタリ（中略）
''1
1,1
1l1l
Lil1
IIil
l;ｌｉｉｉｉ
Ｉｉｉｉｌ
あ
Ⅲ川らか）ヲ燐グレパ（中略）
仏
側
四
二
於
テ
ハ
デ
ヵ
ル
ト
、
パ
ス
カール、コントノ諦氏アリ。
さ
い
が
く
よ
あ
ら
よ
い
い
は
た
そ
の
．
い
ま
そ
の
古来非常ノ才学ヲ以テ世一一蹴し、余稚（じぷん）ト同ジグ宇宙ノ奥義ヲ探りシ者、采シテ其幾万人ナルヲ知ラズ。今其岐モ箸明ナル洲（いちじるしく
ニ
ュ
ー
ト
ン
ロ
ッ
ク
ヒ
ユ
ー
ム
ミ
(14）３９５
１１本におけるﾌ１．－ギュスト・コント
『哲学会雑誌』（創刊号、Ⅱ締二十年二月江Ⅲ発行、川沿二十兀年六Ⅱ『哲学雑誌』と改称）は、三年前に発足した「低学会」の会貝の論説や、
欧
米
の
哲
学
お
の
新
説
を
細
介
す
る
た
め
の
機
側
誌
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
だ
が
、
加
藤
弘
之
は
「
発
刊
の
肝
」
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
コ
ン
ト
に
ふ
れ
て
い
る
。
心邦輝作希坤剛洲ｉ「社会学之原皿』（明沿十八年叩
のの再刊であるため、訳述はまったく同じである。
伺攻会編纂『中央学術雑誌』（第四十一号、明搭
そ
の
実
証
哲
学
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
弥〆 咲叩陣慌脾吐釧晒擁「社会学之原皿』（明沿十八年四Ⅱ）
い
▲
い
わ
ゆ
る
Ｉ
…
螂
打
打
い
め
い
り
と
う
い
た
ぺ
今
英
川
二
所
訓
向
Ⅱ
然
価
学
ナ
ル
モ
ノ
ト
コ
ン
ト
ノ
突
界
衡
学
ナ
ル
モ
ノ
ト
ヲ
比
絞
セ
ハ
此
奴
念
大
二
明
了
Ｊ
ナ
ル
ニ
懇
ル
可
シ
ま
っ
た
い
几
か
ん
い
っ
そ
う
こ
れ
全
ク
同
航
ノ
朴
識
ヨ
リ
成
ル
ト
靴
ト
モ
此
知
識
二
櫛
学
的
ナ
ル
諏
川
ヲ
冠
セ
シ
ニ
ハ
ー
周
之
ヲ
帆
峻
紺
粁
セ
シ
メ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
名
家
ア
リ1才后
ベ
ー
コ
ン
一
丁
力
ル
ー
ス
ピ
ノ
ザ
ｐ
っ
夕
ヒ
ュ
ー
＄
ラ
ィ
プ
ニ
ゾ
ソ
パ
ー
ヶ
レ
ィ
ウ
０
＄
７
カ
ン
ー
シ
ェ
ン
リ
ン
グ
ヘ
ー
ゲ
・
》
１
－
ン
Ｉ
几
テ
ワ
ー
ト
リ
ー
ド
文学ノ新紀元以来ニハ、併根、徳川鯛々夕、士鵬諾撒、酪克、休模、莱伯尼子、洲結黎、糊爾佛、吹徳、些爾林、夏傑爾、坤鱒、士低瓦多、梨徳等の諾
■汀５５５５后
Mロ鍾原且;`#
！
明治十九年十一月）所載の記事－－－「哲学ノ定義蝉邦鮴嫁軒鎚ス岸炉騎季孵繼のなかに、コントの名と
加藤弘之の「発刊の辞」がのった『哲
学会雑誌』（iill刊号)。〔早稲田大学''１
央図i1}餓政〕
の
第
一
巻
の
原
序
に
、
コ
ン
ト
と
社
会
学
の
こ
と
が
出
て
く
る
が
、
明
胎
十
瓦
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
わ
よ
た
の
ひ
と
几
ソ
欧
米
ニ
ァ
リ
テ
ハ
哲
学
ノ
如
キ
モ
他
諸
般
ノ
学
術
卜
等
シ
ク
学
会
ヲ
設
立
シ
雑
す
こ
ぶ
か
く
そ
の
誌
ヲ
発
行
ス
ル
「
Ｉ
頗
ル
盛
ニ
シ
テ
各
派
慨
シ
テ
各
個
ノ
学
会
ア
リ
各
佃
ノ
雑
誌
ア
リ
テ
各
其
も
つ
つ
い
あ
い
た
と
主
義
ヲ
拡
張
シ
以
テ
学
理
ノ
進
歩
一
一
就
テ
相
競
争
ス
例
へ
ハ
デ
カ
ー
ト
ベ
ー
コ
ン
カ
ン
ト
ヘ
ー
ゲ
ル
コ
ン
ト
ベ
ン
サ
ム
シ
ョ
ッ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
ス
ペ
ン
セ
ル
ハ
ル
ト
マ
あ
い
ン
等
ノ
諭
派
ヵ
互
一
－
，
Ⅱ
己
ノ
主
義
ヲ
拡
張
ス
ル
所
ノ
雑
誌
ヲ
発
行
シ
テ
ｕ
テ
Ⅲ
競
争
ス
ル
ノ
る
い
旦
頗
地
Ｌ
レ
ナ
リ
#jill
二ｌＣｊｉｌｌｉｌ
ノリ１１１
為幽ク
セ
絵11勗11iリｌ
Ｉｌｉ
学
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『哲学会雑誌』（第十九号、明治二十一年八月五日）に、有賀長雄（一八六○～一九二一、当時枢密院書記官）の論説「社会学史略（第一回）」
が掲載された。が、これは未完におわっている。この中に社会学の創始者コントとその学説についての言及がみられる。
くる。
い
れ
つ
脹錘鵬に軸鑛述『社会学一」（文海堂、井例堂発行、明治一一十一年一一一月）は、アメリカの社会学者であるレスター・フランク・ウォード（一八
四一～一九一一一一）のロ）ご§鼠・ロ〕§』（喧白閏一〕を抄訳したものである。「社会学第一巻」の「緒論」のなかに、コントとその実証哲学のことが出て
社
会
学
と
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ン
ト
の
言
ひ
始
め
し
事
に
し
て
氏
が
千
八
百
三
十
八
年
に
著
し
い
実
験
哲
学
論
網
第
三
版
第
四
巻
の
百
八
十
五
頁
に
其
語
を
用
い
た
る
を
見
し
か
そ
れ
み
ず
か
き
る
な
り
然
れ
ど
も
社
会
学
を
立
つ
べ
き
考
案
は
其
以
前
に
存
在
せ
し
こ
と
に
て
氏
自
ら
之
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
と
コ
ン
ド
ル
セ
と
に
帰
せ
り
も
し
お
う
お
う
か
ん
ぱ
は
な
は
統
計
学
に
従
事
す
る
者
若
く
は
世
上
の
事
件
に
注
Ⅱ
せ
る
者
は
往
々
真
相
を
看
破
し
（
み
ぬ
く
）
社
△
蚕
の
諸
現
象
甚
だ
不
規
則
な
る
如
く
兇
ゆ
る
も
深
く
考
察
す
れ
ば
其
か
ん
つ
う
お
い
ｌ
…
…
る
い
じ
心
う
れ
っ
理
法
整
然
と
し
て
貫
通
し
届
る
を
発
見
す
る
な
ら
ん
と
詔
ひ
た
り
し
を
コ
ン
ト
尚
ほ
共
学
を
推
窮
し
て
之
を
一
種
の
科
学
と
し
諸
科
学
の
類
聚
（
聿
曰
物
）
中
に
列
し
て
星
学
物
い
た
つ
と
理
学
と
並
び
称
せ
ら
る
閲
を
至
ら
し
め
ん
と
勉
め
し
な
り
雪
・
掴
罰
則
層
誌編鱒嘘｢社会学 』。
き
よ
ざ
わ
ま
ん
し
「哲学定義集」（『哲学会雑誌」第二号所収、明治一一十年一一一月五日）は、清沢［徳永］満之
（一八六三～一九○三、明治期の僧、真宗大［現・大谷大］初代学監）が、読書の際に出会っ
た
哲
学
の
定
義
を
筆
記
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
十
余
り
に
な
っ
た
の
で
今
回
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
中
に
は
コ
ン
ト
が
哲
学
に
つ
い
て
描
い
て
い
た
要
義
が
引
用
し
て
あ
る
。
第
二
十
四
コ
ン
ト
氏
哲
学
ハ
諸
科
学
全
開
ノ
理
論
ナ
リ
即
チ
科
学
ノ
普
通
方
法
普
通
関
係
及
特
殊
差
異
ヲ
判
定
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
い
ち
じ
る
ろ
ん
も
う
そ
の
ざ
(16）３９３
日本におけるオーギュスト・コント
有賀は「社会学史略（第二回）」（『哲学会雑誌』第二十一号所収、明治二十一年十月五日）において、発芽期にあるコント社会学とその学燈を
ご
う
け
、
つ
い
で
一
家
を
な
し
た
学
徒
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
ｊか塵
一
一
寵
謹
蓬
飛
飛
一》雨靴嘩 安力鶴ツト
穆
大、則子佛国錘
菅一一社会学ノ立シ可キヲ先見シタルノミナラズ、又其本義卜性質トヲ発明シタルノ功ハオウグスト、コント｜一掃ス可キ事争う可カラサル所クリ
す
な
わ
そ
の
と
う
い
く
お
よ
も
ろ
も
ろ
則チ其「実験哲学」中二於テ此ノ学ノ何ダル常キヲ明瞭正確二論シテ日ク「几ソ学者力試ミルノ権利ヲ十分一一有スル所ノ者ハ諸々ノ実験理法ノ法
こ
う
き
ゅ
う
て
き
じ
こ
れ
一
一
習
ヒ
テ
社
会
ノ
理
学
ヲ
概
念
シ
及
上
講
究
シ
其
哲
理
上
ノ
性
質
ヲ
摘
示
シ
テ
之
力
基
本
ヲ
立
ル
ノ
成
否
ヲ
定
ム
ル
一
一
在
り
卜
（
後
略
）
ぺ
いわ
マ
マ
あ
い
麓
コントハ又此ノ学二於テス可キ事業ヲ左ノ如ク約言セリ、曰ク「社会学ハ世人ガ発展（進化）ノ事実ノ何二在ルャヲダモ知ラサルノ間ハ到底存立ス
丁
な
わ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
社
〈
云
学
ハ
即
チ
発
展
ノ
理
法
ヲ
講
究
ス
ル
者
ナ
リ
」
ト
（
後
略
）
か
く
ご
と
Ｉ
慰
釧
い
え
ど
き
か
な
あ
た
斯
ノ
如
ク
ナ
ル
ヲ
以
テ
コ
ン
ト
ノ
社
会
学
ダ
ル
其
一
一
一
一
口
論
ハ
則
チ
活
発
ナ
ル
者
多
シ
ト
錐
モ
之
ヲ
真
ノ
理
学
上
ノ
目
ヨ
リ
見
テ
ハ
未
タ
貴
価
ア
リ
ト
為
ス
能
ハ
ズ
故一一未タ以テ社会学ノ始祖卜為スニ足ラズ、其功ハ只タオウグスト、コントヲ励シテ後二此ノ学ヲ創設スルニ至ラシムルノ動機ト成リタルニ在り、
ま
ざ
そ
の
１
：
「
■
匠
時
肚
會
畢
曲
葛
ひ
な
い
え
ど
ず
で
社会学ノ世一一出ツルロⅡ尚ホ浅シト錐モ既－
すで
悶
閲
テ既――此ノ学ノ大家々／ル者ヲ拳クレバ（後略）
ゆ
え
な
た
故一一未タ以テ社会学ノ始祖卜為スー一足ラズ、
７ｍチ放多齢、Ｐ画リモ牢功
・腓風雪『『『》壁斡舸稻野姐》『○衝．□叶口
ｃ
駒”岫聰灘篭軒藩羅譲蕊珂鱈一
、
ブゾ。リリエソフエル．γＣパスチヤソ・リブペルト、グソブ向Ⅷウ刮列副詞
１
…
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ゾ政怯園有名ナルモー津．えタイプ、グヂィズト．散スト騨毛與樗'１１１ 臓鋺へ鮮瀕灘磯蝋鰄北順岻小那一；；１ｊ三百七粥 ずで おおい
ふ
ぺ
既一一シテ大一一進歩ノ見ル可キアリ
た
コントの名が出てくる有賀論文（『哲学会雑
誌」第１９号、明治２１．８)。〔早稲田大学中
央図書館蔵〕
ｌ
そ
の
左
い
ま
コント、スペンセルハ一一一一ロフニ及ハズ其名未ダ多ク本邦人二知ラレスシ
『濟搾経済学講義筆記第一一一年級第五号』（明治二十一年十月
一一十九日）に、講師・辰巳小次郎の「社会学」が掲載されているが、
は
げ
ま
…
Ｉ
識
蔬
…
・
前
陳
ノ
如
ク
コ
ン
ト
ノ
社
会
学
其
レ
自
一
フ
ハ
未
タ
該
学
ノ
体
ヲ
為
ス
ニ
至
い
え
ど
こ
れ
そ
小
え
ん
ひ
と
つ
ラ
ザ
リ
シ
ト
錐
モ
此
其
ノ
道
一
一
大
功
ア
ル
所
以
ノ
者
ハ
’
二
社
会
学
ヲ
立
と
こ
ろ
を
も
つ
あ
か
ふ
た
つ
よ
っ
た
と
こ
ろ
テ、｜科ノ実験理学トスベキ所以テ証シ、一一二社会学ノ依テ立シ所
よ
ノ原則ヲ示シ、以テ此ノ原則一一依り此ノ学ヲ建設セントスル学者
ヲ出タスノ動機トナ成りクルー在り、今日此ノ学ノ講究一一従事スル
い
え
ど
そ
の
も
と
ず
者多シーｒ錐モ皆其源論ノ種々ノ要点一一基キ種々ノ社会学討究ノ
す
な
わ
起
り
々
／
ル
所
以
ヲ
陳
述
セ
ハ
則
チ
明
瞭
ナ
ラ
ン
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も
つ
に
ん
お
さ
の談話筆記「政事を以て任する者は社〈齊学を修めさる可からざる」がのっている。
酢繩錦鑑著『日本宗教未来記』（船井弘文堂、明治二十二年一一一月）に、コントの名とかれの有名なる知識発達の一一一階段についての記述がある。
が分って来た。
に
変
革
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
か
つ
せ
か
い
と
な
■」
マ
マ
人
間
社
会
は
活
世
界
で
あ
る
と
云
ふ
一
」
と
を
隅
ひ
る
学
者
が
あ
る
け
れ
ど
、
之
れ
は
道
理
に
基
い
て
云
っ
た
の
で
無
く
、
本
統
に
分
っ
た
学
者
と
云
ふ
も
の
は
、
誠
に
少
な
い
。
し
ん
せ
い
然
る
に
近
頃
に
至
っ
て
ダ
ン
ノ
、
１
社
会
学
が
進
ん
で
来
て
、
此
の
社
会
学
に
よ
っ
て
社
会
は
真
成
の
有
機
物
で
、
動
植
物
の
や
ふ
な
も
の
で
、
一
種
の
打
機
物
で
あ
る
と
云
ふ
道
理
と
左
社会学と云ふものは、諸君も御承知の通り、仏人の隅ひた新γしい学問で、
に
死
に
ま
し
た
が
、
此
人
の
社
会
学
を
唱
ひ
た
時
に
誠
に
不
充
分
で
あ
り
ま
し
た
。
よ
う
こ
う
し
や
か
そ
し
よ
》
』
い
と
に
し
き
今
は
、
川
本
仏
教
変
革
の
時
期
な
れ
は
容
興
す
へ
か
ら
す
釈
迦
の
法
経
は
古
今
を
異
に
す
と
難
も
常
に
素
絲
（
白
い
糸
）
な
り
各
宗
各
派
随
時
の
緯
は
恭
曰
の
錦
は
雑誌『日本大家論集」の表紙。
こ
の
中
に
社
会
学
の
始
祖
コ
ン
ト
の
紹
介
記
事
が
み
ら
れ
る
。
『
日
本
大
家
論
集
』
（
第
二
十
一
編
、
博
文
館
、
明
治
二
十
二
年
二
月
五
日
）
に
、
加
藤
弘
之
が
の
っ
て
い
る
。
社
会
学
の
始
祖
と
し
て
コ
ン
ト
の
名
を
ひ
い
て
い
る
。
社
会
学
ノ
元
祖
ハ
仏
国
ノ
碩
学
ア
ウ
グ
ス
ト
、
コ
ン
ト
氏
ナ
リ
氏
ハ
千
七
百
九
十
八
年
即
チ
同
国
大
革
命
以
後
十
年
目
二
生
し
千
八
百
五
十
七
年
二
死
セ
リ
氏
ノ
以
前
二
社
会
学
ノ
し
あ
ん
よ
原
理
定
則
ト
モ
云
フ
ヘ
キ
事
柄
ヲ
思
按
セ
シ
者
有
リ
ト
錐
モ
皆
能
ク
一
派
ノ
学
問
ヲ
組
立
ツ
ル
ヲ
得
サ
リ
キママ
マ
マ
オークスト、ホントと云ふ人が先づ社会学を唱ひた元祖で、此人は一一一十年前
注・区読点は引用者による。きん
ら
ん
△Ｔの金欄 すなわ
(18）３９１
日本におけるオーギュスト・コント
『哲学会雑誌』（第二十七号、明治二十二年五ｍ
がのっている。この中にコントの名が出てくる。
同誌に「井上毅氏の席話」と題する小話があり、パリ留学時代に西園寺公望や中江篤介（兆民）が師事した急進的政治思想家エミール・アコラ
ース（一八二六～一八九一）というフランス人が登場する。このひとはコントの追随者であったようである。
「
大
日
本
大
家
論
集
』
念
コントの名が出てくる。ママ
ふ
仏蘭西にアコラスト云ふ先生がある、これは近くは西園寺公望、中江篤介、光妙寺一二郎などの先生である、此の人の説はオーゴスト、コントの説を敷
え
ん
・しか
ひ
ん
せ
き
術した者である、然るに、オーゴスト、コントやアコラスは世人がソシャリストして損斥する（しりぞける）位でありて、其の説の中には、之を取捨し
お
よ
び
有
形
学
研
究
ノ
概
念
及
原
則
ノ
大
ナ
ル
者
ニ
ッ
キ
異
論
百
主
な
ペ
ン
サ
ー
氏
及
ビ
氏
ノ
学
ヲ
泰
ズ
ル
者
二
過
ギ
々
ノ
ル
ハ
莫
カ
ラ
ン
こ
れ
つ
い
せ
き
が
く
●
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
し
ん
せ
き
こ
れ
之に就て法蘭西の碩学奥古士都坤篤氏は世界の進化を分って一一一時期となう第一は神跡の時代第二は形而上の時代第一一一は実在の時代是なり神跡
も
っ
ぽ
の
時
代
は
専
ら
神
怪
奇
異
の
事
跡
を
説
て
人
を
信
服
せ
‐
し
む
形
而
上
の
時
代
は
空
想
を
用
ひ
て
広
漠
無
辺
の
理
を
考
へ
其
事
の
実
証
如
何
を
間
は
す
実
在
の
時
代
は
空
想
す
○
も
つ
ぼ
う
ん
ぬ
ん
の
説
を
棄
て
専
ら
帰
納
法
を
用
ひ
事
実
に
依
拠
し
て
真
理
を
求
め
其
説
初
め
て
堅
固
確
実
と
な
り
た
る
者
な
り
と
云
々
・
…
：
一一社会学ヲ研究シタルニアラズヤ、
今日学者社会二行ハル動社会進化ノ説ハ消滅セザルヲ得ズ、コント、スペンサー又始メ、今日ノ社会学者ハ生物学卜称スルー理学ノ法則ニョリテ大
（第二十五編・博文館、明治二十二年六月五日）に、菊池熊太郎の「理学宗ノ説明」と題する論説がのっているが、この中に
明治二十二年五月五日）に、会員・ヂ、ウィリヤム、ノックスが執筆した論文「倫理上日本ノ要スルモノ」の反訳
い
え
ど
異論百出ノ現状ハーーーーロヲ侍タズシテ明ナラント抑モ
Ｉ
 
れっ
コ
ン
ト
ノ
哲
学
ヲ
棄
却
シ
テ
之
ヲ
攻
撃
ス
ル
ノ
烈
シ
ー
ア
ス
39009） 
井上円了著繍疏哲学要領”』（哲学書院、明治一一十
まま染めて、一部の小Ⅱ子としたものという（「序言」）。
｛憩刊灘烈毎門割測別湖刈珂剖刻刈矧刊ⅦⅦ１刈列Ｊｌ１』１１１…抑Ⅱ１１
同書は、哲学者年表・諸論・東洋哲学・支那価学・印度獅学・西洋櫛学などから術成されており、哲学概論のような印象をうける。「第十一段
ｌ
 
近
世
櫛
学
第
一
一
一
節
六
十
一
節
コ
ン
ト
氏
」
は
、
コ
ン
ト
哲
学
の
特
徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ら
び
に
当
時
又
仏
旧
ニ
コ
ン
ト
ト
名
ク
ル
｜
大
家
ア
リ
氏
ノ
学
、
実
験
学
（
実
証
哲
学
の
こ
と
ｌ
引
川
者
）
井
祉
会
学
ノ
ー
繩
ヨ
リ
成
ル
避
職
ト
ス
ル
所
ハ
共
二
班
学
ノ
わ
が
実
験
説
ニ
ァ
リ
氏
ハ
人
智
発
達
ノ
時
代
ヲ
一
一
一
段
二
分
チ
神
学
ノ
時
代
、
形
而
上
学
ノ
時
代
、
実
験
学
ノ
時
代
ト
ナ
シ
今
日
ハ
実
験
学
ノ
時
代
ナ
レ
ハ
形
而
上
ノ
空
理
ハ
よ
る
し
一
切
之
ヲ
排
去
シ
哲
学
ハ
全
ク
実
験
以
内
二
於
テ
考
究
シ
宇
宙
ノ
本
源
事
物
ノ
実
体
等
ハ
我
実
験
ノ
及
ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
宜
ク
之
ヲ
哲
学
ノ
問
題
外
一
一
置
キ
独
り
理
も
と
ず
学ノ実験二本キテ哲学ヲ組織スヘキ所以ヲ論セリ是し世間氏ヲ椎シテ実験哲学ノ祖トナス所以ナリ（一一四～’一五頁）。
ぷ
ん
か
仏国の文華（世の中が開け、はなやかなさま）に依りてコントの実験哲学を宣一一一一口するあり、又た英国近代の理学の進歩に集してスペンセルの総△、哲学
し
ょ
う
ど
う
を侶道す工。あり
明
治
二
十
四
年
十
一
月
）
は
、
著
者
が
東
大
の
学
生
の
時
分
に
、
『
令
知
会
雑
誌
』
に
毎
回
投
稿
し
た
も
の
を
そ
の
)|:｣:|ﾘ了『雛哲紫要釧蝋』。←▲Ｌ 
，〔繁洲･蔵〕
げ
ん
て
さ
一一一毛雄｜一郎署一「哲学淵滴」（発行者吉川半七、明沿一一十二年十一
月
）
は
、
自
家
の
意
見
を
な
る
べ
く
加
え
ず
、
シ
ュ
ヴ
ェ
グ
ラ
ー
や
ク
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
一
八
二
四
～
一
九
○
七
、
ド
イ
ツ
の
祈
学
史
家
、
イ
エ
ナ
お
よ
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
）
ら
の
著
述
を
参
考
に
し
て
価
学
の
歴
史
を
柵
い
た
評
で
あ
る
。
第
一
部
の
結
論
に
お
い
て
、
西
洋
哲
学
の
変
遷
を
通
覧
し
た
も
の
の
中
に
、
コ
ントの名が散見する。
い
ち
が
い
なければ、一概に採る｝」との出来ないと云ふ位な人である、
０ 
｡ 
(20）３８９ 
日本におけるオーギュスト・コント
「中央学術雑誌」（第五号、明治二十五年九月十五日）の論説に載った「欧州史を講す」は、アメリカ留学中のもと早稲田の学生（茨木宗之）が
起稿し、高田早苗のもとに送致したものであるが、本人が亡くなったので遺稿として掲載したものである。本稿はもとよりヨーロッパ史の全貌を
渋江保の小著『社会学全」（博文館、明治二十七年一月）は、本邦初の社会学についての単行本である。社会学とはどういうものか、一般む
き
に
平
易
に
書
き
あ
ら
わ
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
の
「
第
一
巻
第
二
編
社
会
学
の
定
義
」
の
な
か
に
、
社
会
学
の
創
設
者
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
の
べ
た
も
の
で
な
く
、
史
学
の
原
則
の
一
班
を
伝
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
この中にコントの箸書『科学の哲学』聖嘗ミミミ枠§ｇのことが出てくる。
へ》
三J■議竺JFii （参考譜）コムト氏
フ
ヒ
ロ
ソ
フ
ヒ
ー
、
オ
フ
、
サ
イ
エ
ン
ス
、
E広■
渋江保著『社会学全｣。
〔｢1本大学文理学部図譜lim戯〕
垣田純朗の小著「哲学変遷史」（民友社、明治二十七年三月）は、平民叢書中の
し
か
は
じ
め
い
雌
Ｕ
然
る
に
西
暦
十
九
世
紀
（
即
ち
当
世
紀
）
に
初
、
仏
国
に
コ
ム
ト
な
る
も
の
Ⅲ
川
で
て
、
始
め
て
こ
机
人事社交の原理定則を発見し、社〈云学を立て国之も一派専門の学と為すことに努め
たりき・コムト名はアウグスト。西暦一千七百九十八年生れ、同一千八百江十七年
死す。仏国の哲学者なり。（中略）
ら
た
か
あ
や
か
ｆ
コ
ム
ト
出
た
る
は
恰
も
此
の
時
に
在
り
き
。
コ
ム
ト
は
泓
叫
会
組
織
改
良
論
の
仏
囮
に
嘘
し
か
り
つい
し
時
に
生
ま
れ
た
れ
ば
、
深
く
感
す
る
所
あ
り
て
、
遂
に
社
会
学
を
創
設
‐
し
、
社
会
学
の
脚
柵
と
あ
お
仰かれた、ソ。
388（21） 
高
柳
の
記
事
は
、
近
世
酒
学
の
発
達
小
史
に
は
じ
ま
り
、
コ
ン
ト
の
人
と
思
想
、
こ
と
に
か
れ
の
宗
教
思
想
の
大
要
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
科
学
的
哲
学
の
建
設
者
は
、
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
が
そ
の
代
表
格
と
い
う
。
コ
ン
ト
の
小
伝
に
つ
い
て
は
、
『六台雑誌』（第一八五号、
名
を
引
き
あ
い
に
出
し
、
高
柳
皿
つ
と
も
く
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
第九巻にあたる。同書の附録「近世哲学の大勢」の第九章に、コントとその実証哲学のことが出てくる。
片
山
潜
の
記
事
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
き
げ
ん
ぎ
わ
お
う
せ
き
・
す
ぐ
な
お
よ
ん
社
会
学
の
起
原
は
極
め
て
遼
遠
に
し
て
住
処
曰
の
哲
学
者
に
し
て
鋭
意
社
会
の
解
釈
を
試
み
た
者
少
か
ら
ず
（
中
略
）
近
世
に
及
で
は
カ
ン
ト
、
へ
Ｉ
ゲ
ル
等
の
諸
大
家
は
世
界
）
し
よ
う
て
ん
ろ
ん
し
ん
と
う
を
以
て
考
究
の
焼
点
と
し
、
前
者
は
道
徳
の
上
よ
り
社
会
を
論
じ
、
後
背
は
歴
史
の
方
面
よ
り
之
を
論
し
て
、
共
に
一
時
欧
州
を
振
蝋
せ
り
（
ふ
、
リ
う
ご
か
す
）
（
中
略
）
と
こ
う
ｃ
社
会
共
和
党
の
小
耳
を
執
る
独
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
・
ナ
ン
ド
、
ラ
セ
ー
ル
の
如
き
は
間
接
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
化
を
難
り
し
者
少
か
ら
ず
、
其
他
オ
ー
ゴ
ス
ト
、
コ
ム
テ
の
如
き
は
近
世
も
く
社
会
学
の
父
を
以
て
、
Ⅱ
せ
ら
れ
、
災
に
ス
ペ
ン
サ
ー
あ
り
、
独
に
ロ
ド
バ
ー
タ
ス
、
マ
ー
ク
ス
あ
り
英仏派はコムト（しロ砲口の【の○・曰【の］『ｇ‐届司）及びスペンサー（函の３のＨ［の己９８『」⑪８１）等によりて代表せらる、
い
わ
そ
の
み
よ
う
き
あ
た
コ
ム
ト
は
有
名
な
る
実
験
哲
学
を
主
張
せ
る
も
の
に
し
て
、
曰
く
五
ｎ
人
の
知
り
得
る
所
は
現
象
の
み
な
り
、
其
呪
い
季
も
其
真
突
体
、
妙
機
等
は
知
る
こ
と
を
能
は
ず
、
其
継
続
と
共
に
ん
存
と
を
知
る
こ
と
を
得
る
の
み
、
此
現
価
黍
に
皿
ず
る
規
律
を
知
る
こ
れ
哲
学
の
征
な
り
、
へ
い
こ
れ
即
ち
尖
験
価
学
な
る
も
の
な
る
が
、
哲
学
は
柵
叶
学
的
を
経
、
純
理
的
を
経
、
此
実
験
的
に
至
り
て
始
め
て
完
全
に
達
し
た
る
者
と
調
う
べ
し
と
か
ん
か
ふ
ぐ
う
あ
わ
れ
そ
の
ち
コ
ン
ト
の
生
涯
は
実
に
輔
訶
不
遇
（
失
意
の
さ
ま
）
憐
む
く
き
も
の
多
か
り
き
彼
は
一
千
七
百
九
十
八
年
一
ｍ
〃
仏
国
モ
ン
ペ
リ
エ
ー
に
生
れ
ぬ
、
当
時
彼
の
父
は
其
地
の
収
税
五
号
、
明
治
二
十
九
年
五
月
十
五
日
）
に
、
コ
ン
ト
が
二
度
登
場
す
る
。
片
山
満
は
「
米
国
に
於
け
る
社
会
学
の
進
歩
」
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
高
柳
松
一
郎
は
「
コ
ン
ト
の
所
謂
人
類
教
」
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
明
治
期
の
雑
誌
に
の
っ
た
コ
ン
ト
に
関
す
る
記
事
と
し
て
は
も
(22）３８７ 
日本におけるオーギュスト ・コント
会上の粉乱きわまりない無政府状態を停止させるにあった。
それまでの思想は、人心をつなぎとめる力がないことを知った。コントは、人間や社会の状態現象をひろく研究し、
知識を綜合し、一つの哲学をつくり、それを社会におけるじっさいの生活に応用する方法をしめそうとした。
とある。コントの研究目的はどこにあったのか。それは十八世紀における破壊的批評および社会的改革または政治上の争乱から生じた知識上、社
吏なりしとぞ、長ずるに及んで小学校に入り最も数学に熟達し又職員に抵抗するを以て現はれたり、十七歳の時パリ諸芸学校に入学せしも教師の風
そ
の
ご
もつ
習を攻撃せしため追校せらる塾に至り、其後数年は数学教授を以て生活せり
すで
一」
当時既に彼が心理には従来の社会上宗教上の思想を退却して大変革を試みんとするの熱心燃え上れり、超えて一千八百十八年サン、シモンと相識るに
ま
す
ま
す
あ
た
だ
い
よ
い
よ
ひ
が
つい
至
り
其
交
情
益
暖
か
に
其
関
係
愈
親
密
と
な
れ
り
、
然
れ
ど
も
一
ハ
ヶ
年
の
彼
我
意
見
の
衝
突
は
遂
に
此
一
一
人
を
し
て
全
く
分
離
せ
し
む
る
に
至
り
い
、
ま
っ
た
一
千
八
百
二
十
五
年
彼
は
結
婚
せ
し
も
不
幸
に
し
て
夫
婦
の
間
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
久
し
き
粉
議
の
後
全
く
離
婚
す
る
に
至
れ
り
、
翌
年
彼
は
其
哲
学
の
講
演
を
始
め
た
り
し
に
か
れ
幾多の哲学者科学者は集り来りて之を傍聴せしとぞ、此間貧苦と過労とは彼か脳を痛め遂に彼をして一時発狂するに至らしめぬ、
か
た
わ
全快の後は再び哲学の講究に従事し、一千八百三十年より同十二年の間に一ハ巻の「フィロソフィーポジチーヴ」を発刊せり、著者の傍ら彼は諸芸学校
そ
の
ひ
に於ける助教授又試験委員として其日を送りい、然るに彼れが性癖として其意見は又もや他教授と衝突するに至り、遂に其職を矢へｑ
か
や
か
ら
そ
の
こ
こ
斯かりしかば已むを得ず数学を教へ辛うじて其口を糊せしも、後年に至りては其友よりの補助金を以て生活せざるを得ざりき、千八百四十五年彼はク
あ
い
し
お
お
い
よ
と
こ
ろ
ロ
チ
ル
ド
夫
人
と
相
織
る
に
至
り
大
に
彼
女
を
愛
せ
し
も
不
幸
に
し
て
一
年
の
後
彼
女
を
失
ひ
ぬ
、
彼
が
著
作
思
想
の
大
に
彼
女
の
感
化
に
依
る
所
多
か
り
し
は
其
自
白
す
る
シ」
所なり、越えて千八百五十七年九月彼は六十歳を以て世を去れり
教“とは、人間を崇拝する教えなのである。換言す』
グ
ラ
ン
テ
ー
ト
ル
｜
の
全
体
１
大
存
在
物
を
崇
拝
す
る
の
が
そ
れ
だ
と
い
う
．
人類教の目ざすところは、利己心をおさえ、社会坐
じ
人
し
ん
コントは神の存在を断定することも否定する》」ともしなかった。かれは神は、われわれの知りうるところではないと考えた。神の観念に代わって人心
に訴え、その感情を満足させ、敬愛するところとなるものはないのか。コントによると、それはあるという。人類がそれだという。コントが説く〃人類
教
〃
と
は
、
人
間
を
崇
拝
す
る
教
え
な
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
男
女
が
、
そ
の
生
涯
を
公
共
の
福
祉
・
人
類
発
達
の
た
め
に
捧
げ
た
も
の
か
ら
成
る
統
社
会
的
同
情
心
を
や
し
な
い
、
人
類
を
愛
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
生
じ
る
わ
れ
わ
れ
の
386（23）
ケ
ー
ベ
ル
は
、
緒
言
に
お
い
て
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
た
の
ち
、
哲
学
の
総
念
・
哲
学
の
分
類
・
哲
学
の
方
法
・
哲
学
の
系
統
な
ど
に
つ
い
て
語
る
の
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
代
表
的
な
実
証
哲
学
者
や
実
証
哲
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
ー
ベ
ル
は
、
雄
文
科
大
学
価
学
牧
師
ド
ク
ト
ル
文
学
士
二十六年（一
11114“…－－ ｺ111錠羅合穴
サ
ン
、
シ
モ
ン
」
の
な
か
に
、
コ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
る
。
上に、函
反拒す。
い
ま
、
、
、
、
余は今概極的教（勺。⑪葺く】の曰）、硫極的哲学なる語を発言せり。献極的教に二航あり一は仏国に於てオーギュスト、コント（』ロ四』⑪〔の○・コ】（の）及びリ
、
、
、
、
、
ツトレ（厚［『の）、英国に於てミル及ひスペンサ１、独国に於てラァス（［四口⑫）、ビール（囚９］）等によって代表せらる。此等の思想家は唯碕極的事実の
上に、経験の上から、建てられたる哲学を承知し、而してあらゆる思弁、純正哲学を人間の理性の制限の為めに出来能はすとして、純然たる空想として
彼
（
サ
ン
・
シ
モ
ン
）
の
門
人
中
後
に
大
名
を
博
せ
し
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ン
ト
あ
り
兒武ロ五十月'1中九⑪描困
一
氏Ｊ１姑10百尿
フ↑ン、コェーベル鮴『哲学要価全』（南江蝋書店、帆桁三十年六月）は、ケ１ベル（一八四八～一九二三、ロシアの哲学者）が、明沿
下
川
次
郎
訳
八
九
一
二
）
秋
冬
ｌ
東
京
大
学
文
学
部
に
お
い
て
哲
学
入
門
（
哲
学
概
論
哲
学
史
よ
り
成
る
）
と
し
て
講
義
し
た
も
の
の
前
半
を
、
そ
の
脱
稿
か
ら
反
訳
0４
!;ｉｉｉ蝋|ｉ認．強：〃：；：
－－２ﾆｰｰL-i-塗ｊ
…盆…側諭璽…ボ
の
ら
お
お
い
に
北
は
く
『六合雑誌』の表紙。
おなじく『六合雑誌』（第一八八号、明治二十九年八月十五日）に、片山満の論説
こ
う
り
ょ
う
「社会学の綱領」がのっており、コントの名が川てくる。
『六合雑誹些（節一九三号、明沿三十年一月十五日）の雑録「初期の仏国社会主義節
近
世
社
会
学
の
父
と
称
せ
ら
れ
た
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
そ
の
し
ん
せ
い
お
ざ
そ
ち
ゅ
う
て
共
主
義
を
決
す
る
は
真
正
に
社
今
云
を
理
む
る
の
礎
柱
コ
ン
ト
曰
く
（いしずえ）
さ
わ
社
〈
奉
な
ス
》
観
念
を
究
め
以
な
り
と
…
…
(21）３８５
建部通吾著『哲学大観』（近港堂書籍株式会社、明治三十一年四月）の「叙述第三近世哲学」に、コントとその思想の特徴が記されている。
験
に
よ
れ
る
佃
物
の
知
識
を
雄
本
と
し
て
概
括
に
よ
り
漸
漸
広
博
体
世
界
に
し
て
、
現
象
の
外
に
実
体
あ
る
を
認
め
ざ
る
な
り
（
中
略
）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ウ〒ａ
合しんうん
か
が
や
そ
の
首
よ
う
や
じ
ん
す
小
オオギュストコムトの名や将に永く世界半間進巡の．、へ上に脆く者あらむとするなり。足より其後社会学の研究は漸く股も進みたる学者の尽序（苦舛）
ひ
こ
と
ぼ
ん
き
ん
ま
つ
よ
う
し
◆
ば
ん
け
ん
か
く
．
ろ
）
）
８
夕
ひ
つ
そ
く
を
惹
き
殊
に
軌
近
第
十
九
世
紀
の
末
葉
に
至
り
て
、
這
般
の
研
殿
（
こ
の
よ
う
な
研
究
）
は
社
会
の
知
行
（
知
る
｝
」
と
、
行
う
こ
と
）
諸
般
の
方
面
よ
り
過
促
を
受
け
、
第
二
．
Ⅸ
た
こ
の
ほ
う
と
ぜ
ん
め
い
い
た
十世紀の新学問亦突に此方途（方法）よ、ソ関川せらると（明らかにされる）者あらむとするを到せり。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
い
せ
き
し
ひ
ょ
う
そ
の
ふく●しや
い
え
ど
ご
う
む
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
コ
ム
ー
ト
の
鋭
利
に
し
て
明
蜥
な
る
思
弁
は
四
表
（
四
方
）
に
向
う
て
共
光
明
を
輻
射
し
た
り
と
錐
も
、
縦
も
多
く
其
影
響
を
被
れ
る
は
水
来
経
験
的
な
り
英
国
し
こ
う
なりとす。而して其結口醜は即ちハルバルトスペンサルに於いて世に出でたり
ば
く
た
く
い
、
、
、
、
、
、
、
、
、
二
国ｙ
今
世
紀
の
初
め
に
当
り
て
経
験
主
綻
の
木
鐸
（
脂
導
者
）
は
壮
に
出
で
た
り
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
コ
ム
ト
即
ち
是
れ
な
り
彼
は
揃
く
宗
教
の
独
断
に
反
対
し
、
知
識
は
几
べ
て
経
ぶ
い
か
つ
ぜ
ん
せ
ん
こ
う
は
く
８
ぺ
に
よ
れ
る
佃
物
の
知
識
を
雄
本
と
し
て
概
括
に
よ
り
漸
漸
広
博
（
お
い
お
い
見
識
を
ふ
か
め
る
）
を
期
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
な
せ
、
リ
彼
に
在
り
て
は
現
象
世
界
即
ち
是
れ
笑
鰍噸郷Ⅷ噸フォンコューヘル講鮒蝋澱
戈學士下田次郎鋒Ⅷ敏 ’
■一口〉翰絃誉藏梓。
フォン・ケーベル識『{li学要領全」
’
ラファエル･ケーベル
384（25）
井上円了講述『識辨錆辮哲学早わかり』（開発社、明治一一一十一一年一一月）はＰ著者が日本各地を巡回した折、一夕の茶話として、哲学とはいかなる
ものかを語ったときの談話筆記をまとめて一書としたものである。「第九回哲学諸家の学説」のなかに、コントとその実証哲学についての一一一一口及
岡百世の「オーギュスト、コント」同誌（四四～五四頁）所収は、本格的なコント論であり、よくまとまっている。
吾
入
荷
も
社
会
学
と
い
ふ
誰
れ
か
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ム
ト
の
名
を
想
起
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
実
に
彼
が
社
会
研
究
に
一
新
生
面
を
開
き
、
社
会
も
亦
た
他
の
事
物
の
如
あ
く
科
学
的
に
研
究
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
唱
道
し
、
社
会
学
を
し
て
一
科
学
の
地
位
に
列
せ
し
め
た
る
も
の
此
れ
豈
に
社
会
学
史
上
特
筆
大
書
す
る
の
価
値
な
し
と
せ
ん
や
あ
あ
そ
の
あ
と
ほ
と
鴫
呼
彼
の
名
は
其
の
初
め
て
使
用
せ
る
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
な
る
字
と
共
に
永
く
歴
史
に
其
跡
を
絶
た
ざ
る
く
し
回
顧
す
る
に
、
彼
が
其
大
著
実
験
哲
学
を
公
に
せ
し
よ
り
△
７
に
殆
せ
い
う
ん
き
た
ま
す
ま
》
そ
の
ば
し》がく
んと一ハ十有余年、社会学は次第に其盛運を来し、研究益す其歩を進むるに至り、今や世は有益なる一科学として斯学を歓迎するに至りい’吾人は是に於
て
先
づ
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ム
ト
を
追
想
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
ご
じ
ん
い
や
し
く
ま
０
１
！
井上円了講述『製霧哲学早わかり」
〔筆者蔵〕
「社会学研究会」の機関誌『社会』（第一号、明治三十二年一月十八日
出
版
）
に
、
コ
ン
ト
の
肖
像
が
の
り
、
ま
た
論
説
（
加
藤
弘
之
「
社
会
学
研
究
会
の
発会式に於て」）や雑録（岡百世「オーギュスト、コント」）のなかには、
コ
ン
ト
の
名
や
人
と
学
説
な
ど
に
つ
い
て
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
加
藤
弘
之
は
、
「
社
会
学
研
究
会
」
の
発
会
に
さ
い
し
て
コ
ン
ト
に
言
及
し
て
い
る
。
ア
ウ
グ
ス
ト
、
コ
ン
ト
博
士
以
来
今
日
に
至
る
迄
数
十
年
の
間
に
於
て
社
会
学
す
で
を
研
究
す
る
学
者
既
に
少
か
ら
ず
と
錐
も
未
だ
以
て
確
定
の
一
科
学
と
す
る
に
至
よ
は
い
は
な
化
ら
ざ
る
は
人
の
皆
知
る
所
に
し
て
余
輩
の
甚
だ
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
と
す
ま
で
(26）３８３
日本におけるオ ギュスト・コント
ばつ
フェーァバンクス辨鹸『社会学』（博文航、明治一一一十一一一年六月）の「社会学序」（訳者による賊）に、近世における社会学の創設者として、コントの名
十
時
弥
を
ひ
い
て
い
る
。
『社会』（第二巻第一一号、明治三十三年二Ⅱ二十日）の「雑録」に、布川静淵の「繩社会学漫録」がのっており、このなかにコントとその社会
Ｉ
 
学分類についての一一一一呵及がある。
がみられる。
そ
の
た
い
わ
ゆ
る
こ
れ
い
れ
コ
ン
ト
其
他
の
所
謂
静
学
的
に
し
て
存
在
す
る
情
態
即
ち
人
間
の
社
会
生
活
現
仏
季
の
秩
序
よ
り
此
社
会
組
織
を
維
持
す
る
社
会
力
の
共
存
す
る
部
面
の
研
究
之
に
容
る
き
わ
コ
ン
ト
其
他
の
所
謂
社
会
勤
学
即
ち
継
続
す
る
所
の
運
動
換
一
一
一
一
口
す
れ
ば
社
会
の
定
律
を
決
定
し
て
標
準
原
理
を
究
む
る
と
同
時
に
其
応
用
の
次
第
を
論
ず
（
「
第
四
社
会学の六敵三部」）。
そ
の
所
あ
ら
し
め
ん
と
す
。
スピノザ……（中略）。
いで
お
お
い
後
に
「
コ
ン
ト
」
氏
の
実
験
学
出
て
、
共
に
哲
学
上
に
一
大
影
響
を
与
へ
、
就
乢
四
‐
「
コ
ン
ト
」
の
学
は
近
年
に
於
け
る
哲
学
上
の
一
大
革
命
に
し
て
、
其
実
験
主
義
よ
り
大
に
Ｕ
ら
い
哲学の形勢を一変し、爾来哲学を理学風に講究する有様となりました、依て余は「カント」及「コント」は近世哲学史上の一一大豪傑と考へます、此「コ
ント」の突験主義が英国に入り、「スペンセル」等の学に大なる影響を与へしは疑ありませぬ。
い
く
ん
全体として明確な存立をなすに至りしは、実にオ・Ｉギュスト、コムトの偉勲に帰せざるべからず。
ま
こ
と
皮
が
く
な
り
ょ
う
や
こ
れ
う
な
ぎ
◆
う
ぜ
ん
８
３
ｋ
つ
社
会
学
は
楚
に
米
た
発
展
せ
ざ
る
の
学
也
。
し
か
も
文
巡
の
進
歩
は
漸
く
是
が
確
立
を
似
か
し
、
識
見
あ
る
学
考
を
し
て
翁
然
と
し
て
（
あ
つ
め
）
之
に
鼎
櫛
す
る
（
む
か
う
）
け
超
そ
の
の所あらしめんとす。蓋－し斯学や、もと祈飢の学也。其起源は遠くプラトン、アリストテレースに於て之を餌るを得べく、近仙に至りては、ホップス、
382（27） 
青
年
時
代
に
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
師
事
し
た
コ
ン
ト
は
、
や
が
て
そ
の
門
を
川
て
、
一
つ
の
社
会
学
組
織
を
企
て
よ
う
と
し
た
。
人
の
有
機
的
一
致
に
あ
っ
た
。
社
会
主
義
と
個
人
主
義
と
を
調
和
す
る
に
あ
っ
た
と
い
う
。
人
類
思
想
の
発
達
に
関
す
る
、
か
れ
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
よ
》
の
哲
学
の
出
発
点
や
人
類
思
想
の
発
達
の
階
級
に
つ
い
て
語
る
。
青
年
時
代
に
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
師
事
し
た
コ
ン
ト
は
、
や
が
｝
同
雑
誌
の
二
三
五
号
は
、
前
号
の
つ
づ
き
で
あ
る
。
著
者
は
コ
ン
ト
の
思
想
の
発
達
史
に
つ
づ
い
て
、
か
れ
の
社
会
学
に
つ
い
て
略
述
し
、
宗
教
に
入
る
前
段
と
し
て
い
る。 思
想
発
達
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
『六合雑誌』（第二一一一四号、明治一一一十三年六月十五日）は、村井勇太郎の「コムトの人類教を論ず」を掲載した。これはコント哲学の基礎をなす、
類思想の発達に関する、かれの思想を明らかにしようとしたものという。著者は、まず哲学史上におけるコントの位地について語ったのち、そ
そ
し
て
同
書
の
「
緒
論
」
に
、
コ
ン
ト
の
名
が
み
ら
れ
る
。
け
い
き
人
類
思
想
の
発
達
に
関
し
て
、
コ
ム
ト
は
人
の
智
識
は
、
階
段
を
迫
ふ
て
、
噺
次
に
発
達
せ
う
Ｏ
も
の
に
し
て
、
其
継
起
（
あ
と
を
受
け
つ
い
で
盛
ん
に
す
る
）
神
学
的
階
段
、
第
二
形
而
上
学
的
階
段
、
第
三
実
験
的
階
段
の
三
種
と
し
、
各
其
階
段
に
従
っ
て
、
宇
宙
を
解
釈
す
る
も
の
と
せ
り
。
し
か
よ
ゆ
え
而して彼は一方には、智識の批判的動作により、他方には、社会的動機に依って、其哲学の山山発点となせり、故に彼が哲学の原泉に一一大思想を有せり。
一つは人類思想の三階級なり。二は科学をして人類の社会的幸福に従属せしめんとする事にして、コムトを之を説明して、智は情の為めに、従属すべき
も
の
な
り
と
云
へ
り
。
ま
た
こ
れ
又斯学の名称ソシオロヂーの語を創案せる名誉を有するコムトは、是を以て人間社会の整理に適用せらる。一切の科学の極致なり
コ
ン
ト
の
目
的
は
、
独
立
自
由
な
る
、
個
わ
か
を
分
ち
て
、
第
一
(28）３８１ 
ギュスト・コン本におけるオ
｜● Lﾉｉｌｉｉｊｉ 
ニニーニマ｢＝Ｚ
の名称の創案者であり、かつ社会学の組織者としてのコントが登場する。
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薑
囑
…
：
Ⅷ
１
才
コムトは社会学の柵にして、スペンセルの社会学の如きは、彼に負う処のもの仏だ多し。コムトの実証価学の、瓶もなるⅡ的は、社会現象の研究を、
ｆ
た
災
験
的
に
…
…
…
１
…
…
；
筋
…
…
鱸
１
蝋
遁
願
鯛
…
繼
剛
…
…
…
べ
…
…
他の科学と同一の、観察と論証法とによりて、此法則を発見する事を得くし。
コムトの宗教は、神なく、未来なく、畿魂不滅なく、此主我は愛附にして、災雅盤は秩序、其目的は進歩なり。コムトの目的は縦教によりて、人頬を
ｌ
 
結合し、仙人をして、社会に一致せしめんとするにあり。
Ｉ 
》
臣=U
ANOUTLlNlI 
OF 
SOC10LOGY 
来
京
社会学』（大日本図書株式会社、明治三十三年十一月）の「総論」の「第二節社会学は新しき学問なり」に、社会学
嘔岸瀬鵬武太著
一Ｚ
レソ
岸本能jjIG太静『ill:会学｡[。
〔[l水火単文､'1学部図ｉｌＩｌＷ１蔵〕
社
会
学
な
る
名
称
を
始
め
て
川
ゐ
た
る
学
打
は
仏
国
の
オ
ー
グ
ス
ト
、
コ
ン
ト（シロ堀扁（②ｎｏ目⑦）なり。彼は其の狗名なる大著述『実験哲学』
（（ど日⑪。①勺ｇｏ８つ江の勺・切薗ぐの）節三版の節四巻節両八十兀頁に於て、
姑
め
て
「
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ィ
」
な
る
文
字
を
川
ゐ
た
り
。
Ⅲ
し
て
此
の
節
三
版
は
千
八
百
三
十
八
年
の
出
版
な
れ
ば
、
『
社
会
学
』
な
る
名
称
は
、
始
め
て
世
に
呪
は
いで
ま
で
川
ｒ
れ川て、より、〈７日に義る迄伽かにユハ十年を締過したるに過ぎずと知
るべし。
Ｃ
Ｏ
 
Ｃ
Ｃ
 
社
会
学
な
る
名
称
が
新
ら
し
き
が
如
く
、
社
会
学
な
る
科
学
も
ま
た
甚
だ
新
ら
し
き
学
問
な
り
。
即
ち
社
会
学
な
る
名
称
の
創
始
肴
が
オ
ー
ク
ス
ト
、
コ
ン
ト
な
’
 
るが如く、社会学なる科学の創立者も亦コント其人に外ならざるなり。
380（29） 
あ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
そ
ん
け
ん
丼
上
哲
次
郎
箸
『
巽
軒
論
文
二
集
」
（
富
山
一
房
、
明
治
一
一
一
十
四
年
四
月
）
の
「
第
四
認
識
と
実
在
と
の
関
係
第
四
章
春
観
的
実
在
は
如
何
に
し
て
証
明
す
べ
き
か
」
に
、
コ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
る
。
著
者
に
よ
る
と
Ｐ
特
殊
な
現
象
を
解
釈
す
る
と
き
、
理
法
（
道
肌
に
か
な
っ
た
法
則
）
が
あ
る
と
い
う
。
ど
ん
な
現
象
に
も
理
法
が
る
。
久
松
義
山
静
『
社
会
研
究
新
論
」
（
文
学
同
志
会
、
明
治
三
十
四
年
二
Ⅱ
）
は
、
現
災
の
社
会
に
通
じ
る
た
め
、
現
世
の
災
験
的
知
見
を
Ⅱ
く
た
め
に
粋
わ
さ
れ
た
謝
物
の
よ
う
で
あ
る
が
、
筋
二
編
の
節
七
歳
に
コ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
る
。
『社会』（第一一巻第二一号、明治三十三年十二月二十日）の「雑録」に、岡百世訳「社会学史（其一）」が掲載されている。これはオーストリ
ア
の
社
会
学
者
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
三
八
～
一
九
○
九
）
の
著
書
『
社
会
学
原
理
」
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
コ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
罎
饒
壜
ｌ
い
よ
い
よ
近
世
学
芸
界
の
両
泰
斗
、
コ
ム
ト
。
ス
ペ
ン
セ
ル
の
著
書
を
始
め
と
し
そ
の
他
数
百
称
の
新
刊
書
は
、
内
外
の
出
版
界
に
於
て
、
愈
々
社
会
家
の
注
凹
凹
を
葱
け
り
、
（
中
略
）
し
ど
う
か
く
し
ん
ご
斯道（この道）の開祖たるコムトの「ポスチーヴ、フイロソフ・１１」は近代学界に一時限を画したる程の一大経典、「真個（ほんとの）哲学的観察、
て
い
ぜ
い
こ
う
じ
ゆ
ん
遠
大
又
堤
醒
的
（
迷
い
が
は
れ
る
）
概
念
、
広
澗
又
深
遠
の
観
念
刀
、
皆
前
代
未
聞
な
り
」
し
」
迄
と
ス
ペ
ン
セ
ル
の
評
せ
し
せ
は
妥
当
な
る
べ
し
箸なる事に属す。
ぺ
の歌ふくからざる功紙と訓はざス〉可からず。
・
た
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
社
会
改
良
家
サ
ン
、
シ
モ
ン
に
就
き
て
も
、
吾
人
は
社
会
に
関
す
る
客
観
的
科
学
を
求
む
べ
き
な
し
、
唯
だ
氏
が
オ
ー
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ン
ト
を
誘
導
鼓
舞
し
た
る
の
功
は
実
に
顕
●
●
●
●
０
０
●
●
●
そ
も
そ
つ
●
０
０
０
０
●
●
●
●
 
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ン
ト
Ⅱ
仰
も
社
会
学
其
物
に
就
き
単
に
之
を
称
道
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
其
の
概
念
及
び
水
質
を
初
め
て
認
識
し
た
る
は
オ
１
ギ
ュ
ス
ト
コ
ン
ー
ト
ー
(30）３７９ 
[1本におけるオーギュスト・コント
忠
ふ
に
デ
カ
ル
ト
、
コ
ン
ト
ニ
氏
は
、
何
づ
れ
も
世
界
の
一
方
向
を
考
察
し
て
、
全
く
相
反
せ
る
立
脚
点
よ
り
哲
学
を
建
設
せ
り
、
ふ
へ
ん
だ
と
ロ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
川法は幾多の現象に諜通にＩして全く不変化的なるを以て、或は之れを以て唯一の実在とするものあり、例へばコント氏の如き、足なり、
コ
ン
ト
氏
彼
れ
、
身
も
晩
年
人
道
を
以
て
大
笑
在
と
な
し
、
之
れ
を
崇
拝
せ
り
、
・
・
・
…
蛾（⑭ 鑿
魂
電
,
」
＃
膳
R
a
姿ｌｈＩ臆、；‘！ 」ロＰ箆曾建部迦吾講述『社会学原理｣。
〔早稲IH大学中央図書館蔵〕
'|ﾘﾙﾉﾉ三造蒋『現今の哲学問題全』。
〔[１本大学文理学部図書館〕
建部遮吾箸『社会学原理』（東京専門学校蔵版、明治三十四年七月）は、
早
稲
田
に
お
い
て
講
述
し
た
も
の
を
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
第
一
編
社
会
理
論
の
饗
素
ｌ
第
三
蘂
社
会
学
の
観
念
」
に
、
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
．
中
島
力
造
著
「
現
今
の
哲
学
問
題
全
』
（
普
及
舎
、
明
治
三
十
四
年
四
月
）
は
、
哲
学の入門書である。哲学はどのような問題を攻究すべきか、科学と哲学との
関
係
は
ど
う
か
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
あ
た
え
ら
れ
る
か
を
や
さ
し
く
説
い
た
も
の
と
い
う
。
「
第
一
回
哲
学
と
は
何
そ
や
」
に
お
い
て
、
著
者
は
科
学
の
結
果
によって酒学を建設せねばならぬと考えたコントと、その実証哲学にふれて
いる。
よっ
社
会
な
る
語
は
始
め
て
「
ヲ
Ｉ
グ
ス
ト
、
コ
ム
ｌ
ｒ
」
氏
に
川
て
川
ひ
ら
る
。
氏
は
其
薪
▽
守
功
い
じ
け
超
概
極
獅
学
原
理
に
於
て
此
＠
ｍ
辞
を
以
て
概
揺
的
社
会
科
学
と
へ
叩
せ
り
、
議
し
社
会
科
学
１
１
１
仏
国
の
大
哲
学
洲
コ
ン
ト
は
哲
学
が
科
学
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
小
を
火
に
主
艇
し
た
る
学
者
で
あ
る
、
灯
学
は
超
実
験
的
実
在
の
研
究
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
主
隅
し
た
る
学
者
である、故に其の哲学系統を実験諏学と称した。
378（31）
浮田和民署『社会学講義』（開発社、明治三十四年十一月）は、講述を編んで一書としたものである。同書の「第一章社会学の概念第一節
社会学の起原」において、著者は、社会学の命名者コントのこと、かれが説く学問（知識）の三つの発達階段、コントの出現以前の先縦（アリ
ス
ト
テ
レ
ス
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
）
な
ど
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
繍鑿鮴
絃脅
士
人
類
教
の
長
所
と
し
て
先
つ
吾
人
の
認
む
く
き
こ
と
は
コ
ム
ト
が
超
越
的
神
の
観
念
を
否
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ー
コ
ム
ト
は
人
格
を
有
す
る
超
越
的
神
を
宗
教
の
中
心
と
せ
ず
之
に
代
ふ
る
に
「
人
類
」
て
ふ
観
念
を
以
て
Ｉ
し
た
。
ぼ
ん
ぞ
ん
し
ぎ
ひ
ゆ
コムトは人類を以て宗教の本尊となし、人類の外に神なく人類を神として礼拝するの旨義を主張す。是比哺的言葉でない、文字的に人類を神と－して
あ
が
崇
め
之
に
礼
拝
す
る
は
コ
ム
ト
教
と
信
ず
る
「
ポ
ジ
チ
ビ
ス
Ｌ
ｒ
」
の
信
仰
で
あ
る
。
か
か
す
な
わ
た
い
皿
ん
第一に私の題目として掲げましたのは、社会学の概念、則ち社会学と云ふは至って漠然たる一一一一ｍ葉でありますからして、先づ最初大凡（おおよそ）社会
東
京
綱
幾
級 講義
浮田和民講述『社会学講義｣。
〔早稲(H大学中央図書館蔵〕
と
も
よ
し
「六合雑誌』（第一一五○号、明治一一一十四年十月十五日）に、村井知至
（一八六一～一九四四、明治期のキリスト教社会主義者）の「コムト
の人類教を評して我が信仰の立場を明かにす」がのっている。
を
以
て
氏
の
積
極
哲
学
の
一
部
に
附
属
せ
り
。
コ
ム
ト
は
社
会
は
不
可
分
有
機
的
の
も
の
な
り
と
立
論
し
、
社
会
的
現
象
を
同
い
つ
か
つ
列
的
統
一
体
と
し
て
一
括
し
以
て
其
科
学
を
建
設
せ
ん
と
試
み
た
り
。
あ
だ
か
社会学はコムトの推量せし如く、恰も社〈声の物理学なりと云ふくく
何
ん
と
な
れ
ば
社
会
学
の
本
務
は
社
会
の
性
質
、
源
因
、
法
則
を
発
見
し
以
て
(32）３７７
日本におけるオーギュス ・コント
波多野精一薪忌哲学史要』（大、
ｉ
同
書
の
「
近
世
哲
学
史
鋪
二
編
カ
ン
，
の分斌についての小記珈がみられる。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
あ
ら
わ
英語ばかりでなく、他の欧羅巴大陸の言集でも、、今日二通りに一言ひ現すやうになって居ります。一つの言葉は単にソーシャル、サイエンス、それから
こ
の
も
か
ご
ら
もう一つの言梨は、ソシヲロヂーと巾すのであります。此ソシヲロヂーと云ふ言葉は、至って近頃出来た所の言葉で、一千八百一二十八年、即ち日本の年
代で云へば、犬保九年に社会学の創立者と称せらる、仏側西のヲ１ゴスト、コントと云ふ人が、始めて川ひたる言葉であります（中略）。
い
わ
ゆ
ら
と
か
く
こ
の
コントも始めは所訓社会学のことを社会物皿即ちソーシャルフィジクスと名つけました（巾，略）。兎に角此ヲ１ゴストコントと云ふ人から社会学の概
念
が
明
白
に
な
っ
て
来
た
と
忠
ひ
ま
す
。
学の定義及範Ⅲを定め、Ⅲつ社会に関する他の諸学科との関係如何と云ふことを御話するつもりであります。通常社会学と云ふ言業は、英語では二通り
に
言
ひ
現
し
ま
す
。
（大日本図諜株式会社、明治三十四年十一月）は、初学打のために西洋衡学の発述の大勢を叙述したものという。
Ｉ
カント及びカン卜以後の哲学」の第八章「十九世紀の英仏の祈学」に、コントの実証論や知識発達の一一一階段、科学
日）
<
’
波多野精一耗曜哲学史要』。
「社会学雑誌』（第四巻第二号、明治三十五年二月十万日）に、満水正義の
シ巨媚臣⑫［⑦ＣＣ曰扁》雌ｍｕｌ
ｏ
Ｃ
ｏ
ｏ
ｃ
ｃ
◎
伽
も
え
ら
は突証論（勺。⑭冨鳥円目⑪）又は実証哲学の設立背なり。以為く。派、等の知識
か
い
て
人
は一二つの階段を経て洲鵬す。飾一は神学的陪段なり。（巾‐略）飾二は形而上
学
的
階
段
な
り
。
（
中
略
）
第
三
は
災
証
的
階
段
な
り
。
Ｃ
Ｏ
○
○
Ｃ
コ
ン
ト
は
実
証
的
時
期
に
到
達
せ
し
歴
史
的
順
序
に
従
て
科
学
の
分
類
を
試
み
た
り
。
一
数
学
二
塁
学
三
物
理
学
四
化
学
瓦
生
物
学
六
社
会
学
（
コ
ン
ト
は
心
理
学
を
生
物
学
及
社
会
学
の
一
部
分
に
於
て
論
じ
た
り
）
。
足
の
順
序
は
同
時
に
現
象
の
単
純
よ
り
複
雑
に
進
む
過
渡
を
示
す
者
な
り
。
コ
ン
ト
376（33）
東
京欝
含たいがい
箸
渦
に
よ
る
と
、
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
レ
」
い
っ
た
大
家
の
学
説
は
、
専
門
家
以
外
に
も
大
概
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
に
側
す
る
説
を
う
か
が
う
に
は
、
実
験
（
証
）
哲
学
の
ほ
か
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
著
作
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
『学雌』（節六二号、明治三十孔年七川一Ⅱ）に、樋口秀鮴の「社会学上の謝繍について」がのっている。これは社会学灘のいわば解題でもある
が
、
当
然
な
が
ら
こ
の
中
に
コ
ン
ト
の
こ
と
が
川
て
く
る
。
耕
渦
に
よ
る
と
、
い
ま
社
会
学
を
Ⅲ
に
す
る
人
で
、
コ
ン
ト
の
荊
を
知
ら
ぬ
将
は
い
な
い
と
い
う
。
社
会
学
ｌ
す
な
わ
ち
、
科
学
的
社
会
研
究
は
コ
ン
ト
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
耕
謝
を
よ
む
必
凹
が
あ
る
と
い
う
．
ン
卜
の
名
が
で
て
く
る
。
「社会概念論」に、社会学の命名者コントのことが出てくる。
ｍ冨辱鳥鳥』ロ、Ｃミ昌蔦、○凰斡烏・届凹ＩｍＰ
０
『東洋価学』（第九編第一一号、明治一一一十瓦年．
つまぴ
す
な
ル
コ
ム
ト
、
詳
ら
か
に
云
は
。
、
、
イ
シ
ド
ル
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
マ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ソ
ア
、
ザ
ヰ
エ
１
、
コ
ム
ト
（
一
七
九
八
～
一
八
五
七
）
が
著
書
の
中
、
最
も
右
価
名
な
る
は
即
ち災馳灯学（○・日の。①勺嵐］。⑪８宮のロ。⑫】二く①）であって、第一巻は千八百一一一十年に川て、岐後の巻は千八脚四十二年に現はれ、十二年を経て完成せられた
九
い
大
粁
述
で
、
全
巻
土
ハ
巻
よ
り
成
っ
て
冊
る
。
社
会
学
は
災
に
此
謝
中
に
そ
の
う
ぶ
流
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
め
い
こ
う
仏
国
の
低
学
者
オ
ー
グ
ス
ト
、
コ
ン
ト
が
其
の
杵
『
爽
験
価
半
』
の
第
一
ハ
章
に
、
社
会
学
な
る
一
題
Ⅱ
を
設
け
た
る
は
之
れ
社
会
学
と
い
ふ
名
号
（
よ
び
々
灯
）
の
世
界
に
現
は
八一人月｝ん
れ
た
る
の
姑
め
に
し
て
、
此
の
浴
は
千
八
百
一
二
十
六
年
よ
り
四
十
年
に
苑
る
の
間
に
成
り
た
る
も
の
な
れ
ば
、
社
会
学
の
世
に
川
で
し
は
、
災
に
近
々
六
十
年
以
来
の
小
な
り
と
す
、
す
ぐ
氏
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
‐
ヘ
ル
ダ
ー
氏
等
に
次
ぎ
て
、
十
九
世
紀
の
前
半
に
於
け
る
社
会
学
上
、
社
会
の
概
念
及
び
社
会
の
進
化
に
関
し
て
貢
献
す
る
所
妙
な
か
ら
ず
ｎ房８ｓ吟⑫民「『吋菖②⑲ミワ（⑩只忌、○忽斡鼠吻冒③．』、俗の
明治三十瓦年十一Ⅱ瓦Ⅱ）に、小島徳政の「尖業的文化と文裟的修謎」と題する論説がのっており、へき頭に．
(34）３７５
本におけるオーギュス ・コント
け
ん
ど
う
久松義典（別称・胴勉先生）箸『社会学と哲学』（文学同志会蔵版、明治一一一十六年一月）の第七章に、引刊ＮＨが議場するが、内容的には『社会
研究新論』（文学同志会、川治三十四年二月）に発表したものと何じである。も
と
ら
『東洋祈学』（節一○編第兀号、明沿一一一十六年五月五日）の「論説」に、元良勇次郎が四Ｍ〃八日に哲学館（現・東洋大学）における釈尊（迦）降
誕
会
の
さ
い
に
お
こ
な
っ
た
識
演
兼
記
が
の
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
コ
ン
ト
の
人
緬
教
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
し
牛
か
つ）｝』
つ
本日釈迦降誕の川に於いて、愛に私が諸君の前に立って釈迦に就いてお話をすると云ふことは少しく奇異に忠はれる（，Ⅲ‐略）。コントの所訓人頗孜の
い》》」
か・んが。〈
立
場
か
ら
児
た
る
釈
迦
を
舷
に
少
し
く
お
話
し
て
幾
分
の
御
参
考
に
供
し
た
い
と
云
ふ
私
の
券
で
あ
る
。
愛
に
コ
ン
ト
の
人
緬
教
に
就
い
て
大
切
な
る
汁
が
あ
る
。
一
体
世
の
巾
‐
に
は
今
日
丹
勿
が
社
会
梢
神
と
云
ふ
や
う
な
も
の
に
一
つ
広
き
時
間
的
巡
統
を
川
へ
た
一
打
の
梢
神
的
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
す
と
ｂ
継続ともいふべきものがある。之をコントは大輪神即ち「し」ユーマニチ１」と呼んだ。
ザ
Ｌ
ぜ
ん
而
し
て
こ
の
大
柄
神
は
社
会
と
共
に
段
々
発
達
す
る
も
の
で
、
過
去
の
社
会
か
ら
今
日
の
社
会
、
又
今
川
川
の
社
会
か
ら
将
来
の
そ
れ
と
云
ふ
嫌
に
、
社
会
に
そ
の
大
帖
神
が
漸
勿
う
た
が
い
と
肱
も
と
づ
疑
も
な
く
近
代
の
文
化
は
、
コ
ム
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
隅
へ
た
る
が
如
く
、
実
業
的
で
あ
る
、
科
学
に
於
け
る
突
業
を
中
心
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
、
川
本
文
化
も
世
界
の
お
く
肥
う
か
企
二
と
大
勢
に
従
っ
て
、
後
れ
ば
せ
な
が
ら
、
一
般
潮
流
の
力
向
を
迫
う
て
道
を
急
ぎ
つ
、
あ
る
や
う
で
、
邦
家
（
国
家
）
の
為
め
真
に
喜
ば
し
い
現
象
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
こ
の
大
梢
神
は
社
会
と
共
に
段
々
発
達
す
る
も
の
で
、
咽
に
表
は
れ
つ
、
、
発
爬
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
も
と
さ
て
こ
の
大
梢
神
と
は
間
よ
り
庇
川
々
の
人
格
を
離
れ
た
「
ゴ
ッ
’
畜
産
■白みエ凸』容仇軍四面ＨｐＭｗｍＬ
H|堂先生箸『社会学と哲学』。
か
ん
が
え
「ゴット」ではない、「ゴット」の考は到底科学の知識と調和しない（．、Ｔ略）。然らば所訓大桁神とは仏
旦
仇
教の「パンセイズム」是なり一変は。、十分説明がつくではないかとの間が起るであらう。
遠
藤
隆
吉
著
『
社
会
学
及
川
究
法
』
（
同
文
伽
、
明
治
三
十
六
年
十
月
）
史
」
に
、
社
会
学
の
命
名
糊
と
し
て
の
コ
ン
ト
の
名
が
出
て
く
る
。
は
じ
よ
社会学なる誘は始めてコムト（シ巨頭巨幼［ｏ○・日〔⑥）に川りて川ひられたる背なり、コムトは仏
へ
君
た
蘭
西
の
人
に
し
て
今
を
脈
る
こ
と
七
十
余
年
前
に
始
め
て
此
の
誠
叩
を
創
作
せ
り
。
語
は
新
ら
た
な
れ
ど
も
典
の
「
節
三
歳
社
会
学
の
膝
374（35）
述部迦否箸『社会学序説』（金泌馳書繍株式会社、明治三十七年一月）の「第一巻社会学序説第一端総論第一蹴社会」に、コントの
治が散見する。著者によると、現時において社会学者はみな、社会学における〃序説“の必要性をみとめているという。著者は、社会学序説を分
けて二鮒とした。理論的方法をのべたものを総論とし、雌史的力法を講じたものを史論とした。
そ
の
も
と
ま
め
が
Ｕ
よ
じ
よ
う
社会静学の名ロロ（呼び力）はコムトに始まる、其内容は間より多少の相違を免れざれど、大体の性質は全く如上（上記のごとく）の意義に於け
へ
ん
せ
ん
し
ん
ど
う
す
な
わ
る粉とす。社会をそがある如く考察するもの即ち肺学的研究にして、社〈窓を変遷巡遊の力而より考察するもの即ち勅学的研究なり
る
０
そ
の
ｂ
つ
め
ま
た
そ
の
コムトは其実理打学体系の第一巻を以て全／、学問の総論に充て、スペンサル亦其第一原理を以て之に充つ
０
ん
Ｕ
近時に茶り、オオギュスト・コムト山川づるに及びて、社会学は鮒めて充公なる学川的態皮を取るに至れるが、氏は灯機体と社会との比較を叶函だ虹喫視
た
好
せ
ず
唯
社
会
を
以
て
勁
物
と
対
比
せ
る
こ
と
あ
り
し
の
み
…
．
：
書
求
宗
同
父
鰭
遠藤隆吉講述『社会学及研究法Ｌ
〔早稲Ⅱl大学中央図書'1K城〕
祉
会
は
い
か
に
あ
る
か
の
川
脳
ｌ
す
な
わ
ち
社
会
の
現
象
を
鐙
帆
す
る
祉
会
学
の一大部門のことを、建部避喬は〃社会静学〃とか〃社会現象論“と呼
んでいる。同人が著わした繍麺鍬会学社会締学』（金港堂書籍株式会社、
明
沿
一
一
一
十
七
年
一
川
）
の
「
第
一
筋
社
会
発
生
論
第
一
章
自
然
社
会
の
発
生」のなかに、〃社会怖学〃の名づけ親としてのコントのことが川てく
の
実
質
は
き
わ
め
て
古
代
よ
り
存
在
せ
り
。
コムトは社会学に於ける心皿学的観点の必要なるを認めたり。コムト
は
一
切
の
社
会
的
進
化
を
心
珊
学
的
法
則
の
上
に
川
か
ん
と
せ
り
。
(36）３７３
木におけるオーギュス ・コント
『哲学雑誌』（第一九巻第二○六号、明治三十七年四月十日）は、「スペンサー特集号」である。この中に遠藤隆吉は「スペンサー氏の社会学系
統」と題する小論を寄せているが、コントの名が散見する。
建部避吾著愚“社会学綱領』（金港堂書籍株式会社、明治三十七年九月）の「二社会学の発生」に、コントの学界における地位、かれの学
問の桁神についての特徴が記されている。
朝氷三十郎編『哲学辞典全』（宝文館、明治一一一十八年一月）に、コントの項目がある（一二四頁）。
こ
の
Ｕ
人
ぷ
ん
か
い
て
ん
出
、
い
つ
し
た
が
８
た
く
め
た
い
色
打
夘
げ
ん
断
人
文
洲
展
の
斉
一
に
（
ひ
と
し
く
）
要
求
す
る
所
に
随
ひ
此
冊
託
の
恨
於
を
典
へ
、
此
発
展
の
中
川
を
供
ふ
る
肴
早
晩
必
ず
山
川
で
ざ
る
を
御
ず
、
人
文
附
展
の
勢
、
未
だ
兇
こ
ん
Ｍ
や
ｉ
で
こ
の
企
い
せ
い
ま
つ
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。》札
今
（
い
ま
）
の
如
く
剛
署
な
ら
ざ
る
に
際
Ｉ
し
て
、
風
く
既
に
道
大
勢
を
洞
察
し
此
使
命
を
全
う
せ
る
者
は
、
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ム
ト
の
社
会
学
即
ち
足
な
り
。
ぞ
う
け
い
ら
ん
よ
う
Ｂ
の
う
ｇ
と
う
コ
ム
ト
の
学
界
に
お
け
る
地
位
は
孔
子
、
プ
ラ
ト
オ
ン
等
と
同
’
し
く
、
有
史
以
来
其
当
時
に
至
る
人
間
知
識
の
造
詣
を
摘
要
（
要
点
を
と
る
）
し
て
以
て
人
生
の
究
寛
（
つ
ま
企
泄
ら
あ
そ
う
ら
ん
な
る所）川越を解択し、直に眼下の社会の救済其珈に充てむと企Ｎせる渦に外ならず。知識界を仏岼糸的に総随して、更に一巡展を成し、礼ヘハといふ新なる
て
ん
か
か
ん
雌
対仇家を添加せるは、即ちコムトが当時に至る学Ⅲ知識Ⅲ腰の大勢上行破せる（見破る）不可避の必要なりしなり。
ひ
と
つ
こ
ん
い
つ
れ
い
と
う
と
コ
ム
ト
の
学
問
の
糀
神
は
左
の
四
項
に
約
す
べ
し
、
一
を
学
問
の
祁
一
（
一
つ
に
ま
と
め
る
）
と
為
し
、
二
を
半
間
の
橿
統
と
為
し
、
一
二
を
災
川
的
学
問
と
為
し
、
四
を
人
道
的
め
ん
も
く
学川と為す、而して是れ災に社会学の耐、Ⅱ（すがた）なり。
そ
う
し
ソ
シ
ヲ
ロ
ジ
ー
あ
ら
ま
た
お
な
Ｕ
つい
ス
ペ
ン
サ
ー
は
コ
ム
ト
の
川
鮒
せ
る
社
会
学
な
る
名
辞
を
鰹
Ⅲ
せ
り
（
中
略
）
。
氏
が
第
一
原
川
を
箸
は
Ｉ
）
た
る
桁
神
も
亦
コ
ム
ト
と
同
く
一
切
の
科
学
に
付
て
統
一
す
る
所
△の
を発見せんとするに在り。コム’トーは朴織的に統一のなきは各械の科学に付て或る背は神学的時代に達し、或る物は形而上学的時代に逃し、或る背は尖
お
い
験的時代に達し、其の方法に於て一致せざるを以てなりとなせり。
スペンサーは災隙コムトの社会榊学あるを知らずして、此の名を越せるなりと武ふ。
372（37）
遠
藤
隆
吉
著
『
近
世
社
会
学
」
（
成
美
堂
書
店
、
明
治
四
十
年
三
月
）
に
、
コ
ン
ト
の
名
が
散
見
す
る
。
①
と
ご
ろ
社会学なる語は、オウギュスト、コムトが大著「実理哲学体系』に於て初めて川ひし処にして、実に西紀一千八百一一一十年代（我が天保年間）の事なり。
ラ
テ
ン
ギ
リ
シ
十
つ
テ
ン
その納源は羅典誠川の『社会』と耐臘語の『学』とよりなり、『社会の学』たるを怠味す。コムト一皮この語を川始するや、その拉典、希脈一一語の混成の
ゆ
え
も
つ
や
ひ
し
が
く
「
故
を
以
て
、
野
卑
な
り
と
し
て
批
難
す
る
学
廿
あ
り
し
Ｊ
ｂ
、
そ
の
突
際
の
他
姓
と
斯
学
に
於
け
る
コ
ム
ト
の
仲
人
な
る
勢
力
と
に
は
遂
に
抗
す
べ
く
も
あ
ら
ず
そ
う
か
つ
●」や》
社
会
現
象
を
総
柄
し
、
社
会
全
体
に
自
然
法
の
仔
在
を
認
識
し
、
舷
に
社
会
学
を
組
臓
せ
し
は
、
即
ち
コ
ム
ト
の
一
大
発
明
な
り
と
す
。
了
お
う
お
う
か
く
ら
ん
天
才
の
創
意
は
住
々
に
し
て
人
心
を
撹
乱
し
迷
惑
せ
し
め
、
ぴ
ぜ
ん
Ｕ
や
つ
Ｂ
に脈然として（なびき従う）学廿の沈意を慈起せり。
〕そ
も
そ
も
仰
も
社
会
有
機
体
説
は
東
京
成
美
営
験
行
に
肋
コムート氏以来俄かに盛んないソ。
金屋葵一一
よ
以
て
文
明
を
促
進
せ
し
む
工
》
こ
と
あ
り
。
コ
ム
ト
に
山
り
て
作
ら
れ
た
る
社
会
学
も
逆藤隆吉著『近１１Ｍ:会学』。
〔１１本大学文理学部ＩＩｌＩｉＩｘｌｉｌ}鯨蔵〕
小
林
照
朗
著
「
日
本
之
社
会
」
（
金
港
堂
書
籍
株
式
会
社
、
明
治
四
十
年
一
月
）
の
「
第
二
厳
社
会
学
の
概
念
」
に
、
”
社
会
学
〃
の
語
の
飢
妨
者
コ
ン
ト
の
こ
と
が
川
て
く
る
。
コント、オーギュスト。○○日（①ごシ属扁（①．
有
名
な
る
仏
国
の
低
半
折
に
し
て
数
理
学
背
、
災
訓
諭
（
や
Ｃ
い
ぼ
爵
ョ
Ｐ
獄
極
論
又
は
実
験
論
と
も
訳
す
）
又
は
災
証
獅
学
の
姉
祉
、
人
道
教
（
戎
は
人
瀬
教
）
の
設
立
舌
な
り
。
二
七
九
八
’
一
八
五
七
）
ざ
ん
し
ん
其勺、称の聯析なブ⑩がため
(38）３７１
水におけるフ ドュス ・コン
同
じ
著
者
に
よ
る
『
コ
ム
ト
全
』
（
富
山
房
、
明
治
四
十
二
年
十
月
）
は
、
「
世
界
哲
学
文
庫
」
ち
ゅ
う
の
第
三
編
に
あ
た
る
。
本
書
は
本
邦
初
の
コ
ン
ト
に
関
す
る
単
行本である。全一一一三八頁から成り、英仏の諸諜（マルチノー夫人の『オーギュスト・コントの実証哲学』〔一八五三］やレヴィⅡブリュールの
「オーギュスト・コントの哲学』など）を参孝にして箸わしたものである。
小林郁著『社会心理学』（博文館、明治四十二年八月）の「第二章社会学の成立」に、〃社会学”の命名打コントの名が出てくる。
そ
も
そ
も
と
む
社会学は社会を対象とし其生存発達を攻究する》Ｔなり（中略）。仰も斯学が初めて隅へられしは、アウギュスト・コムト（一七九八’一八五七）に
、
そ
の
川り為されしものにして、原名の。ｃ一・一○四のなる論は此人杵火証低竿体系飾山巻巾に初めて川ゐられしものなり
ラ
テ
ン
か
あ
ま
のｂ
此語は羅典語の・・旨勿と希臘語のＦ・媚。⑪より成り、此くも二Ｎ語を〈口成するの叩は野蛮として、余り学者の川に採川せられざりしが後スペンサー起り
こ
の
ご
か
ん
丁
で
て此韮叩を以て其書名に冠すに及び大勢既に定まりい、
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
が
進
化
論
よ
り
社
会
を
説
明
し
、
コ
ム
ト
が
社
会
学
の
法
則
を
以
て
生
物
学
の
法
則
に
従
属
せ
る
者
と
な
せ
る
は
皆
生
物
的
性
質
を
認
め
た
る
者
に
し
て
…
…
小林１１K粁『コムト金｣。
当
時
、
わ
が
国
の
コ
ン
ト
文
献
の
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
書
は
わ
が
川
の
コ
ン
ト
研
究
山
の
頁
を
か
ざ
る
も
の
と
し
て
兇
過
せ
な
い
も
の
で
あ
る
（
馬
場
川
Ⅶ
）
。
目
次
を
摘
記
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
節
一
耐
総
説
第
二
単
コ
ム
ト
の
時
代
第
二
章
コ
ム
ト
の
学
説
第
三
滝
コ
ム
ト
の
実
証
哲
学
第
一
筋
認
識
論
)7０（39）
著
者
は
本
書
の
「
序
」
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
コ
ン
ト
の
突
証
哲
学
に
つ
い
て
は
、 ｕ
β
が
く
と
と
よ
上
そ
の
と
こ
ろ
い
し
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ム
ト
は
耐
学
の
士
な
り
。
学
問
を
以
て
人
緬
中
心
の
説
を
喝
へ
、
小
川
り
て
分
離
せ
る
学
に
充
く
統
一
を
附
し
、
皆
其
処
を
側
し
む
、
仲
な
ら
ず
や
。
然
か
も
北
肱
ん
ぷ
く
こ
れ
い
く
ど
し
よ
し
が
く
た
鰹
い
た
ず
山川ほ学問の為めに学問を攻究するの必要を説く邪、此氷凹の之に反慨之を幾度かす。所思学にして唯徒らに術の鞠めとならば、学の進境は之を見る能はず、
い
り
つ
＄
た
上
麓
之に价立する（もたれる）術亦進歩を見る能はずと。然かも共に人緬の為めとの大瀧を矢はざるなり、唯市哩接と関接との別あるのみ。
〃
も
ひ
と
い
ひ
コ
ム
ト
は
実
に
仏
国
大
革
命
の
後
に
生
れ
た
り
、
此
空
前
に
し
て
想
ふ
に
又
絶
後
な
る
可
き
時
期
に
際
‐
し
当
時
の
人
心
を
均
し
く
支
配
せ
し
大
川
題
は
「
此
社
会
は
如
何
に
な
・
ぺ
が
ふ
し
よ
う
も
ろ
も
ろ
り
行
く
可
き
乎
」
に
あ
り
、
旧
組
織
は
全
く
破
壊
せ
ら
れ
て
新
組
織
未
だ
起
ら
ず
、
智
愚
賢
不
池
同
の
論
無
く
挙
げ
て
此
問
題
の
解
釈
に
苦
し
み
い
、
当
時
の
幾
多
の
碩
学
は
諸
々
み
な
此
雄
二
の
と
ど
ま
た
こ
の
お
の
な
の
解
決
を
試
み
た
り
き
、
然
か
も
蝉
脚
直
ち
に
之
を
決
せ
ん
と
し
て
未
だ
以
て
満
足
な
る
も
の
を
得
ず
、
コ
ム
ト
此
時
に
生
れ
亦
此
研
究
を
以
て
己
が
事
と
為
し
ぬ
（
「
第
一
章
総説」）。 第
二
節
節
三
節
節
四
節
第
五
節
筋
六
節
第
二
篇
実
証
哲
学
節
一
竃
～
節
二
京
ま
で
社
会
物
理
学
節
一
歳
か
ら
節
十
五
歳
ま
で
本
論
諸科学の突証的眺質（社会物皿学を除く）
社
会
物
理
学
人
道
教
結
論
科
学
の
休
統
(`10）３６９
本におけるオーギュス ・コント
和
漢
汎
満
文
で
書
か
れ
た
小
林
の
こ
の
本
は
、
》
読
反
〃
す
れ
ば
理
解
で
き
ぬ
し
ろ
も
の
で
は
な
い
。
江
部
淳
夫
務
『
文
明
論
』
（
金
港
堂
書
鰯
株
式
会
社
、
明
治
四
十
こ
したものという（「凡例」）。この中にコントの名が散見する。
し
る
う
河田嗣郎署『社会主義論』（宝文飾、明治四十一一一年十円加）に、コントの名が散見する。
と
巳
ろ
こ
加
よ
わ
た
コ
ム
ト
の
突
証
低
学
の
特
色
と
す
る
処
は
、
社
会
学
の
創
立
に
あ
り
、
之
に
巾
り
て
彼
は
初
め
て
共
学
側
に
統
一
あ
る
を
得
せ
し
め
、
学
川
の
△
上
体
に
一
川
一
り
て
実
証
的
梢
神
の
流
し
じ
よ
行
す
る
を
兇
る
、
而
し
て
此
社
会
現
象
は
極
め
て
複
雑
な
る
も
の
に
し
あ
れ
ば
、
岐
後
に
初
め
て
柵
成
せ
ら
れ
し
も
の
、
然
か
も
逆
に
又
之
れ
の
興
起
し
て
よ
り
胴
余
の
（
そ
の
△
し
ゅ
こ
ん
い
つ
か
く
ほ
か
）
学
間
帰
趣
す
る
処
あ
る
（
あ
る
方
向
に
お
も
む
く
）
を
得
た
り
、
即
ち
之
に
山
り
て
初
め
て
、
学
問
の
揮
一
（
一
つ
に
ま
と
め
る
）
を
得
た
り
、
此
く
Ｉ
し
て
云
は
む
と
す
、
す
べ
社会学は総ての学川の終結点にして同時に又川発点なりと（「第一二章コムトの実証哲学」）。
コ
ム
ト
氏
は
人
道
主
義
を
以
て
行
社
会
の
概
念
を
定
め
ん
と
せ
り
…
…
コ
ム
ト
氏
の
学
梁
た
る
、
人
道
に
起
り
て
人
道
に
帰
る
の
彼
磯
は
、
氏
が
組
織
の
全
休
を
批
皿
せ
る
も
の
国
如
く
⑭
Ｏ
つ
い
コ
ム
ト
氏
が
宇
宙
の
進
化
に
純
て
数
学
的
星
学
的
外
び
に
生
物
学
的
宇
耐
を
説
き
、
遂
に
礼
〈
恋
学
的
宇
市
に
到
達
し
、
け
随
こ
の
い
せる（突皿低学全部）は、論し此意なるなからんや（「第一孟早緒論」）。
,
つ
い
つ
い
お
こ
啓蒙期の哲学に次で仏側西の川心想界には「イヂオロジスト」「トラヂショナリスト」起り遂にサンシモン、オーギュストコント等の社会改革派起れ
わ
が
お
よ
び
か
く
し
の
の
が
ず
い
と
ｆ
い
え
ど
コムト氏は思想史を別ちて神学的、形而上学的及科学的の二一時代として（中略）史期を画せんとする者数ふえるに巡あらずと雌も（「自序」）
じ
め
い
ね
も
コムト氏半間を定義して曰く、学川とは人の突皿的示へ叩を攻究するものなりと、椎ふに之れ氏の一家の一言にあらじ（「自序」）
こ
ん
に
ち
か
ら
み
る
と
、
読
み
ず
ら
い
だ
け
で
な
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
晦
渋
な
部
分
が
あ
る
こ
と
を
否
め
な
い
。
が
、
熟
明
治
四
十
二
年
十
一
月
）
は
、
川
沿
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
Ⅲ
月
に
帝
国
大
学
に
提
出
し
た
論
文
を
多
少
修
正
緒論」）。
宇
宙
現
象
小
股
も
人
川
に
近
接
す
る
判
は
社
会
な
り
と
368（41）
耕
者
は
第
五
章
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
の
哲
学
（
実
証
哲
学
）
や
十
余
航
に
お
よ
ぶ
著
書
遺
稿
、
知
識
発
達
の
三
段
階
、
社
会
学
の
語
源
な
ど
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
コ
ン
ト
が
社
会
学
を
建
設
し
た
皿
山
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
同じ著者による『社会学十回識義』（二松堂書店、明胎四十五年五月）の「第一識社会学」に、社会学の命名将コントのことが川てくる。
社会学はコムトによって建設せられたが、その哲学体系の本義から云ふと、コムトは社会学を建設するが為に社会学を説いたものでなくて、実証哲学
⑪
の
完
成
の
為
に
必
然
の
結
果
と
し
て
社
会学の建設に到達したものと見るべきである（五二頁）。
げ
ん
こ
ル
ヵ
こ
な
現今行はれて居る社会学と云ふ語の原語はソシオロジー（の。、一・一・国）と云ふので、一八一一一八年に社会学の創立者と云はれて居る仏国の哲学者コント
い
ま
社会がコムト（ＣＣＢ［①）の実証哲学体系（○．貝⑫。①目】］。⑫。□嵐①ロ。、葛ぐの）の一部として建設せられて以来未だ百年に至らぬ（「序論」）。
樋l]秀雄箸『社会学小史全』。
樋
口
秀
雄
箸
『
社
会
学
小
史
全
』
（
二
松
堂
書
店
、
明
治
四
十
四
年
八
月
）
は
、
明
治
期
に
邦
人
が
著
わ
し
た
社
会
学
史
研
究
（
古
代
か
ら
近
世
ま
で
扱
う
）
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
（
全
一
七
八
頁
）
は
、
八
章
か
ら
成
る
が
、
第
五
章
は
「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ム
ト
」
（
四
三
～
瓦
四
頁
）
で
あ
る
。
本
書
の
へ
き
頭
第
一
に
、
コ
ン
ト
の
名
が
州
てくる。
ま
た
コ
ン
ト
も
亦
サ
ン
、
シ
モ
ン
と
等
し
く
社
会
改
革
を
唱
道
し
た
れ
ど
も
彼
は
サ
ン
シ
あ
此
モ
ン
、
フ
リ
エ
ー
等
の
架
空
的
議
論
に
満
足
す
プ
、
能
は
ず
（
「
第
八
編
社
会
主
義
論
第
一
章
社
会
主
義
の
由
来
」
）
。
(42）３６７
ギュス水におけるオ ・コント
『
慶
応
義
塾
学
報
』
（
節
一
七
九
号
、
明
沿
四
十
五
年
六
月
十
五
Ⅲ
）
に
、
川
合
貞
一
の
識
滅
筆
記
「
阿
学
の
巡
命
」
が
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
譜
館
の
開
餓
記
念
識
減会において語ったものを祇字にしたものである。この中で講演者はコントの知識発達の三段階にふれている。
…劃､ﾘ0凡洗小…－Ｍｉ１ｕ
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
価
学
は
、
実
証
低
学
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
単
に
社
会
学
を
研
究
せ
ん
が
為
め
に
社
会
学
を
述
設
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
哲
学
系
統
の
当
然
の
■
論
結
と
し
て
、
社
会
学
を
建
設
す
る
に
至ったのである。
た
言
柴
で
あ
る
。
即
ち
此
語
の
学
界
に
血
も
の
が
少
し
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
だ
。
梁
の
考
に
よ
る
と
が災証的階段である。
仙
詔
を
以
て
之
を
云
ふ
と
人
側
の
附
加
と
八
ふ
も
（
る
こ
と
に
よ
り
飾
三
に
実
証
的
〃
法
に
移
っ
て
行
く
。
（シロ砲口⑫［①○・且Ｐ］引麗‐］の、『）が、その大著述
寸
な
わ
た一一二口染である。即ち此語の学界に生れて以来
低
学
の
時
代
は
既
に
去
っ
た
と
云
ふ
こ
と
は
必
ず
し
も
俗
人
が
言
ふ
だ
け
で
は
な
い
、
打
名
な
学
者
で
さ
う
言
っ
て
居
る
の
が
あ
る
。
仏
蘭
西
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
コ
ン
ト
は
そ
れ
か
れ
か
ん
が
え
。梁の考によると巫呵々の知識と云ふものは、何れの方面に於ても三つの階段を締て行く、と言ふのは、節一が神学的階段、箙一一が低学的階段、鏑一一一
す
べ
人川の梢神と承ふものは総て此川究に於て一一一つの〃法を採る、節一が杣叩学的卜〃法、足が岐初、それから飾二に価学的方法を採
「実証哲学大系」（○○月⑪この己三一・め・ロ三のロ。⑫】［】ぐの．届ｇ‐だ）といふ書物の第四巻の節三版に於て始めて川い
し
か
未だ一世紀の誕生、川にも到らぬので、極めて新しい学語であるが、併しながら此以前に社会の研究と云ふ
｢峻応義鍍学報』の表iK。
『灯学雑誌』（筋二七巻第三○六号、大肛元年八Ⅱ十日）に、一二宅雌二郎の談話兼記「現
代
の
哲
学
攻
究
法
」
が
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
う
な
れ
ば
、
哲
学
の
研
究
法
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
何
を
ど
う
攻
究
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
明
確
な
答
は
な
い
の
で
あ
る
。
講
演
者
は
、
こ
ん
に
８
わ
ち
究
め
う
る
だ
け
究
め
ろ
、
と
い
っ
て
い
る
。
あ
る
、川本では別に支那哲学とか印度哲学とか云ふ風に地方に別けて居る。或特別の地力に、
366（４３）
久保良英著『哲学概論』（弘道航
枇
築
し
た
コ
ン
ト
の
こ
と
が
川
て
く
る
。
安倍能成訳夙作鋤大思想家之人生観』（東亜堂、大正元年十月）の「第三篇近世第三節実在論への転向其一実証哲学」に、コント
について一章さかれている（六七○～六八一一頁）。
桑木厳翼著『現代思潮十識』（弘道館、大正二年六月）は、大正元年（一九一二）十一月から同二年（一九一三）に至るまで、京都帝大でおこ
オーギュスト・コントは巳に述べたるが如く、社会学の概念と紹祢とを川造したる学者なるが、氏は社会発達の法則を全く自然法川と同一の方法を以
て攻究し、皿つ艘肌せんとせり。
い
え
ど
も
此の科学の概念と〃⑪称とは、十九世紀の中葉に至りて、初めて仏国の思想家オーギュスト、コントによりて作られたるものなりと雌、此の対象は既に
早
く
よ
り
哲
学
的
に
攻
究
せ
ら
れ
た
り
き
災
証
哲
学
の
主
要
肌
念
は
巳
】
分
な
効
果
を
及
す
に
蕊
ら
し
め
た
。
コ
ム
ト
は
学
川
を
五
大
別
し
た
。
〃
わ
い
つ
こ
う
斯くｊく‐の哲学の学説があった、と云って、それを攻究することになって居る。科学の方には地方別けが一向ない。物理学生物学があって何灯地方
と云ふものはない。災地力で又人を別けて誰々の学説と云ふ様に攻究することになって居るのが哲学である。
ザ）
足れがコムトの神学的、形而上学的、災証学的と一一一つに別けたのに何職か当って刷る所がある。
（
弘
道
館
、
大
正
二
年
一
月
）
の
「
第
六
編
倫
理
学
及
び
社
会
学
第
六
章
社
会
学
及
び
歴
史
哲
学
」
に
、
社
会
学
の
名
称
と
概
念
を
↑
で巳に
十
八
仙
紀
に
於
て
、
こ
と
ば
即ち星学、物理学、化学、生物学、社〈衣学（新造の詞）であソ④。
な
か
ん
ず
く
ｆ
と
就中ヒュームに山川で、冊る。然しコムトに至って崎めて、之を一つの体系に柵めそして生活全休に充
(44）３６５
水におけるオ ギュスト・コン
な
っ
た
特
別
講
演
の
筆
記
録
が
母
胎
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
講
波
を
簡
明
粘
確
に
筆
記
し
た
の
は
、
後
年
の
カ
ン
ト
哲
学
舌
・
天
野
貞
祐
二
八
八
四
～
一
九
八
○）である。同謝の「第三識実証主義」にコントのことが出てくる（四七～六六頁）。
桑
木
は
コ
ン
ト
の
い
う
〃
知
識
発
迷
の
三
段
階
“
や
〃
科
学
の
分
緬
法
〃
に
ふ
れ
て
い
る
。
桑
木
は
前
者
を
〃
三
時
代
の
説
”
、
後
者
を
〃
学
川
分
緬
の
論
〃
又
は
〃
諸
学位階論〃といった風に呼んでいる。
稲
川
周
之
助
著
『
日
本
懲
政
提
要
』
（
有
斐
閣
、
大
正
二
年
九
月
）
は
、
わ
が
国
の
立
憲
政
治
の
歴
史
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
幕
末
か
ら
大
服
初
期
に
至
る
ま
で
の
政
治
発
達
史
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
一
章
総
説
」
に
、
コ
ン
ト
の
〃
知
識
発
達
の
三
段
階
〃
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
コ
ム
ト
は
其
蒋
に
於
て
、
彼
が
肢
も
根
土
彼が肢も刀を注いだものと忠はれる。
そ
の
う
ち
今先づ比内肢も牌汕なものを代表舌として、実証主義の起源を説かうと忠ふ。其れには仏国のオーギュスト・コムト（シロ、口吻［の○○日〔⑦」『＠中」⑪い『）の
あ
か
じ
な
ぜ
皿回想を説くこと、する。然し予め、何故にコムトを実証主義の代表に選ぶかを述べて脇かねばならぬ。
そ
の
む
と
コムーｒは其蒋に於て、彼が肢も根本的であると琴へた学川を選んで典を概論してゐるが、特に社会原象を物理学背と同じ様な態皮で論じたところは、
６
コ
ム
ト
は
始
め
社
会
物
肌
学
と
い
ふ
名
を
川
ゐ
た
が
後
に
社
会
学
と
い
ふ
名
を
作
っ
た
。
斯
く
学
問
の
皿
想
は
実
証
的
に
な
る
事
で
あ
る
と
孝
へ
、
其
の
見
地
か
ら
柧
々
の
学
、
、
、
、
、
ｂ
し
か
い
ら
ん
側
を
分
敵
し
た
、
此
れ
が
学
問
分
頗
論
或
は
寧
ろ
諸
学
位
階
論
で
あ
る
。
コ
ム
ト
に
よ
れ
ば
、
数
学
、
星
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
社
△
容
学
の
六
つ
が
根
本
的
学
術
で
、
猫
こ
の
価
か
此他之れから導き叩川される所の実際的の学術がある。
、
、
、
、
、
↓
か
ん
が
え
そ
こ
一一一吋代の説とはどういふのかといふに、コムトの考によれば、人間梢加川の発述を全体として兇れば、其処に原則があって、人の糀神は必ず
あ
ら
い
フ
ィ
ク
テ
ー
ソ
的
或
は
仮
想
的
時
代
口
形
而
上
的
或
は
抽
象
的
時
代
口
災
証
的
或
は
科
学
的
時
代
の
一
一
一
段
を
経
て
苑
逸
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
白
神
学
364（`15）
四
－
ジ
ャ
ー
ス
原
暢
憾馴繩泊郎〈皿訳『西洋哲学●史』（嵐山脇、大正一二年二月）は、ロジャーズ教授のの一員§房患い（。ｑ具、富・吻目官を反訳したものである。何諜の「第
四
十
章
コ
ン
ト
及
び
実
証
論
」
に
、
初
期
の
哲
学
ｌ
コ
ン
ト
の
実
証
論
有
名
な
る
知
識
発
達
の
三
段
階
の
法
則
科
学
の
分
蹴
ｌ
な
ど
が
出
て
く
る
．
さ
い
ご
に
すこし、〃人道教〃と後継者を生んだイギリスにふれている。
宮地猛男著『哲学とは何ぞや』（應来社、大正三年十二月）は、もっとも平易な言文一致で書いた哲学の入門書である。従来の哲学は、単に形
ｎ
然
科
学
ノ
苑
述
及
ピ
成
功
ト
共
二
、
自
山
ヲ
否
定
シ
、
内
的
経
験
ヲ
度
外
視
シ
、
外
的
経
験
ひ
と
ノ
ミ
ヲ
打
効
ト
シ
、
原
因
結
果
ノ
ミ
ノ
独
り
川
ヰ
ラ
レ
得
ベ
キ
コ
ト
ヲ
独
断
シ
、
此
ノ
カ
法
ヲ
川
ヰ
テ
梢
神
及
ビ
社
会
原
象
ヲ
説
明
セ
ム
ト
セ
シ
打
ハ
、
第
十
八
世
紀
ノ
終
り
一
一
急
一一民衆本位トナリタル仏国ノ「オーギュスト、コムト」シロ殖口⑪【ＤＣ・ョ〔⑦寵率ナリ。数学、星学、物理学、化学、生物学、及び社会学ノ六科以外ニハ、哲
学
モ
亦
存
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ハ
彼
ノ
意
見
ナ
リ
。
此
ノ
説
ハ
仏
英
独
共
二
其
ノ
信
仰
者
ヲ
有
ス
。
け
Ａ
ぜ
ん
、
、
、
後
年
彼
は
其
の
初
年
の
見
解
の
述
全
の
大
部
分
を
矢
ひ
、
以
て
其
の
哲
学
を
人
道
教
に
変
ぜ
ん
と
企
て
た
り
。
あ
コ
ン
ト
の
生
国
以
外
に
於
て
コ
ン
ト
の
耕
作
が
無
上
の
同
愉
と
好
意
と
の
過
ひ
た
る
は
英
国
な
り
き
・
宮地猛男署『哲学とは何ぞや』。
□
〔筆者蔵〕
筧克彦署『辨狸鉾西洋哲理上』（清水書店、大正二年十二月）の附録に、
コントのことが出てくる。なお本書は、大正九年（一九一一○）八月再刊された。
仏
蘭
西
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ム
ト
ハ
人
間
ノ
精
神
ノ
発
達
ノ
次
第
ヲ
述
テ
、
第
一
期
ハ
、
も
し
神学的若クハ仮想的時代、第一一期ハ、形而上的若クハ抽象的時代、第一一一期ハ、
も
し
実
証
的
時
代
蒋
ク
ハ
科
学
時
代
卜
為
シ
タ
リ
。
此
レ
個
人
ノ
緒
神
状
態
ヲ
雅
礎
ト
シ
テ
、
其
言
ヲ
血
ル
モ
ノ
タ
ル
ヤ
論
ナ
シ
。
(46）３６３
本におけるオーギュスト・コント
而
上
学
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
が
、
水
諜
に
お
い
て
は
、
心
理
・
論
理
・
倫
理
・
美
学
・
社
会
学
な
ど
、
桁
抑
科
学
の
い
っ
さ
い
を
加
え
、
さ
ら
に
価
学
史
の
大
要
を
も
記
し
フランク、シルリー氏原箸『咄仙鉢鋤西洋哲学史』（Ⅱ黒書店、大正五年九几）は、コーネル大学哲学教授フランク・シルリー旬日二六弓三一一臣の『哲学史』
若
守
義
孝
訳
述
Ｓ雷§ご旦聖童Ｃい§ご）を反訳したものである。本書の「第九章仏国及び英国の哲学第一節実証主義及び其の反対」に、コントの理想と
するもの、知識の進化、科学（学Ⅲ）の分緬のことが川てくる。
ている。
安部能成著繍鰯珊西祥近世哲学史』（岩波書店、大正六年四月）の「第五章第十九世紀の哲学第一節仏蘭西哲学一一社会主義及びコ
ムトの哲学」は、実証哲学の建設者としてのコント、知識発達の一一一段階などにふれている。
この中に〃社会学〃のことばを創ったコントの名が川てくる。
彼
（
コ
ン
ト
）
は
学
川
の
三
階
段
を
説
い
た
。
学
川
は
人
間
一
切
の
世
界
観
及
び
生
祈
と
同
じ
く
、
三
つ
の
階
段
を
Ⅲ
過
す
る
。
即
ち
筋
一
の
神
学
的
階
段
は
Ｍ
感
覚
的
な
も
ろ
も
ろ
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
ぞ
れ
諾
の
刀
を
通
じ
て
、
第
二
の
形
而
上
学
的
階
段
は
諜
通
的
概
念
に
よ
っ
て
、
節
一
二
の
突
証
的
階
段
は
Ｗ
小
史
の
確
定
に
よ
っ
て
、
行
そ
の
認
識
間
脳
を
解
決
せ
ん
と
す
る
。
）』と
コントの理想も、亦サン・シモンの如く、社〈
会学は、又此他の科学及び灯学の知識を予想す。
コ
ン
ト
の
理
想
と
す
る
災
証
知
微
は
、
雌
史
的
進
化
（
加ソ、 し
や
く
わ
小
が
く
こ
と
ぱ
よ
つ
く
ご
げ
ん
と
脇
ら
て
ん
ご
ざ
り
し
や
ご
あ
い
れ
ん
げ
つ
社会学といへる一一一一、葉は、オーガスチン、コントに依って作られたもので、語源は遠く拉丁語のサシアスと希臘語のロゴスとの相連結Ｉしたものだ。
コントは実証学に至るまでの順序に依り、学問を分類して、数学（算数学、幾何学、機械学）、天文学、物理学、化学、生物学、及び社会学とせり
雌
史
的
進
化
の
結
果
た
り
。
社
会
の
改
赦
に
あ
り
。
へ
び』
人心は三段階を紐、即ち一一一伽の研究法を総たる打なり。神学、形而上学、及び災証学比れな
此
の
Ⅱ
的
は
社
会
の
法
則
、
即
ち
社
会
学
を
知
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
達
す
る
こ
と
能
は
ず
、
而
し
て
社
362（47）
川島釧沿耕昆社会主義論』（法Ｗ側謝院、大正八年五月）の「第二細仏Ⅲ四社会主義節川瀬サン、シモンの社会主義」に、すこしコン
ー
ト
の
こ
と
が
川
て
く
る
。
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ー
コ
ム
ト
サ
ン
レ
モ
ン
か
ん
よ
う
シ巨胞「Ｅの［の０．コ】［①が村学思想の如きは災にｍ［‐のヨ】・ロに測從せられたる衿にして此の粋○・日⑰□の勺巨。⑫。□茸の勺。⑫》［一『のⅡ刷極的価学諭Ⅱ処れ唯
サ
ン
シ
モ
ン
．
え
ん
え
９
ｍ［‐の『ロ】・ロの思想を減樺せるに過ぎざるなり
コ
ン
ト
が
此
の
創
隅
渦
で
あ
る
と
考
へ
た
人
道
教
は
、
〃
人
が
分
有
す
る
「
大
作
ぺ
つ
げ
ん
征」”一の口目□の［「の“として、別言すれば、人航の進歩と幸禰との為めに、
あ
る
い
な
ら
或は小なる或は大なる範囲に於て、向山に努力し来った過去現在竝びに将来の人々の総括として、人顛を礼拝する》」とである。人道教は一の理想的概念
である。
い
か
ん
如何し」なれば、
っ
た
人
々
の
渦
を
人
道
の
為
め
に
献
身
し
努
力
し
た
人
灯
の
み
が
、
人
緬
の
記
憶
に
於
て
永
久
に
生
命
を
布
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
ょ
か
い
て
い
月
日
の
名
と
し
た
災
証
主
義
洲
の
鵬
を
作
っ
て
、
公
の
礼
拝
の
初
階
梯
と
し
た
。
郷jﾑﾝｸﾞ鵬｢近世哲学史 <巻｣。
北歸稀イン誰滞『近世哲学史下巻』（早稲川大学川版部、大疋七年川Ⅱ）
の
「
節
九
編
災
証
論
節
一
一
歳
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
」
は
、
コ
ン
ト
伝
、
三段階の法則り科学の分類、社会学及び倫理学、認識論、神秘家として
の
コ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
三
九
三
～
四
三
八
瓦
）
。
コ
ン
ト
の
川
心
想
は
安
息
を
も
と
め
、
か
れ
は
人
道
教
に
没
入
し
よ
う
と
し
た
。
か
れ
が
入
信
し
た
人
道教とは、左記のようなものであった。
み
ず
コンＬｒｎＭからは、人緬の発述に爪嬰であ
(48）３６１
現代，暫邪簾六卿．
ヘア》アィング／単別蒔舎響と庄一牙早瀦田大薑■｝０９
学
虫
)f$〔
雲ド
鐘
淵；し
.．’4《
▽い￣0 グーワ
|王Ｉ ＣＯ ◆
l]本におけるオーギュスト・コント
『一一一川評論』（麩雛護魂）に、川合貞一の小論「恩の思想」がのっている。これは人間の根本的性質などについて論じたものだが、コントの利
他主義、知識発達の一一一段階にふれている。
商
出
素
之
択
『
社
会
主
義
社
会
学
』
（
三
川
諜
冴
、
大
疋
九
年
六
Ⅱ
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
主
茂
者
ア
ー
サ
ー
・
ル
イ
ス
の
『
社
会
学
へ
の
一
の
手
引
』
シ
瓜
冒
『
Ｆの菖吻叩澤苫冒冒曰ミミ一・９８（Ｐ巴を反訳したものだが、「第一章コムトの人類発達説」「第二章コムトの科学分類法」などが論じられている
（一～二八頁）。なお、のちに同書の改訳版『社会学講話」（アテネ書院、大正十四年十月）が刊行された。
マソヶンヂー原暢『社会哲学原論』（日本評論社出版部、大正九年六月）は、イギリスの思想家閂・の・富：穴①目⑦の（）員一昔厨旦の。§一拍〉蔓９８匂、巳】⑪
納
八
沐
訳
を反訳したものである。「訳者より読者へ」の中に、コントの名が山山てくる。
、夕か《
マ
マ
それから仏側西のオーギュストコントなどになると、利他というものを以て自利を征伏するのが雅口々のⅡ汕的である、と巻へたのである。コントの税
か
く
埒
Ａ
澱
ル
フ
ィ
⑪
ゾ
フ
ー
ー
状
リ
テ
ィ
ワ
や』
を委しく述べると云ふことは、此処ではⅢ来ないことであるが、兎に〃川コントは段〃刊世の中が災証低学的になると斯うぢへたのである。初めは神学的時
代
か
ら
、
形
川
上
学
的
時
代
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
実
証
哲
学
的
時
代
に
な
る
と
、
斯
う
考
へ
た
の
で
あ
る
。
す
る
○
へいれつ
吋
棚
む
し
れ
れ
も
と
コムトの科学分賦法は，諸科学を唯機械的に並列すると云ふ丈では無かった。彼は寧ろ其れを、有機的系統関係に配列した。先づ岐初に大元の科学を
Ａ
ｒ
そ
の
二
求め、次》己に此れから生れた子科学を尋ね、それから又典子を求めると云ふ風に、其分類法には一仇した述糸の秩序がある。
社会学はコムトと共に始まった。』
トの努力の賜物と見なければならぬ。
『
人
峨
発
述
の
皿
法
』
は
コ
ム
ト
打
鍛
十
九
世
紀
の
前
半
に
こ
の
新
科
学
が
生
れ
た
。
社
会
学
は
コ
ム
ト
と
共
に
始
ま
っ
た
。
勿
論
、
こ
ん
て
い
コムト打学の全櫛造に対する岐阯．〈の根柧を成すものであって、
それは生物学と社会学である。そして此二科学の発明の栄誉は、いづれもフランスに属してゐる。（中略）
の
β
う
こ
う
辛』
其
徴
候
は
既
に
古
代
の
哲
学
思
想
の
中
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
其
れ
が
一
個
の
科
学
の
姿
を
取
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
コ
ム
社
会
上
及
び
科
学
上
の
進
化
の
諸
川
象
に
対
し
て
幾
多
の
折
見
地
を
冊
発
360（49）
１
０
､と
が
出
て
く
る
。
金子筑水箸『綱欧州思想大側』（東京蝋課店、大正九年十月）の「節六歳肢近代思潮一一現代思想の発生（フランス）（二）コムト」に、
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
師
耶
し
た
コ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
歳
が
あ
る
。
納武津著耐社会学講話』（日本評論社、大正十年十月）に、静的問題（社会体制の問題）と動的問題（社会機能のⅢ題）からみたコントのこ
帆足理一郎箸『哲学概論」（洛陽堂、大正十年三月）の「第二節社会学的研究の発達」に、コントのことが出てくる。
あ
た
か
こ
こ
ら
コムトは、恰も自然現象から自然法を研究しⅢすが如く、社会川蚊から礼ヘハ進化の科学的法則を研究し形成せんと試みた。彼の純によれば、社会学は
い
わ
ゆ
６
暇
リ
テ
イ
グ
ｆ
へ
彼れの所訓災証刊学大系の頂点であると見るのである。科学の階段を先づ数学から賎り初め、天文学、物理学、化学、生物必十等を級て、社会学に至り、
此
絶
頂
に
達
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
〃
〃
Ｕ
か
い
よ
．
ム
ト
ざ
も
あ
れ
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
現
突
的
思
想
を
一
Ｍ
徹
底
的
に
一
Ｍ
学
皿
的
に
又
組
倣
的
に
然
か
も
一
Ｍ
大
仕
掛
に
発
述
さ
せ
、
川
っ
て
世
界
に
於
け
る
災
訓
兆
か
た
義の根拠を学班的に間めた巻は、一一高ふまでもなく彼のサン・シモンに師事した哲学者オーギュスト、コムトであった。コムトの実証主義的思想（現実忠
こ
ん
て
い
恩
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
実
際
的
思
想
と
並
ん
で
、
十
九
世
紀
現
実
思
潮
の
川
恢
低
で
あ
っ
た
。
へ
だ
て
お
よ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ロ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
り
ん
か
く
今を距る凡そ百数十年前、オーーグスト・コムトが其の『実証哲学』に於て社会学の輪郭を初めて提示して以来、
小
漣
ｂ
だ
ぞ
う
げ
い
さ士小）斯学の討究に身を委ね、特に岐近に於ける各方耐に瓦る其の造詣は決して往時の比でない。
ってゐた処である。
な
か
噸
社会学なる名称も概念も、十九世紀の半、フランスの研学コムト（０．口】［①）によって創始されたものであるが、此論件は古代から酒学上口述の注意を払
き
ゅ
う
ぜ
ん
世界の学坐臼は嘉然として（あつまる
(50）３５９
木におけるオ ギュスト・コン
村川慨明著『唖低学大集成』（中央川版社、大正十年十一月）の「第十一一歳コントの哲学」において、諜者は知識発展上の一一一階段、社会緋学、
社
会
勅
学
、
人
航
教
に
つ
い
て
平
易
に
説
い
て
い
る
。
九
い
し
プ
リ
ヅ
ミ
ー
ク
Ｏ
ソ
シ
ア
ー
ル
社
会
に
於
け
る
変
化
乃
盃
発
述
の
Ⅲ
題
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
巡
助
の
川
題
で
あ
る
か
ら
、
オ
ー
ク
ス
ト
・
コ
ム
ト
は
社
ム
バ
学
の
此
の
十
〃
耐
を
「
社
会
勁
学
」
と
呼
ん
で
彼
れ
の
時
代
で
は
之
れ
を
巡
釛
の
法
則
を
論
究
す
る
物
理
学
の
一
部
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
…
…
た
く
よ
⑬
い
じ
よ
そ
几
す
う
斯
学
の
研
究
に
一
生
を
託
し
よ
う
と
す
る
予
輩
後
進
の
一
学
徒
と
Ｉ
し
て
オ
ー
グ
ス
ト
。
コ
ム
ト
初
め
雨
余
幾
多
の
諸
先
輩
、
社
会
学
者
の
苦
心
に
対
し
満
腔
の
尊
崇
を
感
じ
や
しむると共にⅡつ衷心の歓喜を感ぜ－しめて止まない所以である（「序文」）。
社
会
を
樅
〈
川
か
ら
研
究
し
た
場
合
の
云
は
寸
仮
り
に
榊
止
し
た
社
会
の
川
越
に
外
な
ら
な
い
。
此
の
様
な
理
由
か
ら
、
オ
ー
グ
ス
ト
・
コ
ム
ト
は
社
会
学
の
此
の
力
而
を
マ
マ
子ら
デ
彼
れ
の
社
会
学
を
通
覧
す
る
と
、
夫
れ
は
社
会
の
一
定
不
変
の
Ⅲ
約
を
攻
究
す
る
と
こ
ろ
の
社
会
赫
学
と
、
社
会
の
進
歩
的
発
展
の
理
法
を
攻
究
す
る
社
会
勤
学
の
一
一
部
に
分
たれて居るのである。
〃
・
Ｐ
ｆ
夕
ｏ
ソ
シ
ア
ー
ル
「社会筋学」と呼んでゐシ〈『）のである。
付Ⅱ''9Ｗ（耕噂I1i学大集成｣。
伊
達
保
美
滞
『
灯
学
概
論
上
巻
』
（
泰
文
社
、
大
正
十
一
年
而
月
）
の
「
第
一
編
節
二
煮
認
識
の
可
能
性
の
Ⅲ
題
第
三
節
災
訓
諭
」
に
、
コ
ン
ト
の
突
証
主
義
に
つ
い
て
の
炳
歳
が
あ
る
。
主脹を組織的に雄殺したのは、十九世紀仏剛四の哲学背アウグュスト・コント（ン漏巨⑬［⑰
Ｃ・目の・目①⑭‐】爵刮）であるが、併し価皿的爪肌としての災訓諭は必らずしもコントの説
そ
の
じ
ざ
ポ
ジ
テ
ｆ
，
ヴ
ィ
ズ
ム
ス
と
は
、
其
字
義
か
ら
云
へ
ば
枇
極
主
義
戎
は
耐
極
論
で
あ
っ
て
、
是
れ
を
実
む
し
証
諭
と
呼
ぶ
の
は
寧
ろ
其
主
張
の
内
容
に
約
し
て
称
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
言
、
葉
を
川
ゐ
、
又
典
に
終
飴
す
る
者
で
は
な
い
。
し
ん
て
い
彼の有名な一一一時代説（一・一の。①の〔【。一切の目⑫）は、人文の進程が第一に擬人的神学的時代、
358（51）
金子馬沿著『現代哲学概論』（東京蝋、大正十一年十二月）の「第三章現代に於ける現突主義の低学飾二節尖証主義の根本糀神」に、災
宮本和吉、高橋穣也編滉哲学辞典」（岩波書店、大正十一年十月）に、「オウギュスト・コント」についての小記事がみられる。
社
会
や
歴
史
の
水
質
が
数
学
や
物
理
と
同
様
な
精
確
科
学
に
よ
っ
て
説
明
さ
る
る
に
及
ん
で
社
会
の
混
乱
は
姑
め
て
枚
は
れ
る
と
考
へ
た
。
而
し
て
如
止
の
学
Ⅲ
即
ち
社
会
学
を
建
設
す
る
は
彼
の
実
証
哲
学
滞
し
く
は
積
極
哲
学
の
目
的
で
あ
る
（
三
四
一
頁
）
。
学の意である）〔中略］
社会学なる名は一千八両三十八年仏人コムト（』己中届い『）
い
川
柳
の
標
題
に
は
社
会
学
と
日
は
ず
し
て
社
会
物
皿
学
と
い
ふ
て
肘
る
。
ソ
ク
又
「
社会学の脈諮⑫Ｒ】○一・四のはラテン語ののＲＥ⑪（仲間の愈味、》
社
会
を
研
究
す
る
学
は
仲
間
を
研
究
す
る
学
、
更
に
換
言
す
れ
ば
社
会
の
人
灯
に
共
通
な
る
性
質
を
研
究
す
る
学
と
命
名
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
金子馬治著『現代哲学概論｣。
〔早稲田大学`'１央図書'１K敗〕
ソ
キ
ィ
概数の形はめ○日）
Ｍ
Ｕ
こ
の
Ｕ
の
》
川
め
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
此
の
杵
、
突
証
伍
学
概
論
に
於
て
姉
め
て
此
字
を
使
川
Ｉ
し
た
。
け
れ
ど
も
遠
藤
隆
吉
著
『
社
会
学
原
論
』
（
厳
松
堂
書
店
、
大
正
十
一
年
七
月
）
の
「
第
一
編
総
論
節
一
瀬
社
会
学
の
字
義
」
に
、
社
会
学
の
命
柑
者
コ
ン
ト
や
社
会
学
の
原
語
に
ついての説明がみられる。
印し上
節
一
一
に
仙
象
的
形
而
上
学
的
時
代
を
経
て
、
節
一
一
一
の
尖
証
的
時
代
に
談
っ
て
始
め
て
加
Ｕと二つ
上の（前笥のような）実証的科学的立場をとり、そして超向い然的加川桁や形而
寸与
△①シスタ
上
学
的
本
体
の
仮
定
に
よ
る
｝
」
と
を
捨
て
、
、
械
極
的
事
実
に
訴
へ
て
経
験
観
察
に
韮
く
法
則
を
抽
象
す
る
や
う
に
成
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
と希臓緋の一・宛。⑭（蒲語又は学川の怠味とより成る。川ち仲川を研究する
(52）３５７
日本におけるオーギュス ・コント
証主義の創造者、学問（著者は〃文明“ということばを使っている）の発達の一一一段階についての言及がある。
ハーバート．スペンサー箸『個人対国家』（社会
鈴
木
栄
太
郎
訳
「諸科学の分類」は、スペンサーが、社△寿
組織的に論じたものという（「訳者序文」）。
上
い
と
う
か
く
パゥル・バルト将『社△容学体系論』（大鐙閣、
波
多
野
鼎
訳 オ１
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ム
ト
、
科学的知識を尊砿して、科学”
創造者又建設者とも言はれる。
コムトによれば、今日まで（
一
神
学
時
代
（
『
訂
・
］
（
一
哲
学
時
代
（
三
ｇ
目
三
災
証
時
代
（
勺
。
⑪
三
三
コムトの歴史哲学はかくて、人間社会の現状及び過去の発展に於ける条件と形式との学説となった。即ち社会静学の［且８．〔の８のｑと社会勅学
Ｑ百■目８．（８９のＱとに分ち得る社会学⑪。９．－・巴又は社会哲学⑪Ｒ巨旨］。⑪ｇごとなったのである。
辨揮河藷原將『打学概論』（南瓜堂書房、大正十二年一月）に、すこしコントの歴史哲学にふれた箇所がある。同書はドイツの哲学満・心理学者オズヴァ
ルト・キュルペ（一八六二～一九一五）が著わした国蔦冒凋（菖鳶望（』・§蔦．届⑩、を反訳したものである。
あ
ま
ね
え
ん
げ
ん
「社会学」（⑫○Ｎ一・一・四の）の名は普く知らる。如くコムトに淵源する。けれどもその実体から一言へば社会学はそれよりずつと以前から存立して居たの
今
日
ま
で
の
文
明
は
三
段
階
に
分
か
れ
て
、
（『ずの○一○四８－の日涌）
（三⑦国已邑⑫】８］⑫白い①）
（勺。⑪一［罫の⑪【山胴の）
そ
ひ
と
肢
も
大
仕
掛
に
肢
も
科
学
的
に
シ
モ
ニ
ズ
ム
（
の
｛
曰
○
日
⑰
日
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
）
を
大
成
し
徹
底
し
た
は
薪
名
の
コ
ム
ト
其
の
人
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
◎
科学的知識の時代を初めて実証的（勺。⑫】（｝ぐの）と名づけたもまたコムト其の人であった。此の意味に於て彼れは其の実証主義の
（社会学研究会、大正十二年三月）は、「諸科学の分類」「社会有機体」「個人対国家」の一一一編から成っている。
社
会
学
の
鼻
祖
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
実
在
論
的
学
問
分
類
論
に
対
し
て
、
批
判
を
試
み
る
と
共
に
、
自
説
を
も
っ
と
も
大
正
十
二
年
三
月
）
に
、
コ
ン
ト
に
関
す
る
短
承
が
い
く
つ
か
あ
る
。
マ
マ
つぎｊく‐に叙々に発達して来たものであるといふ。一一一段階とは
356（53）
⑭加しめシつ
》一眼紳〆祇牢薇剥卜．ミル箸『コント実証哲学附功利主義論』（而立社、大正十一一年七月）は、］・旨の［ｇ『（言一一一叩、。②一一鳶、富Ｃ⑫８霄曾＆曽侭浸爵
Ｃ）ミＰ国巴冨・Ｐ扇ｓを独訳を参照しながら反訳したものである。これは小林郁の「コムト全』（富山房、明治四十一一年十月）についで、わが
国
の
コ
ン
ト
文
献
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
生
彩
を
放
っ
て
い
る
。
版
元
で
あ
る
而
立
社
の
「
社
会
科
学
大
系
９
」
に
あ
た
る
。
序
言
訳
者
序
文
第
一
部
コ
ン
ト
実
証
哲
学
論
（
「
実
証
哲
学
講
義
」
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
）
第
二
部
コ
ン
ト
再
論
（
「
実
証
政
治
学
体
系
」
を
中
心
と
す
る
思
想
を
批
判
し
た
も
の
）
と
略
伝
で
あ
る
。
『社会学雑誌」（創刊号、大正十三年五月）に、水川喜代沿訳「オーギュスト・コント、其時代及其思想（ご」がのり、翌年、同誌の第二号に
内
需
は
ｌ
、
ふ
る
い
彼（ミル）はコントレ・ｎｏ口】［のが既に社会学につき述べた所のものを彼の弁証法の肺に掛けたに過ぎずして何等彼自身の独創的研究を川へなかっ
た。実理哲学講義ｎ．日且のロ９．の８宮のごＣ⑫】［】ぐのの或る東に於いて此の問題に関する殆んど唯一の、独創的にして欠く可らざる研究があるのみである。
ジニ〕ン.スチユアート゛ミルlifrコント実証哲学J・渋鋤fihIFf訳
〔早稲田大学中央図書館蔵〕
エミール・一プュルヶム勝『社会学的力法の規坤』（社会学研究会、人脈十二
』脳氷栄択
年凹、川）に、コントの“灯がみられる。
あ
た
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
よ
っ
て
与
へ
ら
れ
た
新
ら
し
き
研
究
新
し
き
川
心
考
方
法
へ
の
つ】一一
刺
戟
を
最
も
敏
感
に
体
得
し
て
、
弦
に
最
初
の
社
会
学
体
系
を
創
り
出
し
た
も
の
は
オウギュスト・コムト（旨、ロの忌○・ョ芹の）である。サン。シモンは新し
き
科
学
の
輪
廓
を
形
造
る
に
忙
し
く
そ
れ
を
一
つ
の
体
系
に
迄
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
コ
ム
ト
は
個
々
の
問
題
を
も
探
究
し
て
こ
れ
を
一
の
体
系
ま
と
に纏めた。コムトは社会学の父である（「第一一編主知的社会学第一
章
コ
ム
ト
の
社
会
学
（
般
初
の
社
会
学
体
系
）
」
。
で
あ
る
。
（
「
第
一
編
社
会
学
の
成
立
第
一
章
政
治
学
」
）
。
(54）３５５
本におけるオ ギュスト コン
掲載したものをもって完結している。これはレヴィ。ブリュール著伊・尿亘・厚昌一》トミ書（９８蔦巨岑績冨鳥ｏ）員⑩の「緒言」を反訳したもので
ある。西宮
藤
朝
著
『
現
代
哲
学
思
潮
大
系
』
（
新
光
社
、
大
正
十
三
年
十
月
）
の
「
第
四
章
仏
蘭
西
哲
学
鋪
三
節
コ
ム
ト
」
に
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
と
小
伝
に
つ
い
ての短い記事がみられる。
川
辺
喜
三
郎
箸
『
社
会
学
原
論
」
（
早
稲
Ⅲ
大
学
出
版
部
、
大
正
十
三
年
六
月
）
の
「
第
二
章
社
会
学
の
性
質
第
二
節
社
会
学
の
発
達
」
に
、
社
会
学
の
起
源
、
コ
ントの知識発達の三段階（著者は〃学問発達の三時期〃と呼ぶ）、科学の分類法（著者は〃科学の階梯的分類法〃と呼ぶ）などに関する記述がある。
フリードッヒ．ムヅクル原静『サン・シモンの生涯と其思想体系』（モナス、大正十三年九月）に、コントの名が出てくる。
一価橋正列訳編
ウェルネル．ゾンバルト藩『社会学』（而立社、大正十三年十一月）に、コントが出てくる。
景
山
哲
雄
訳 仏蘭西哲学ではデカルト以後の最も大なる人物と称されてゐるコムト（盲管呉の○・日［の国①鋲‐］＄『）は、実に仏蘭西に於ける実証的傾向を最も大仕掛
け
に
且
つ
最
も
興
味
あ
る
様
式
に
組
織
し
た
人
で
あ
る
。
近
代
に
於
て
、
実
証
主
義
の
哲
学
と
言
へ
ば
直
ち
に
コ
ム
ト
の
哲
学
を
指
す
樫
に
、
彼
の
哲
学
は
実
証
的
傾
向
の
代
表
者
であった。而して彼自身が、自らの哲学に、実証哲学（勺亘一○⑫８嵐の勺。⑪三ぐの）の名を公然と冠したのである。而して彼の影紳も非術なもので、少くとも
十
九
世
紀
の
末
葉
に
到
る
迄
は
、
何
等
か
の
形
で
、
仏
蘭
西
の
哲
学
界
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
た
。
し
さ
ぐ
す
で
社
会
学
は
、
強
ひ
て
其
の
起
源
を
探
ぬ
れ
ば
、
既
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
昔
、
プ
ラ
ト
ー
や
ア
リ
ス
ト
ー
ー
ト
ル
の
思
想
中
に
萌
芽
し
た
と
い
ひ
得
る
。
併
し
其
れ
が
、
独
立
の
科
学
ママ
的
形
態
を
取
っ
て
現
は
れ
た
の
は
先
づ
仏
間
西
の
オ
ー
ギ
ス
ト
・
コ
ン
ト
と
英
脚
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
‐
両
氏
か
ら
で
あ
る
。
此
の
コ
ン
ト
が
三
階
梯
原
則
と
云
っ
た
進
化
説
は
、
チ
ュ
ウ
ル
ゴ
ー
と
は
異
り
、
単
な
る
御
的
原
則
で
は
な
く
社
会
科
学
的
原
則
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
…
…
354（55）
高
木
八
太
郎
箸
『
東
西
思
潮
講
話
」
（
共
益
社
出
版
部
、
大
正
十
四
年
二
月
）
は
、
東
西
思
潮
の
通
俗
化
を
目
的
と
し
て
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
コ
ン
ト
の
思
想
史
上
の
位
置
、
か
れ
の
実
証
論
、
知
識
発
達
の
三
階
段
、
社
会
学
の
建
設
、
社
会
問
題
、
倫
理
説
、
人
道
教
な
ど
に
つ
い
て
や
さ
し
く
説
い
て
い
る
。
村
田
豊
秋
署
『
近
代
哲
学
大
系
』
（
成
光
館
出
版
部
、
大
正
十
四
年
一
月
）
の
「
第
十
六
章
コ
ン
ト
の
哲
学
」
（
三
五
○
～
三
八
八
頁
）
は
、
コ
ン
ト
の
思
想
に
関
す
る
日
長
編
論
文
で
あ
る
．
知
識
苑
艤
上
の
三
階
段
Ｉ
社
会
掌
Ｉ
社
会
勤
学
ｌ
科
学
の
分
類
ｌ
社
会
学
ｌ
臘
喋
説
１
人
霧
な
ど
に
つ
い
て
平
綴
に
説
か
れ
て
い
る
０
と
く
に
祉
会
側
麺
に
つ
い
て
は
ｌ
、
あった。
あ
ず
か
あ
コ
ム
ト
は
実
際
的
に
は
社
会
主
義
の
建
設
に
興
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
本
意
は
飽
く
ま
で
社
会
生
活
の
改
善
に
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
思
想
が
自
然
に
社
会
問
題
に
ふ
れ
て
いったことはいふまでもないことである。彼もまた多数労働者の位膣を進める鞭は当面の問題であり、急務であり、それが為にはあらゆる改善努力が必
、
、
、
、
、
、
、
社会学者と一一一口はれて居て哲学者の特相を傭へてをるのは、コントとシェレルとである。
あ
つ
が、然し、その論文‐‐‐‐‐‐本書に輯めてあるのはその抜革である。
耕
背
に
よ
る
と
、
〃
実
証
“
の
哲
学
上
の
意
義
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
思
弁
又
は
思
弁
的
（
頭
の
な
か
で
剛
仙
〔
Ⅱ
道
川
を
考
え
る
能
力
］
だ
け
に
訴
え
て
考
え
る
）
に
反
対
し
て
の
突
験
的
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
事
実
の
う
え
に
立
て
た
哲
学
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
之
れ
は
、
決
し
て
コ
ン
ト
の
哲
学
に
ば
か
り
独
川
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
と
か
く
と
な
兎
に
角
コ
ン
ト
は
、
其
が
謂
ふ
と
こ
ろ
の
実
証
論
に
立
脚
し
て
、
極
め
て
極
端
な
る
愛
他
主
義
を
唱
へ
た
の
で
あ
っ
た
、
…
・
・
・
コ
ン
ト
の
こ
の
愛
他
主
義
は
、
の
ち
に
宗
教
に
姿
を
か
え
、
人
道
教
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
仏
人
コ
ン
ト
は
、
千
七
百
九
十
三
年
を
以
て
生
れ
た
、
彼
れ
の
哲
学
は
詔
ふ
と
こ
ろ
の
実
証
哲
学
で
あ
っ
て
、
実
証
論
の
見
地
か
ら
し
て
、
其
の
哲
学
の
設
立
者
と
な
っ
た
の
で
、
、
、
コントは、彼．、四身の信ずる所では、一個の『実証論者』である
(56）３５３
木におけるオ Ｙユス ・コン
アーサー・レゥヰス箸『社会学講話」（アテネ書院、大正十四年四月）は、社会学への手引書であり、社会学の起源および発達についての歴史を簡略
商
品
紫
之
訳
に語り、当時の社会学の位価に関して一般的概念をあたえようとしたものである。第一軍はコントの人緬発逆説（一一一～一派瓦）。筋一一歳はコント
三宅茂訳『現代仏Ⅲ四学派の哲学』（存陽蝋、大正十Ｗ年十二川
価学洲）が、一九○八年にプルュッセルの新大学で「現代フラン］
が、原著名は不明である。この中にすこしコントへの言及がある。
の科学分航法である（一六～二七頁）。
著謝の観るところ、コントの社会学における地位は、生物学におけるラマルク（一七四四～一八二九、フランスの科学者）の地位に比すべきも
た
ｆ
の
のという。社△丞学の萌芽は、古代の価学思想のなかにも現われているが、それが特殊の一科学の姿を採るようになったのは、コントの努力の川と
いう。津疵剥塑識述『社会学思想の人生的価値』（新潮社出版、大正十四年九月）に、コントに若干ふれた記述がみられる◎
し
と
要であると考へた。又当時の社会主義者と等し／、労働者の位悩を進める為には彼等にも教育が与へられなければならぬことを主機した。
へいＰ旨つ
り｜とつ
コントが社会学と云ふ名称を飢始して以来、この術語に確然たる内奔を与へんとする幾多の企画と並行して、社会学に対して一の攻峡が川へられた。
即ち、社会学は既に他の諸科学の領分に属して居らぬやうなⅢ題をその主題をすることが出来ると云ふ、従来の論断を否定した一郡である。
或
る
意
味
に
於
て
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
純
真
な
思
想
に
立
ち
返
っ
て
居
る
と
云
へ
や
う
。
現
代
の
実
証
論
者
は
彼
等
が
心
理
学
者
で
あ
っ
て
も
或
は
ま
た
社
会
●
学者であっても一定稲の諸現象を夫れらよりももっと単純だと考へられる極頗の諸現象に同化することを恐れている。
て余程慎砿になり余穏批判的になって居る。
現
今
の
実
証
的
糀
神
は
非
術
に
局
限
さ
れ
て
居
る
や
う
に
兇
え
る
の
み
な
ら
ず
先
行
川
（
十
九
世
紀
筋
四
Ｍ
即
ち
一
八
七
○
～
一
八
九
○
）
の
余
り
に
大
胆
な
災
訓
諭
に
比
し
大
正
十
Ｗ
年
十
二
川
）
は
、
原
耕
満
で
あ
る
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
パ
ロ
デ
ィ
（
一
八
七
○
～
一
九
菰
五
、
フ
ラ
ン
ス
の
ｊ
で
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
諸
伽
向
」
と
い
う
題
で
識
義
を
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
一
謀
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
352（57）
高畠素之著「社会主義と進化論』（改造社、昭和二年一月）は、かって『社会進化思想講話』（改造社、大正十四年六月）として刊行したものだ
が、今回書名をかえ再公刊した。同書の「第七識衡学の科学化」に、コントの人知発達論が出てくる。
井森陸平著『形式社会学研究』（甲子社書房、昭和二年三月）に、コントについてのみじかい記事がみられる。「コント、スペンサア等の綜合社
鋤１＄豆
斎藤要著『世界哲学史年表』（聖山側、大正十五年十一月）に、コントについての小記事がみられる。
コント、心理研究に対して社会学を立て禰学に新生面を附いた。
実
証
論
（
実
証
哲
学
）
の
設
計
者
知
識
発
達
の
三
階
段
ｌ
神
学
的
階
段
２
形
而
上
学
的
階
段
３
実
証
的
階
段
科
学
の
分
類
１
数
学
２
盤
学
３
物
理
学
４
化
学
５
生
物
学
６
社
会
学
こ
の
順
序
は
単
純
よ
り
複
雑
に
進
む
過
渡
を
示
す
も
の
（
三
八
頁
）
。
生物学が起り、そして般後に以上の諸学問を悉く予想して社会学が生れる。
ゆ
え
と
う
か
つ
故に社会学は最も複雑にして最後の学問である。雪ｐひ換れば社会学は一切の学を綜合統轄するものであるといふのである。
學會jitい芒小
士恥文
著秀泰崎野
行後堂文鷹京東
野崎泰秀著「小さい社会学｣。
野
崎
泰
秀
著
『
小
さ
い
社
会
学
』
（
広
文
堂
、
大
正
十
五
年
四
月
）
の
「
第
一
章
社
会
学
は
如
何
な
る
学
問
で
あ
る
か
」
に
、
社
会
学
の
始
祖
コ
ン
ト
に
つ
い
て
の
短
章
がみられる。
つい
コント（】ゴの、‐】⑪⑪『）は、竜に規模の大なる社会学的体系を成就した。
し
た
が
彼
に
従
へ
ば
、
学
川
の
発
達
は
比
の
初
め
、
仮
定
を
要
せ
ざ
ブ
ｏ
も
の
、
例
へ
ば
、
⑬
＋
⑭
Ⅱ
←
と
い
ふ
や
う
な
自
明
の
数
学
が
表
は
れ
、
次
ぎ
に
此
数
学
の
知
識
を
荻
礎
と
し
て
天
文
学
が
表
は
れ
る
。
又
数
学
、
天
文
学
の
知
識
を
予
想
し
た
物
理
学
が
表
は
れ
、
又
二
と
｝
】
と
「
以
上
の
学
問
を
於
礎
と
し
て
化
学
が
生
じ
、
次
ぎ
に
そ
れ
等
の
学
川
を
悉
く
予
想
し
て
(58）３５１
ギュスト・コント日本におけるオ
そ
れ
会学は、社会の概念を構成するに当り、社会現象夫自体の考察からではな／、して生物学に於ける有機体の事実的比論を以てしてゐる」（八頁）
協
調
会
訓
『
社
会
思
想
史
』
（
協
調
会
、
昭
和
二
年
九
Ⅱ
）
は
、
ル
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
シ
ュ
タ
ン
（
一
八
万
九
～
一
九
三
○
、
ド
イ
ツ
の
廿
学
背
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
）
粋わした「廿学の光で見た社会間題」臣③のＲ堂、、日照ミト片蔦ミコミ○ｍｇ蔦・巳囹の節二綿を反訳したものである。川瞥の「節二十一章
ネ
サ
ン
ス
よ
り
現
今
に
至
る
社
会
哲
学
の
歴
史
十
二
コ
ム
ト
」
は
、
コ
ン
ト
に
関
す
る
短
章
で
あ
る
。
し）い壱つ。
ば
て
い
川田哲二箸「近世社会学成立史」（岩波書店、昭和一一一年一一Ⅱ）は、東西諸家の研究を補綴して（つづりあわせて）つくった好書である。
著
者
に
よ
る
と
、
社
会
学
は
そ
の
成
立
の
準
備
期
間
ち
ゅ
う
に
一
社
会
科
学
と
し
て
の
研
究
力
法
を
成
育
せ
し
め
、
十
九
世
紀
の
は
じ
め
か
ら
中
頃
ま
で
の
間
に
独
立
科学としてのが在椛を要求したという。
戸川頁三粁『社会学識施案節一部』（弘文蝋、昭和三年四月）に、「コントの社会学」や「コント以後の社会学」についての詳論がみられる。
蒋
者
は
、
コ
ン
ト
小
伝
・
コ
ン
ト
の
学
問
論
・
サ
ン
、
シ
モ
ン
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
の
ち
、
論
旨
を
左
記
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。
今
し
ゃ
こ
う
、
四
人
が
コ
ム
ト
に
於
い
て
飴
め
て
社
会
学
の
真
個
の
飢
述
者
を
兇
川
だ
し
得
る
こ
と
は
、
何
人
も
之
を
首
肯
す
る
（
同
意
す
る
）
で
あ
ら
う
。
コ
ム
ト
に
よ
っ
て
「
社
会
学
」
と
い
ふ
、
決
し
て
適
切
と
称
し
難
き
名
称
に
於
い
て
洗
礼
を
授
け
ら
れ
る
科
学
の
巾
‐
心
川
巡
は
、
彼
に
取
っ
て
、
前
時
代
端
く
は
同
時
代
の
法
律
竹学汁及び川家廿学廿に於けるが如き抽象的なる法仰、又は一瞬抽象的なる風まではなく、災に人川の社会そのものである。
こ
の
存
在
樅
の
要
求
と
と
も
に
、
こ
れ
に
社
会
学
と
い
ふ
招
祢
を
与
へ
た
の
が
、
オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
で
あ
る
。
だ
か
ら
通
説
の
や
う
に
、
彼
を
も
っ
て
社
会
学
の
父
と
呼
マ
マ
ぷことは決して当を得てゐないことではない。しかし、コントは彼に至るまでの諸学者思想家が意識的または無意識的に構成し米つた研究方法と研究材
料とを利用し、これに体系を与へたのである。
がル
350（59）
オーギュスト・コント滞『突証哲学（止巻）』（芥秋社、昭和三年十一月）は、前年配本になったオーギュスト・コントの『実証哲学講座』（図邑の
打川一一一川郎択
四ｍ○一四ｍのが抜粋したご量。②８蔦、○畳鳶四巻中の前部二巻の）全訳である。この訳本は、コントがその百科全書的排列法によって、数学・天文学。
松木潤一郎耕『現代社会学説研究』（〃江諜院、昭和三年肛月）において、諜者はアルフレッド・フィァカントについてふれた価、「社会学は其
ぼ
う
だ
い
名親たるコントの『社会物理学』は云ふに及ばず、スペンサーの体系以来、徒に旭大なる領域の学問とせられて居る」とのべている。
『大思想エンサイクロペヂア魁社会学』（存秋社、昭和三年五月）に、赤坂帥也の「仏間四社会学」が収められているが、この中にコントに
ついての言及がある。
がある。オーギュスト・コントは実証哲学を建設し、最後の科学に社会学と命名した。即ち数学・天文学・物理学・化学・生物学（心理学を含む）の方法に歴
史
的
力
法
を
川
へ
て
鵬
る
。
〃■■■■■■Ⅱ△■■■■Ｆ０Ｂ■■・■ｐ■■〃〃△■｜■■、００Ⅱ５０１１６‐Ｂ■ロロロ■■■■■■■■■■Ⅲ■ＶＯＤ■、■■■７１日■Ｂ７ｂ■■０■■■●■■已曰□ＧＩ■■Ｉ□■■■■■■■■●■■■■■０００▲■■■■且■■■■■ⅡⅡ■■■■■■■■■ⅡⅡ■■■■Ｕｉ００００－Ｄ■’。●’０１
.--－－－－－－－－－-一－－．－－．－－~＝~読宗了宕弓
オーギニスト゛コント好「実証ｉＩｉ学（｣二巻)』。(7)''三Wq郎訳
〔早稲111大学中央図書liii蔵〕
岬川殴諏對ｌゼ僻『社会学（率魏岬題）』（刀江諜院、昭和一一一年四月）の「第
五章コント及びスペンサー」には、コントの諸科学発展系列に関する社
会柳学的・雌史哲学的説明、糀神発展の三段階の法則などについての言及
此主張につき注意すべきは、彼が学問の研究を功利主義の立場に侭いた
事、此功利主義の立場に於て彼は一切の科学を実証祇学に綜合せんと企
てた事、学問の樹立を対象の差に求め、其研究法としては実証的方法ある
のみとした邪、事象の複雑性に応じて諸現象を分航し、股も複雑性に窟む
現象としての社会現象の存立を認め、此現象を実証的に取扱ふ科学として
社会学が存立しなくてはならぬとした琳等である。
(60）３４１
ギュスト本におけるオ コント
物
理
学
・
化
学
・
生
物
学
ま
で
綜
合
し
た
も
の
で
あ
り
（
全
四
十
五
章
）
、
巻
尾
に
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
論
（
人
物
、
性
癖
、
思
想
に
関
す
る
も
の
）
が
つ
い
て
い
る
。
銅直勇著『純正社会学概論』（玉川学園出版部、昭和四年三月）の「第一章社会学の学的成立及び其発達」に、コント以前の社会学的研究、
コントやスペンサーの社会学についての計及がみられる。
水
謝
は
わ
が
川
の
瓜
要
な
コ
ン
ト
文
献
の
一
つ
と
い
え
る
。
木
下
一
雄
署
『
現
代
哲
学
要
論
』
（
培
風
館
、
昭
和
四
年
三
新川正道著繍耐群躯測社会学』（岩波書店、昭和四年六Ⅱ）の「第一章社会学体系論四コント」に、コントについての短章がみられる。
お
し
彼
（
コ
ン
ト
）
の
災
証
価
学
及
社
会
学
に
机
い
て
社
会
山
へ
止
注
蔵
す
べ
き
諸
点
を
秒
へ
る
に
、
先
づ
節
一
に
そ
れ
が
線
〈
川
を
主
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｍ
ふ
に
航
々
な
る
知
識
ひ
と
つ
ア
ン
シ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ス
ー
部門を一の統一ある体系に組織せんとすることは、既に彼の商科全瓢Ⅱ学升の企てた所であって、サン・シモンも亦これを咄道した。コムートはこの思想を
発
展
せ
し
め
、
そ
の
突
証
哲
学
の
任
務
は
個
々
の
実
証
的
科
学
と
異
り
、
現
象
の
一
般
性
を
研
究
す
る
こ
と
を
以
て
そ
の
目
的
と
し
、
社
会
学
は
災
に
こ
れ
等
諸
科
学
の
最
終
最
高
の学として、一切の社会現象をその総体に於て、又その州互の関係において研究する学Ｍであると考へたのである。
仏
国
に
於
て
は
コ
ム
ト
の
災
証
主
義
の
科
学
的
方
面
か
ら
エ
ミ
ー
ル
・
リ
ト
レ
ー
と
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
テ
ー
ヌ
と
が
何
れ
も
ミ
ル
と
そ
の
説
を
同
じ
く
し
て
居
る
。
リ
ト
レ
ー
は
う
コ
ム
ト
の
継
承
背
と
し
て
実
証
主
義
の
理
論
的
力
而
を
発
展
し
、
テ
ー
ヌ
は
コ
ム
ト
及
び
ミ
ル
の
影
押
を
掌
け
、
認
識
の
起
源
を
以
て
感
覚
的
経
験
に
あ
り
と
し
、
物
質
も
鮒
神
も同然の法則に決定されると説いて肘る。
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
の
社
会
学
は
社
会
学
の
体
系
を
初
め
て
提
供
し
『
社
会
学
』
の
名
称
を
も
創
成
し
た
の
は
、
実
に
コ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
組
織
の
完
成
と
術
語
の
完
成
に
よ
っ
て
当
然
社
会
学
の
父
之を包容する実証哲学（勺三一・叩・己ゴーの９ｍ三ぐ⑦）を背競としているものである。彼は、人間柵神の進歩の過侃において、人知の発展
昭
和
四
年
三
月
）
の
「
第
一
実
証
主
義
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
コ
ン
ト
の
継
承
者
に
ふ
れ
て
い
る
。
1４８（61）
ヴ
川
辺
喜
三
郎
署
『
社
会
学
概
論
』
（
広
文
堂
、
昭
和
四
年
十
一
月
）
の
「
第
三
章
社
会
学
の
発
達
第
二
節
コ
ン
ト
」
は
、
コ
ン
ト
の
学
問
体
系
に
関
す
る
短
章
で
５
ある。 下地寛令署『社会学概論」（良書普及会、昭和四年七月）の「第一章総論第二節社会学」に、・コントの社会学についての短章があり、著
者
は
社
会
学
の
体
系
の
樹
立
者
と
し
て
の
コ
ン
ト
、
人
間
精
神
の
発
展
に
お
け
る
〃
三
段
階
の
法
則
“
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
な
ど
に
ふ
れ
て
い
る
。
関栄吉耕『文化社会学概論』（東京堂、昭和四年十月）の「第一蔵文化社会学序論」に、コントにふれた個所がある。
呼ぶ人もある。
こ
と
彼
の
社
会
学
は
災
歌
仙
ｌ
科
学
的
（
自
然
科
学
的
）
取
扱
ひ
を
な
す
を
以
て
特
色
と
す
る
鞭
勿
論
で
あ
る
．
祉
会
塊
禦
を
か
く
の
如
く
Ⅲ
然
呪
嬢
と
し
て
脚
然
什
学
的
に
取
扱
っ
た
所
に
、
彼
が
社
会
物
理
学
と
呼
ん
だ
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
コ
ン
ト
の
社
会
学
体
系
は
全
社
会
現
象
を
線
〈
凹
的
に
取
扱
ひ
典
繍
的
秩
序
側
係
と
勅
的
進
化
過
秘
と
の
二
大
部
Ⅲ
を
灯
す
る
。
典
故
に
之
を
雁
史
哲
学
的
綜
合
社
会
学
と
呼
ぶ。 に、神学的、形而上学的、及び科学的の三つの段陥を区別する。
社
会
学
の
学
と
し
て
の
陣
形
を
完
成
し
た
の
は
、
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ア
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
飢
造
的
な
組
織
に
よ
っ
て
初
め
て
真
の
社
会
学
の
歴
史
は
始
ま
る
の
で
あ
る
。
社
会
生
活
の
考
究
を
、
初
め
て
一
個
独
立
の
科
学
と
し
て
体
系
的
に
取
扱
っ
た
者
は
仏
蘭
西
の
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
、
学
の
対
象
を
分
類
配
列
す
る
こ
と
に
大
い
に
力
を
川
ひ
、
分
緬
そ
れ
自
体
が
彼
の
科
学
体
系
の
取
要
な
部
分
を
為
し
て
居
た
か
ら
、
彼
の
社
会
学
を
分
緬
社
会
学
と
近
世
欧
州
の
社
会
学
は
、
仏
の
コ
ム
ト
に
始
ま
る
。
災
の
ス
ペ
ン
サ
ー
も
コ
ム
ト
に
其
の
源
を
お
く
。
(62）３４７
日本におけるオーギュス ・コント
フランス学会雪窓の秋会科学ｌ現代に於ける諸傾向」
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
コ
ン
ト
の
社
会
学
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
会学を手短に解説したものである。
伊
藤
吉
之
助
編
輯
「
岩
波
哲
学
小
辞
典
墹
訂
版
』
（
培
波
書
店
、
昭
和
五
年
三
川
）
に
、
「
コ
ン
ト
、
イ
シ
ド
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
マ
リ
－
．
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ザ
ギ
エ
一
七
九
八
’
一
八
万
七
。
フ
ラ
ン
ス
の
将
学
者
、
数
学
者
で
社
会
学
の
創
始
者
」
（
七
九
頁
）
と
あ
る
。
て
い
ゆ
う
赤
神
良
譲
耕
『
社
会
学
入
門
』
（
丁
酉
出
版
社
、
昭
和
五
年
一
二
Ⅱ
）
の
「
第
一
蔵
社
会
学
と
は
ど
ん
な
科
学
で
あ
る
か
九
コ
ム
ト
の
社
会
学
」
は
、
コ
ン
ト
の
社
貨
伝
松
著
『
社
会
学
要
論
』
（
法
曹
閲
書
院
、
昭
和
五
年
二
月
）
の
「
第
一
章
本
質
論
第
一
節
序
論
」
に
、
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
う
ら
コ
ム
ト
は
社
会
学
し
」
は
社
会
現
象
の
槐
に
存
す
る
一
般
的
理
法
を
探
究
す
る
所
の
抽
象
科
学
で
あ
り
そ
し
て
そ
の
理
法
に
は
秩
序
の
理
法
と
進
歩
の
理
法
と
が
あ
っ
て
、
社
会
改
善
の
運
動
に
於
け
る
指
導
原
理
で
あ
る
と
、
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
吾
々
は
先
づ
社
会
現
象
と
は
何
で
あ
る
か
、
一
般
的
理
法
と
は
何
で
あ
る
か
、
抽
象
科
学
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
学
の
概
念
を
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
二
つ
の
新
科
学
が
相
前
よっ
（シ口、巨切庁の０．目の）に因て引用せられた言葉であった。
新
フ
ラ
ン
ス
は
、
雌
命
》
１
ス
ト
・
コ
ン
ト
で
あ
る
。
事
実
に
於
い
て
、
コ
ン
ー
雌
命
前
思
想
の
代
表
舌
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
理
論
の
根
本
点
に
帰
ら
ざ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
要
求
に
応
じ
て
社
会
理
論
を
組
織
的
に
論
述
し
た
肴
は
、
オ
ー
ギ
コ
ン
ト
は
災
証
的
精
神
即
ち
科
学
的
鯖
神
を
社
会
学
の
領
域
に
沈
入
し
、
此
点
に
於
い
て
フ
ラ
ン
ス
現
代
社
会
学
を
決
定
的
に
支
配
さ
せ
た
。
－
－
－
つ
の
新
科
学
が
相
前
後
し
て
出
現
し
た
。
其
一
は
生
物
学
に
し
て
他
は
社
会
学
で
あ
っ
た
。
社
会
学
は
剣
め
て
オ
ー
ガ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（
刀
江
書
院
、
昭
和
五
年
二
月
）
に
、
田
辺
壽
利
の
「
フ
ラ
ン
ス
現
代
社
会
学
」
の
一
章
が
収
録
さ
346（63）
よ》っにある。
帆
足
理
一
郎
署
『
西
洋
哲
学
史
」
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
年
十
月
）
の
「
第
十
八
章
ヘ
エ
ゲ
ル
哲
学
へ
の
反
動
第
三
節
形
而
上
学
へ
の
反
逆
と
コ
ム
ト
の
実
証
哲
学
」
に
、
社
会
改
造
と
学
術
、
知
識
の
進
化
、
諸
科
学
の
分
類
、
人
道
教
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
さ
い
ご
の
〃
人
道
教
〃
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
浅野研真訳『社会学概論」（白鳳社、昭和六年四月）は、フランスの哲学者マルセル・デアの諭署（原題不詳）を反訳したものである。
大
島
正
徳
箸
『
現
代
哲
学
概
観
』
（
至
文
堂
、
昭
和
六
年
一
月
）
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
哲
学
」
に
、
コ
ン
ト
に
つ
い
て
の
短
い
記
事
が
み
ら
れ
る
。
い
つ
こ
ま
ん
ど
こ
一八一一一○年代に、フランスの哲人オーギュスト・コントによって創められた社会学なる一筒の学問は、満一世紀を経て、今や世界の文明諸国の何処に
あ
ら
於ても、凡ゆる学園に於て、そのための講座を一（）へ確保するに至った（「訳序」）。
も
し
コ
ム
ト
の
哲
学
は
、
実
証
哲
学
若
く
は実証論と呼ばれる。しかし、彼れの哲学体系の内容は、既成科学を
、抽象
的
な
るものより具体的なるものへと一種の
等級づけをなしたものであり、新しい要素としては社会学が見出されるだけであって、実際に於ては、科学を離れて、彼の哲学はないといへる。
宗教を提唱した。
つか
掴まねばならぬのであ、ります。
れ
ん
低
孤独なコムトは後年、或る女性に対するダンテの如き純真な恋慕から、哲学上に坐ｂ大きな影響を受け、彼の「実証政道」において、人道教を立て、そ
ハ
ア
ト
マ
イ
ン
ド
さ
き
だ
の宣伝に努力した。（中略）人類こそ正当な礼拝の対象、そは宇宙を理解する鍵であり、感情の論理は思惟の論理に先立つし」見、人道を崇拝する倫理的
科
学
の
力
を
過
信
し
た
哲
学
者
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ム
ト
よ
り
、
ル
ナ
ン
、
テ
イ
ヌ
に
い
た
る
ま
で
の
哲
学
思
想
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
哲
学
の
序
曲
と
考
え
た
い
。
(64）３４５
Ｕ本におけるオ ギュスト・コン
田辺壽利著「沼社会学史研究』（刀江書院、昭和六年十月）の「第一篇パスカルと社会学」に、「コントの一一一状態の法則」と「コントの転
換」を、「第三締フランス現代社会学」には、「コントの社会学」を収めている。内容の一部は、前年にフランス学会編で刊行された『鶏の社
会
科
学
１
１
現
代
に
於
け
る
諸
傾
向
』
（
〃
江
升
院
、
昭
和
兀
年
二
川
）
と
お
な
じ
で
あ
る
。
コ
ン
ト
に
お
け
る
〃
突
証
的
〃
と
い
う
論
に
つ
い
て
、
耕
升
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
を
あ
た
え
て
い
る
。 すぺ
コントは彼の凡ての同時代人と同じやうに、大赦命以来フランスで互に論じ〈口はれた所の社会的諸困難に狸はれた。その故にこそ、彼は何よりも先づ
き
よ
う
・
》
雅川な秩序をⅣ雌設することを欲した。そして比のために、思想及び信仰の体系を再組織せんと欲した。と云ふのは、特に知識上の無政府が災禍をな
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
，
し
ば
し
ぱ
い
か
コントは常に実証的といふ語を科学的といふ語と同一視し、屡々この一一語を連結Ｉして用ひてゐる。かくて我々は、コントが科学に対して、如何なる特
ふ
よ
性を賦与していたか尤廷知り得る。
季刊雑誌『社会学』の表紙。
日
本
社
会
学
会
細
帆
『
季
刊
社
会
学
節
二
州
社
会
勅
態
の
研
究
』
（
天
地
曲
房、昭和六年十月）に、「コントの社会論理学」（新川正道）と「コントに
於
け
る
予
見
」
（
清
水
幾
太
郎
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
新
川
論
文
に
お
い
て
は、コント社会学の地位やコント社会学の諸問題について論じられている。
Ｕ
げ
ん
コ
ン
ト
は
社
会
学
の
船
源
と
ザ
へ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
学
の
山
川
苑
点
と
し
て
本
質
的
な
何
物
か
を
有
し
て
い
る
と
児
ら
れ
て
い
る
。
我
等
は
コ
ン
ト
が
新
し
き
問
題
た
り
得
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
我
等
は
、
今
彼
に
お
344（65）
川辺涛利、古野滴人共綱『社会学第一号』（森山評店、昭和七年四Ⅱ）に掲救された米川庇太郎の論文「現代社会学の諸方針」に、コントの
名
が
出
て
く
る
。
得能文、岡階川給共耕『問聯教育価学概論』（來洋図諜株式介溢会社、昭和七年二川）の「第六噺社会第八十六節社会学の問題」に、
〃
社
会
学
〃
の
川
設
考
と
し
て
の
コ
ン
ト
、
綜
合
社
会
学
説
を
主
張
し
た
コ
ン
ト
の
こ
と
が
川
て
く
る
。
松
本
潤
一
郎
綱
『
社
会
学
後背の耐水論文においては、コントの有名な「予見せんがために兄る」といった命題の、予見の手続について論じられている。
つ
社会学は一一一召にして社会現象たる人間の共同生活一般に関する理論であると云へるが、その内容に就いては色“の学説がある。先づ社会学を以て社会
の綜合的一般科学なりとしＰ社会現象の源一的全体的研究をその任務とする学説がある。コント、スペンサー、マルクス等はこの種の社会学を主張し、
すべ
ｍ
う
か
つ
社
△
蓉
学
は
人
価
全
体
に
就
い
て
そ
の
一
切
の
社
会
現
象
、
凡
て
の
文
化
活
釛
を
全
体
的
包
括
的
に
研
究
す
る
も
の
な
り
と
す
る
。
、
、
又社会がその川打の性質、伝来した支配的特質を持つことに依って孕肛接的に攻兜さる可きものであると云ふ事にも異議は無いのである。それはコン
ト
シ
．
Ｃ
・
日
同
が
既
に
打
ち
樹
て
た
も
の
で
あ
り
…
…
ける社会論理学的問題を検討するとともに、之を根拠づける彼の一般的立場とその歴史性を解明しなければならぬ。
コ
ン
ト
に
於
い
て
は
、
介
肌
的
予
見
は
一
力
歴
史
的
力
法
に
荻
い
て
行
は
れ
る
と
共
に
他
力
又
人
間
性
の
理
論
に
依
っ
て
験
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
羊
枇
腕畔』（浅野謝店、昭側七年一一一月）に、コントにすこしふれた文途鼎がみられる。
(66）３４３
日本におけるオーギュスト・コント
清
水
幾
太
郎
の
「
コ
ン
ト
に
於
け
る
三
段
階
の
法
則
」
（
社
会
学
研
究
一
学、かれの全実証哲学の土台もしくは枢軸をなす「三段階の渋
法則に深いメスを入れたのが本稿である（二四五～三○二頁）。
守
川
貞
記
署
『
社
会
学
ト
音
楽
ト
ノ
交
渉
全
』
（
皇
道
館
川
崎
政
治
】
大
島
魁
著
『
現
代
哲
学
史
』
（
第
一
書
房
、
昭
和
八
年
四
月
）
の
「
第
二
識
現
代
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
主
潮
二
社
会
哲
学
と
実
証
論
と
の
関
係
」
に
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
と
の
か
か
わ
り
、
コ
ン
ト
の
有
名
な
三
段
膳
の
法
則
、
諸
科
学
の
分
類
、
人
道
教
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
社会思想祉繍『綿社会科学大蓮（改造社鵬馴七年四月）に、コントについての晋がある．かれの社会学の特徴を評してＩ
彼
（
コ
ン
ト
）
の
社
会
学
は
世
界
的
な
打
学
組
織
の
一
部
を
成
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
彼
の
社
会
学
の
組
織
の
特
徴
は
、
そ
の
極
端
に
綜
合
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
は
分
科
的な社会学の成立を全く否定した（新川正道）。
社
会
学
は
大
体
上
第
十
九
世
紀
の
初
期
に
生
ま
れ
た
も
の
と
、
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
と
忠
ふ
。
要
す
る
に
各
人
は
、
サ
ン
。
シ
モ
ン
が
社
会
生
理
学
と
云
ふ
名
称
に
於
て
、
又
‐
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
コントが始めは社会物理学と云ふ名称、後には彼が千八百一一一十五年から千八百一一一十九年に至る間に恩ひ附いたと推察される新造語社会学と云ふ名称に於
み
な
て、新たに一の独立たる学問として建設せんと企てたものが、大体上最初の社〈容学と見倣し得られると恩ふ。
（
ウ
ヰ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
）
半
間
と
し
て
の
社
会
学
が
（
ア
ウ
グ
ス
ト
、
コ
ム
ト
）
に
山
り
て
発
言
せ
ら
れ
て
以
来
Ｉ
レ
ー
レ
エ
ア
プ
タ
イ
ル
ン
グ
）
祇
灯
の
形
に
於
て
此
の
学
川
の
研
究
は
行
は
れ
て
届
る
そ
の
さ
げ
ん
こ
す
い
社会主義と実証論とは、其起原に於て密接な関係を４℃ってゐる。我々は既に、如何にサン・シモンが社会改革の精神に鼓吹されて、人間社会を改造し
（皇道館川崎政治学院、昭和七年十月）の「序論」に、コントのことが州てくる。
（
社
会
学
研
究
会
編
『
文
化
社
会
学
研
究
叢
書
Ⅲ
』
所
収
、
同
文
館
、
昭
和
七
年
六
月
）
は
、
コ
ン
ト
の
社
会
「三段階の法則」についての理論的研究である。コントの社会学と不可難の関係にある三段階の
な
お
尚
今
川
Ⅱ
形
こ
そ
変
れ
（
ア
ウ
フ
ア
ル
レ
エ
ウ
ン
ド
メ
342（67）
人烏朧の「突誠躯鍵と介誠法的唯物論ｌコントの認識論戒ひは知識社会学について」（『嚇物論研究』第八艘所収、昭和八年六Ⅱ）はコント
哲
学
の
根
本
思
想
の
概
要
を
語
っ
た
の
ち
、
か
れ
の
知
識
論
を
弁
証
法
的
唯
物
論
の
た
ち
ば
か
ら
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
桑
木
厳
翼
著
『
現
代
哲
学
思
潮
』
（
改
造
社
出
版
、
昭
和
八
年
八
月
）
の
「
第
一
編
科
学
的
哲
学
第
一
章
第
二
節
実
証
哲
学
」
に
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
、
三
段
階
の
法
則
、
諸
科
学
の
分
類
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
コ
ン
ト
は
実
証
的
精
神
に
も
と
づ
い
て
実
証
哲
学
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
か
れ
の
「
主
な
る
功
績
は
此
精
神
を
以
さ
く
ご
て
社
会
現
象
に
関
す
る
珊
論
的
研
究
を
試
み
た
所
に
あ
る
」
と
い
う
。
体
系
の
微
細
な
部
分
に
関
し
て
は
勿
論
錯
誤
欠
点
が
多
い
け
れ
ど
も
、
△
７
日
の
社
会
科
学
の
一
般
的
於
礎
を
固
め
、
社
会
学
な
る
も
の
を
世
に
生
み
出
し
た
功
縦
は
永
遠
不
滅
で
あ
る
、
と
い
う
。
側
伝
松
耕
『
社
会
学
よ
り
紐
折
半
へ
』
（
祈
蛤
堂
、
昭
和
八
年
九
月
）
の
「
筋
二
綱
剛
念
論
的
社
会
学
の
発
展
銅
一
京
コ
ン
ト
の
社
会
学
」
に
、
社
会
学
の
脚
机
と
し
て
の
コ
ン
ト
、
災
証
祇
学
の
一
部
で
あ
っ
た
コ
ン
ト
の
社
会
学
の
こ
と
、
三
段
階
の
法
則
、
科
学
の
分
矧
法
、
社
会
附
学
と
社
会
勤
学
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
｡
川
辺
喜
三
郎
箸
『
社
会
学
序
論
教
材
第
一
篇
』
（
敬
文
堂
書
店
、
昭
和
八
年
十
月
）
の
「
第
二
章
社
会
学
の
発
達
第
二
筋
オ
ギ
ス
ト
・
コ
ン
ト
」
に
は
、
コ
ン
ト
小
伝
、
実
証
哲
学
、
社
会
怖
学
・
勅
学
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
〃
実
証
哲
学
〃
と
い
っ
た
こ
と
ば
の
創
始
者
に
つ
い
て
は
、
よ》つと欲したかを知った。此の願望をオウギュスト・コントが、サン・シモンから分け与へられた。
コントの社会学は如何なるものを以て、社会学であると考へているかと言へば、社会を研究するには、それを不分削的に、即ち、ｎ機的に観察し、
つ
、
合
珊
的
几
地
に
立
っ
て
、
そ
の
錯
維
せ
る
小
象
を
考
索
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、
社
会
科
学
の
必
要
性
を
感
じ
、
社
会
の
自
然
的
動
因
及
び
自
然
的
法
則
を
発
見
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
元来サン・シモンが作ったものであったが、コントは師の川語と桁神とを受け継いで、更にこれを独ｎの立場から体系づけたのであった。
(68）３`Ⅲ
日本におけるオーギュスト・コン ト
松
本
潤
一
郎
著
「
社
会
学
要
綱
』
（
時
潮
社
、
昭
和
九
年
五
月
）
の
「
五
余
論
」
に
、
サ
ン
。
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
、
コ
ン
ト
の
学
説
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
著
者は、コントが社会学を創始した理由について、つぎのように語っている。
佐
久
側
一
雌
の
「
心
Ⅷ
学
史
上
に
於
け
る
コ
ン
ト
の
地
仙
ｌ
竹
川
学
か
ら
社
会
学
へ
」
（
『
雌
物
論
研
究
』
第
一
九
号
所
収
昭
和
九
年
爪
Ⅱ
）
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
心
理
学
巻
と
し
て
の
コ
ン
ト
や
、
か
れ
の
学
説
全
体
の
反
勁
的
・
機
械
的
な
傾
向
が
、
か
れ
の
心
理
学
説
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
小
山
文
太
郎
署
『
社
会
学
座
談
』
（
章
華
社
、
昭
和
九
年
六
月
）
の
．
○
社
会
学
と
い
ふ
も
の
」
に
、
社
会
学
の
発
生
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
な
ど
に
つ
い
て
の
叙
述
が
み
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
は
学
問
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
著
者
に
よ
る
と
、
コ
ン
ト
は
学
問
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
人
間
の
生
活
に
役
に
た
つ
こ
と
で
な
く
て
な
ら
ぬ
と
い
っ
て
い
た
と
い
う
。
コ
ン
ト
は
社
会
改
造
の
原
理
の
確
立
に
大
き
な
関
心
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
理
は
、
空
想
的
な
、
思
弁
的
な
樹
立
で
は
な
く
、
社
会
的
、
歴
史
的
現
実
そ
の
も
の
を
よ
く
観
察
し
、
そ
の
根
抵
に
あ
る
法
則
と
力
を
把
捉
し
て
は
じ
め
て
確
立
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
か
れ
の
社
会
学
を
評
し
て
、
つ
ま
り
事
実
を
は
あ
く
し
て
法
則
を
引
き
だ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ト
の
社
会
学
観
念
は
、
ま
だ
粗
雑
で
は
Ｌ
し
て
は
、
驚
く
べ
く
進
歩
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ソ
ト
は
、
第
十
九
世
紀
初
め
の
麺
の社会学を創姉したのであった。
コ
ン
ト
は
学
問
を
人
間
の
為
に
役
に
た
つ
や
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
耶
想
社
会
を
つ
く
る
為
の
半
間
が
社
会
学
で
あ
っ
て
（
中
略
）
綜
合
的
な
社
会
現
象
の
凡
力
を
し
て
ゐ
第
十
九
世
紀
初
め
の
混
沌
た
る
社
会
状
態
の
フ
ラ
ン
ス
を
再
建
す
る
こ
と
に
熱
意
を
持
ち
、
社
会
再
興
の
脂
導
概
念
を
得
ん
が
た
め
に
科
学
的
社
会
研
究
と
し
て
そ
ざ
つ
まだ粗雑ではあったが、其の根本精神と大体の方針に於ては精確であり、今から約百年前に初めて世に向ってなされた提一一回と
340（69）
、
、
水川喜代桁の「コントの『人間教」Ｉブウゥルヂ雪ワ宗教の一雌（型としての人間学」（『唯物論珊究』第二二山▽所皿昭和九年八月）は、伏字
の
多
い
論
文
で
あ
る
。
著
者
は
本
稿
に
お
い
て
何
を
い
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
か
、
論
旨
は
必
ず
し
も
明
解
で
は
な
い
。
コ
ン
ト
に
と
っ
て
の
人
間
学
は
、
か
れ
の
心
理
学
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
人
間
教
は
、
神
秘
的
か
ら
宗
教
的
へ
、
｜
つ
の
宗
教
か
ら
他
の
宗
教
へ
の
人
間
進
化
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
円谷弘署『集団社会学原理』（同文館、昭和九年九月）に、コントの名が散見する。
難
波
紋
吉
著
『
社
会
学
要
義
」
（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
九
年
六
月
）
の
「
第
二
章
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
第
一
節
コ
ン
ト
の
社
会
学
」
に
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
研
究
の
意
図
、
実
証
主
義
、
科
学
体
統
論
、
社
会
理
論
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
の
学
統
に
つ
ら
な
る
邦
人
と
し
て
建
部
遮
吾
を
あ
げ
、
社
会
の
変
革
後
の
学
事
事
象
と
し
て
は
、
必
然
的
に
社
会
学
が
要
求
せ
ら
れ
る
。
之
れ
を
歴
史
的
事
象
に
見
る
Ｅ
か
の
仏
蘭
西
大
革
命
後
に
於
て
者
と
し
て
出
現
し
た
如
く
、
ま
た
露
西
亜
革
命
後
に
於
て
マ
ル
ク
ス
が
社
会
学
者
と
し
て
呼
び
起
さ
れ
た
如
き
で
あ
る
。
その後を継げる建部教授はコント学説を基本として、其処に建部社会学体系の構成を見たが、其の位置はコントの像を渡来せしめたこと、日本社会学
樹
立
へ
の
努
力
を
は
ら
は
れ
た
こ
と
と
に
あ
る
。
るのであります。
彼（コント）は社会の研究に学問的体系を与へ肌つそれに「社会学」といふ学問的名称を附した最初の人である。
コ
ン
ト
が
常
に
学
問
研
究
の
目
的
と
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
は
、
社
会
改
造
に
於
て
真
に
依
処
し
得
る
に
足
る
科
学
的
根
拠
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
コ
ン
ト
が
社
会
学
の
創
始
(70）３３９
日本におけるオーギュスト・コント
である。著者は、社会学においては、有機体説、人類の観念、社会静学と勤学、実証哲学においては、三段階の法則、科学の階統、実証道徳、実
■
証
宗
教
に
お
い
て
は
、
人
類
教
の
教
義
と
制
度
、
実
証
政
治
に
お
い
て
は
、
理
想
社
会
の
企
図
、
お
よ
そ
コ
ン
ト
の
思
想
に
お
い
て
問
題
と
な
り
う
る
も
の
に
は
一
応
ふ
れ
域
に
わ
た
っ
て
総
鯛
し
よ
う
と
し
た
．
内
容
は
ｌ
、
新明正道箸「オーギュスト・コント』（三省堂、昭和十年五月）は、三省堂の「社会科学の建設者人と学説叢書」のうちの一冊である。著者
の見るところ、コントは単なる社会学者ではなかった。コントは道徳家、宗教家、政治家でもあった。本書において、著者はコントの思想を各領
序
章
第
一
章
第
二
章
第
三
章
コ
ン
ト
の
学
説
コ
ン
ト
の
学
説
の
批
判
コ
ン
ト
の
時
代
コ
ン
ト
の
生
涯
新明正道署『オーギュスト・コン
〔法政大学附属図書館蔵〕
お
い
て
は
、
理
想
社
会
の
企
図
、
お
よ
そ
コ
ン
ト
の
思
想
に
お
い
て
問
題
と
な
り
う
る
も
の
に
は
一
応
ふ
れ
たという（「緒言」）。
瀞
水
幾
太
郎
童
社
会
と
個
人
ｌ
祉
会
学
麟
立
史
〔
上
巻
］
」
（
刀
江
書
院
、
昭
和
十
年
派
。
』ト
月
）
の
「
第
一
宰
早
社
会
学
成
立
に
関
す
る
諸
見
解
」
に
、
コ
ン
ト
の
名
が
散
見
す
る
。
コ
ン
ト
は
社
会
学
な
る
名
称
を
作
り
且
つ
最
初
に
体
系
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
は
れる。若しも社会学なる言葉を文字通りに考へれば一般に社会に関する学問と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
コ
ン
ト
に
於
い
て
は
唯
か
か
る
一
般
的
な
規
定
が
含
ま
れ
て
い
わ
れ
をるのではなくして実際は社〈蚕の自然科学的研究としての社今云物理学の調に外
な
ら
な
い
。
338（71）
わ
た
本田喜代治著『コント研究その生涯と学説』（芝書店、昭和十年十円、）は、「過去数年間に亙るわたしのコント研究の一応の総決算であって」
と、「序」のなかでのべている。日本大学社会学科の機関誌『社会学徒』（第七巻第六号、昭和八年六月）から連載をはじめ、同誌第七巻十二号、
昭和八年十二月）をもって完結した。が、その後、大体的に手をくわえ、面目を一新して一書としたものである。同書について馬場明男は「現在
の
わ
が
国
で
は
コ
ン
ト
に
関
す
る
も
の
で
高
い
水
準
に
置
か
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
そ
の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ちなみに哲学者の三木清は、同書を所持していた（法政大学附属図書館「三木文庫」蔵）。同書は一一一九三頁もある大著である。内容を大別すれ
ば
ｌ
、
阿
閉
吉
男
、
那
須
宗
一
共
訳
『
ハ
ン
ス
，
フ
ラ
イ
ヤ
ア
社
〈
す
る
短
章
が
あ
り
、
コ
ン
ト
の
実
証
社
会
学
に
ふ
れ
て
い
る
。
し
い
こぐふく薑
社
会
学
は
先
づ
混
乱
と
恐
意
と
の
精
神
を
認
識
の
精
神
に
依
っ
て
克
服
－
し
、
社
会
構
成
の
確
固
た
る
規
範
を
基
礎
付
け
る
で
あ
ら
う
。
Ｇ１:!｡評弘縣》』麩跡切蕊軒俺彫ハハ囚
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フ
ラ
イ
ャ
ァ
社
会
学
』
（
雄
風
館
書
房
、
昭
和
十
年
八
月
）
に
、
「
第
二
節
英
仏
社
会
学
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
」
と
題
鱗iil繁儒
縦〆
Ｌ・Ｒ,
本多喜代治著『コント研究~その生涯と学説』。
〔法政大学付属図書館蔵〕
山
田
吉
彦
訳
『
未
開
社
会
の
思
惟
』
（
小
山
書
店
、
昭
和
十
年
七
月
）
は
、
レ
ヴ
ィ
・
ブ
リ
ュ
ー
ル
の
著
述
椚
陽
専
胃
昏
園
冒
曾
員
③
い
＆
§
い
』
図
与
＆
図
肝
貴
司
乱
賢
愚
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
緒
論
ニ
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト」において、著者はつぎのように語っている。
コ
ン
ト
は
或
る
意
味
で
は
心
的
機
能
の
実
証
科
学
の
唱
道
者
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
率
先
認
め
、
そ
し
て
こ
れ
は
社
会
学
的
な
一
科
学
で
あ
る
と
立
証
し
た
功
績
は
、
彼
に
大
半
認
む
く
き
で
あ
ら
う
が
、
し
か
し
彼
は
こ
の
科
学
の
要
求
す
る
諸
々
の
事
実
研
究
を
企
て
な
か
っ
た
。
(72）３３７
日本におけるオーギュスト・コント
こ
の
あ
と
人
間
知
識
の
発
達
の
三
段
階
、
実
証
哲
学
、
社
会
理
論
に
ふ
れ
て
い
る
。
雑
誌
『
思
想
特
輯
フ
ラ
ン
ス
哲
学
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
）
に
、
田
辺
壽
利
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
哲
学
と
社
会
学
と
の
交
渉
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
哲
学
と
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
と
の
相
互
的
交
渉
を
、
過
去
お
よ
び
現
在
の
両
方
面
に
わ
た
っ
て
吟
味
す
る
意
図
を
も
っ
て
執
筆
し
た
も
の
と
い
う
のである。
（「附言」）。
川
辺
喜
三
郎
署
『
社
会
学
綱
要
』
（
敬
文
堂
書
店
、
昭
和
十
一
年
五
月
）
の
「
第
二
節
社
会
学
の
発
生
」
は
、
社
会
学
の
始
祖
コ
ン
ト
の
業
績
の
要
点
を
瞥
見
し
た
も
コントは原来自然科学者であり、数学と天文学とが専門であったが、早くから深い社会科学的興味をもち、社会問題の研究を従来の思弁哲学的方法か
た
づ
ら
離
れ
、
自
然
科
学
的
実
証
法
に
依
り
て
正
確
に
解
釈
し
得
べ
き
必
然
法
則
の
発
見
を
企
て
、
そ
し
て
此
の
研
究
を
最
初
社
会
物
理
学
と
名
附
け
、
後
に
社
会
学
と
〈
叩
名
し
た
。
ひ
っ
き
ょ
う
コントによってはじめて組織化され体系づけられたフランス社会学は、畢寛するにカルテジァーースムすなわち合理主義哲学の所産である。なぜならコ
ント社会学は、一方に於いてアンシクロペディストの科学的精神、他方に於いてモンテスキュ及びコンドルセの社会研究を仮定するものであるが……
第第
附二一序
録部部一オ
オ
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
そ
の
時
代
及
び
そ
の
思
想
…
…
レ
ギ
・
プ
リ
ウ
ル
ニ
文
献 生涯
と
労
作
学
説
と
傾
向
336（73）
宮
島
真
一
箸
『
西
洋
哲
学
史
綱
要
』
（
文
進
堂
、
昭
和
十
七
年
六
月
）
は
、
西
洋
哲
学
の
歴
史
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
「
第
十
章
第
十
九
世
紀
の
哲
学
第
一
節
フ
ラ
ン
ス
哲
学
」
に
、
社
会
学
の
創
始
者
と
し
て
の
コ
ン
ト
、
人
道
教
（
人
類
教
と
も
い
う
）
に
つ
い
て
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
清水幾太郎の「コントに於ける歴史的方法に就いて」（『歴史』二月号所収、白楊社、昭和十二年二月）は、コント流の社会学の有効な研究方法
ｌ
事
物
の
観
察
と
実
験
と
比
較
に
つ
い
て
語
っ
た
論
文
の
よ
う
だ
．
こ
れ
は
論
点
が
複
雑
に
入
り
ま
じ
っ
て
い
て
、
わ
か
り
に
く
い
論
文
で
あ
る
．
疵針曄難シ沖淨釧錘妙群『価値社会学』（三笠書房、昭和十二年六月）は、「訳者序」においてコントにふれている。
時野谷常三郎署『［
ン
ト
ヘ
の
言
及
が
あ
る
。
松本潤一郎著『社会理論』（日光書院、昭和十七年十二月）の「前篇社会学思潮一学祖コント」において、著者はコントの哲学思想の慨
コ
ム
ト
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
数
学
者
に
し
て
社
会
学
の
創
始
者
、
モ
ン
ペ
リ
エ
に
生
ま
る
。
一
八
一
六
年
以
後
パ
リ
に
在
り
、
一
八
二
○
年
サ
ン
シ
モ
ン
と
識
り
、
思
想
的感化を受く。
フ
ラ
ン
ソ
ァ
Ⅱ
ビ
ー
ル
Ⅱ
ギ
ゾ
ー
は
仏
国
の
政
治
家
で
あ
り
、
歴
史
家
で
あ
り
、
コ
ム
ト
の
実
証
主
義
哲
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
実
証
主
義
的
歴
史
理
論
を
樹
て
、
歴
史
の
推
移
を
具
体
的
に
個
々
の
事
実
の
帰
納
的
方
法
に
依
っ
て
研
究
す
る
と
い
ふ
態
度
を
と
っ
た
。
Ｃ
実
に
コ
ン
ト
に
よ
る
社
会
学
の
生
誕
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
混
沌
た
る
思
想
的
無
秩
序
状
態
に
一
定
の
道
徳
的
秩
序
を
与
へ
、
人
種
社
会
の
帰
趨
を
啓
示
し
、
以
っ
て
之
を
救
済
せ
ん
と
し
た
偉
大
な
る
聖
業
で
は
な
か
っ
た
か
。
人
道
教
は
最
初
コ
ム
ト
の
熱
心
に
動
か
さ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
多
少
の
信
者
を
得
た
が
、
遂
に
さ
し
た
る
勢
力
を
得
る
に
至
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
『
日
本
新
文
化
史
明
治
時
代
、
』
（
内
外
書
籍
株
式
会
社
、
昭
和
十
七
年
二
月
）
の
「
第
八
章
学
術
の
進
展
第
二
節
精
神
科
学
」
に
、
．
(74）３３５
日本におけるオ ギュスト コン
要をかなりくわしく伝えている（一一一～三三頁）。
と語っている。
桑
木
厳
拠
耕
『
明
治
の
哲
学
界
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
十
八
年
三
月
）
の
「
二
西
川
の
哲
学
」
は
、
西
川
の
コ
ン
ト
学
習
に
ふ
れ
て
い
る
。
雌
薩
二
瀞
『
西
洋
近
仙
哲
学
史
ｌ
カ
ン
ト
よ
り
塊
化
ま
で
二
業
之
日
水
社
昭
和
十
八
年
七
月
）
の
「
鋤
十
一
燕
爽
誠
韮
護
と
新
カ
ン
ト
学
派
節
一
節
フ
ラ
ン
ス
の
壽
主
義
ｌ
コ
ン
ト
」
に
お
い
て
篝
者
は
コ
ン
ト
の
麟
史
的
灌
そ
の
義
コ
ン
ト
の
認
識
論
（
三
職
階
）
、
コ
ン
ト
の
祉
臺
コ
ン
ト
の
掌
河合弘道箸「日本社会学原理』（昭森社、昭和十八年一月）に、コントの名が散見する。が、社会学の命名者コントについては、
ｕ
い
ｄ
い
め
い
じ
社
会
学
の
柵
と
い
は
れ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
は
、
彼
の
学
山
ｕ
体
の
新
生
性
の
た
め
に
初
め
は
社
会
物
皿
学
と
い
ふ
名
砕
を
加
案
し
た
が
後
に
は
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ら
く
ば
く
ャ誠川すなわちソシュウスとロゴスを竹木式に接合してソシオロジーといふ折しい名称を柵逃している。これが初めて日本に輸入された場〈ｍにも、それ
が日本に於いて未だなかったといふことのために柧灯なる馴訳上の工夫がなされた筈である。
つ
ひ
た
し
」
へ
ば
、
交
際
学
、
世
態
学
な
ど
が
一
度
は
Ⅲ
ひ
ら
札
遂
に
今
日
の
や
う
に
社
会
学
と
い
ふ
名
辞
が
一
般
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
の
思
想
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
釛
乱
中
か
ら
生
れ
た
社
会
主
淡
思
想
と
、
旧
制
度
に
根
ざ
す
反
助
的
な
法
王
至
上
主
義
の
潮
流
の
影
稗
を
受
け
て
発
展
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）
コ
ン
ト
は
哲
学
を
も
っ
て
、
個
灯
の
科
学
の
研
究
成
果
を
商
い
統
一
見
地
に
お
い
て
綜
合
す
る
鮒
神
祇
勅
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
当
辮
此
鬮
（
オ
ラ
ン
ダ
ー
引
川
者
）
に
於
て
鱗
コントの生理学を叙述したる「生性発溌』、
一
方
に
学
の
統
一
を
図
り
、
他
方
に
は
之
に
よ
っ
て
社
会
を
も
統
一
せ
ん
と
す
る
所
に
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
に
於
て
期
す
る
所
を
示
し
て
居
る
。
に
於
て
盛
名
の
あ
っ
た
オ
プ
ゾ
ー
メ
ル
を
通
し
て
仏
蘭
西
の
コ
ン
ト
や
英
吉
利
の
ベ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
等
の
哲
学
説
に
私
淑
し
た
。
334（75）
田
辺
壽
利
著
『
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
』
（
野
村
書
店
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
）
は
、
岩
波
書
店
の
「
大
思
想
文
庫
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
旧
版
「
コ
ン
ト
実
証
哲
学』（昭和十年九月）の改訂増補版である。旧版における行文および字句に相当修正をくわえ、固有名詞の誤読を正したという（「はしがき」）。
佐
藤
慶
二
箸
『
文
化
社
会
学
』
（
霞
書
房
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
）
の
「
一
文
化
社
会
学
と
知
識
社
会
学
一
イ
デ
ー
的
態
度
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
態
度
」
に
、
．
藤
平
武
雄
箸
『
近
代
哲
学
史
』
［
改
訂
増
補
版
］
（
二
見
書
房
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
）
の
「
第
二
篇
カ
ン
ト
及
び
カ
ン
卜
以
後
の
哲
学
第
六
章
コ
ン
ト
と
実
証
論
」
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
実
証
主
義
の
代
表
者
と
し
て
コ
ン
ト
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
の
こ
と
、
人
間
の
知
識
の
三
段
階
の
発
達
、
社
会
学
の
創
唱
者
コ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
く
ら
れ
て
い
る
。
批
評
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
新
明
正
道
編
『
社
会
学
辞
典
』
（
河
出
書
房
、
昭
和
十
九
年
八
月
）
の
「
社
会
学
」
の
項
目
に
、
コ
ン
ト
が
み
ら
れ
る
。
社
会
学
は
十
九
世
紀
の
前
半
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
学
問
的
体
系
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
最
初
の
体
系
は
社
会
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
象
を
全
体
的
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
点
で
所
謂
綜
合
的
社
会
学
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
…
．
．
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
は
形
而
上
学
に
敵
対
す
る
実
証
主
義
、
即
ち
一
種
の
根
本
的
経
験
論
、
一
面
的
な
経
験
哲
学
、
を
樹
立
し
た
。
し
か
コ
ン
ト
は
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
力
強
い
味
方
を
発
見
し
、
然
も
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
ー
等
の
外
国
に
於
い
て
も
実
証
主
義
協
会
が
結
成
さ
れ
た
。
最
近
人
々
が
フ
ラ
ン
ス
の
旧
教
党
内
に
於
い
て
さ
へ
も
コ
ン
ト
に
復
帰
し
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
権
威
及
び
教
権
制
を
彼
が
高
く
評
価
し
て
届
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
ふ
へ
ん
コントの本来的な目的は人間社会全体の改革であった。そして、此の円、的達成のために彼は一切の生活活動を支配する普遍妥当の原理を要求した。
社会学②。Ｑ○一・四のと云ふ言葉はコントの自製にか。るものであった。その意味からすれば、所謂社会学の創唱者はコントである。
(76）３３３
日本におけるオーギュスト・コント
厩;’
'1(鞭溺ノ
､：識
ルメ．､７．．
哲．
～學，
の箸
ｉ賞……
脳
川
外
署
『
低
学
舌
覚
諜
』
（
鳳
文
諜
林
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
）
に
「
オ
ー
ギ
鯉
ス
ト
・
コ
ン
ト
秘
話
ｌ
カ
ロ
リ
ー
ヌ
と
ク
ロ
テ
！
‐
ル
ド
」
の
一
蹴
が
あ
り
、
こ
の
な
か
で
耕
者
は
、
コ
ン
ト
の
学
川
的
休
業
の
う
ら
に
あ
っ
た
不
幸
な
納
蛎
と
術
ま
し
い
恋
愛
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
ントの社会学の特徴にふれた文章がある。
日本社会学会編『社会学研究（麺一蹄）』（高山書店、昭和二十二年十二月）の「論説社会学と社会学主義」（尾高邦雄）に、コントの名が散見する。
“
ｋ
に
ん
上
勿
彼（コント）は、遂に神の代りに人緬を県排し人緬の災現として女人を礼杯するに発ったのである（‐Ⅲ‐略）。「人道教」の祭岨に祀られる「川刀性の守
護神・人道の布教者」としての女人は、型クロティールドその人のイデアにほかならなかったのである。
ざ
８
コ
ン
ト
の
社
会
学
の
本
来
の
傾
城
は
知
識
社
会
学
で
あ
っ
た
と
他
に
沸
か
れ
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
と
同
時
に
コ
ン
ト
の
社
会
学
は
単
に
知
識
に
ば
か
り
で
は
な
く
、
社
会
の
一
切
の
現
象
に
桁
向
す
る
実
証
的
科
学
で
あ
っ
た
。
いく
野
村
杏
店
、
版
１
Ｊ
４
千
．
．
一
・
丁
｛
辺涛利柊『コントの実証Ivi学｣。
松
本
淵
一
郎
鵜
『
全
訂
現
代
社
会
学
説
研
究
』
（
乾
元
社
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
）
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
川
行
の
全
訂
新
版
で
あ
る
。
同
書
の
「
節
二
部
伽
向
三
仏
蘭
西
社
会
学
の現況」に、コントのことが出てくる。
学
史
は
狭
々
の
科
学
に
す
く
な
く
と
も
三
つ
の
繁
栄
の
時
川
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
Ｍ
な
ぱ
唯
（
中
略
）
社
会
学
が
社
会
改
造
の
皿
論
と
し
て
縦
“
し
く
蕨
賜
し
た
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
１
の
時
代
は
そ
の
節
一
の
場
合
で
あ
り
…
…
332（77）
ぬ
ぐ
戸
田
武
雄
箸
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
批
判
』
（
鱒
書
房
、
昭
和
一
一
十
一
一
一
年
五
月
）
の
「
一
一
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
練
る
社
会
学
史
」
に
、
社
会
学
の
父
コ
ン
ト
の
こ
と
が
す
こ
し
出
て
く
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ン
ト
哲
学
の
継
承
者
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
赤
神
良
譲
著
『
環
境
社
会
学
』
（
竹
井
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
）
の
「
第
一
章
環
境
社
会
学
の
概
念
」
に
八
〃
環
境
〃
と
い
う
語
の
生
み
の
親
と
し
て
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
帆足理一郎署『哲学概論』（野口書店、昭和二十三年十一月）の「社会学第二節社会学的研究の発達」に、コントの名が散見する。
平井新著『近代社会思想史』（慶友社、昭和二十三年六月）の「総論社会主義発展の論理」に、コントの三段階の法則についての短章がある。
「
社
会
学
は
仏
蘭
西
的
科
学
で
あ
る
」
と
は
、
社
会
学
の
祖
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
を
生
ん
だ
仏
蘭
西
の
誇
り
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
社
会
学
を
樹
立
す
る
に
当
っ
て
、
「
予
見
し
行
動
せ
ん
が
為
め
に
識
ら
ん
と
す
」
と
い
ふ
標
語
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
は
仏
蘭
西
社
会
学
の
一
つ
の
特
質
を
雄
弁
に
表
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
社会学なる名称も概念も、十九世紀の半ば、フランスの碩学コムトによって創始されたものであるが、その論件は古代から哲学者達の注意を払ってい
ぎ
わ
と
５
人
類
精
神
の
全
般
的
発
展
を
極
め
て
明
快
に
捉
え
て
い
る
も
の
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
「
一
一
一
段
階
の
法
則
」
で
あ
る
。
「環境」（冨曰］】のロ・同ロヨ【○口目のロ【）とは、「周囲の全影響」を意味するものであり、オーギュスト・コムトによって創作された術語である。
・
そ
ニ
コントのソジオロジーなる一一一一脚葉は英国に渡って、其処でジョン・スチュア１ト・ミルとハーバート，スペンサーとによって一般化された。
(78）３３１
日本におけるオーギュスト・コント
斎藤道太郎編『社会科事典第四巻』（平凡社、昭和二十四年二月）の「シャヵィ社会」の項目に、コントの実証主義的社会概念についての
説明がある。
細野武男箸『社会学の反欄１－第三の社会皿論・社会学』（法律文化社、昭和二十四年三川）に、「Ⅱコントの綜合社会学」に関する詳論があ
る（四五～七四頁）。著者はこのなかでコント略伝、進歩の理論、三段階の法則、科学分類法、コントの科学評批判その他について論じている。
コントは思想的にテュルゴーやコンドルセに示唆をうけたのであるが、「他の歴史上名を残せる思想家とおなじく、歴史の子である」という。
尾
高
邦
雄
署
『
社
会
学
の
本
質
と
課
題
上
巻
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
四
年
四
月
）
の
「
第
二
章
社
会
学
史
の
三
段
階
第
一
節
社
会
学
の
起
源
決
定
の
問
題
三学柵コント」において、著者はコントを社会学史の起点とするⅧ巾を三つかかげている．まずＩ
と
い
っ
た
の
ち
、
そ
の
醗
巾
を
つ
ぎ
の
三
点
に
み
い
だ
し
た
．
節
一
の
班
山
ｌ
コ
ン
ト
が
社
会
学
の
命
名
満
で
あ
っ
た
こ
と
．
第
二
の
皿
巾
ｌ
コ
ン
ト
が
述
会
学
と
呼
ば
れ
る
梁
間
の
鹸
初
の
瓢
欝
で
あ
っ
た
こ
と
．
鋼
三
の
醗
巾
Ｉ
コ
ン
ト
が
市
民
礼
金
の
醗
繍
を
経
験
科
学
的
に
、
す
な
わ
ち
喪
誠
的
に
朧
成
し
、
あ
る
い
は
す
く
なくとも構成しようとした十九世紀の学者、思想家のなかで妓初のひとりであったことである。
辻黛瓢『社会の患織について』（創元社、昭和二十四年四Ｎ）は、コントの初期の論文二篇Ｉ
た処である。
コントの実証主義に基く社会概念について。オゥギュスト・コント実証主義に基いて社会に関する独自の学問を建設し、之を「社会学」の。、一・一○四．
あ
い
つ
づ
と命名し、斯学の刀によってフランスの相続く革命によるフランス社会の混乱と非常時局の危機を救護し、社会の再組織を念願した。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ところで通説に従えば、社会学はオーーギュスト・コントにはじまる。そこでわれわれの社会学史もまたコントから、あるいはすくなくともコントの時
代からはじめられなければならない。
330（79）
を
反
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
論
文
の
再
組
織
論
（
１
一層の発展がみられるものという（「訳者序」）。
水
川
喜
代
恰
霧
『
コ
ン
ト
聯
究
ｌ
そ
の
推
雌
と
菫
（
小
石
川
書
陽
蝋
和
二
十
四
年
五
月
）
は
お
な
じ
書
調
の
旧
版
（
芝
震
昭
和
十
年
十
月
）
の
饗
を
新
に
し
た
再
刊
で
あ
る
。
再
刊
に
つ
い
て
の
山
崎
正
一
に
よ
る
書
評
が
、
雑
誌
『
理
論
』
第
十
号
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
）
に
の
っ
て
い
る
。
南
博
著
『
社
会
心
理
学
社
会
行
動
の
基
礎
理
論
』
（
光
文
社
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
）
の
「
序
論
第
一
章
社
会
心
理
学
の
成
立
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
」
に
、
．
南
博
著
『
社
会
心
理
学
ン
卜
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
泉端一署「社会学講義資料ｌ或る山村のモノグラフ』（敬文堂、昭和二十五年四月）の「まえがき」に、コントへの言及がみられる。
み
な
も
と
社会心理学の第一一の源は、コムト以来のフランス社会学である。コムトは、一八一一一○年’四二年にかけて発表した「実証哲学講義」を中心に当時さ
かんであった内省心理学に極力反対し、その意味で心理学を諸科学の系列から排外した。しかし彼は心理過程が一部は生物学により、一部は社会学によ
っ
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
た
点
で
、
生
理
的
心
理
学
と
社
会
心
理
学
と
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
予
想
し
た
と
い
え
る
。
社会学の誕生は一般に一八五一年、皆堀口の芹の０．日【のが彼の必生の大著「実証政治学体系」の出版を完成した時と見られている。
第
一
部
科
学
及
び
科
学
者
に
関
す
る
哲
学
的
考
察
社
会
再
組
織
に
必
要
な
る
科
学
的
工
作
案
一
序
論
二
概
説
（
一
八
二
二
年
五
月
執
筆
）
は
未
刊
に
お
わ
り
、
第
二
論
文
は
第
一
の
論
文
と
類
似
点
が
あ
る
が
、
コ
ン
ト
の
思
想
の
(80）３２９
本におけるオーギュス ・コン
が
の
っ
て
い
る
。
高山峻著「フランス実証主義哲学』（創元社、昭和二十五年九月）の「第二章実証主義の創始者オーギュスト・コント」は、コントの実証
的
、
科
学
的
態
度
、
人
知
発
展
の
三
段
階
、
人
道
教
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
てくる。
高桑純夫編『近代の思想』（毎日新聞社、昭和二十五年十二月）の「四フランスコント」に、コントの人と実証哲学についての平易な解説
新川正道、大道安次郎他編『社会思想史辞典』（創元社、昭和二十五年十月）の「フランス啓蒙思想」（新村猛）に、コントの名が出てくる。
高川保馬著『社会科学通論』（有斐閣、昭和二十五年六Ⅱ）の「第一部社会科学の性質第一章社会科学の多義性」に、コントのことが川
築き上げられた。
オーギュスト・コントは災証主義の体系の典の創始洲である。十九世紀後半以来現今に至るまで経験的尖証主義の一大思潮の雌も特徴ある局而
や
変
遷
の
す
べ
て
の
深
い
源
泉
は
彼
の
う
ち
に
こ
そ
兄
川
さ
れ
る
。
ダランベール、コンドルセ等は実証主義的学風の創始者であり、殊に後の二者とテュルゴーはコントの社会学樹立に寄与した。
社会科学の理論いはば社会科学の方法論ロ］のｓ○二・］・迫。｛⑪。Ｑ四房Ｑ①。ｇ酸の輪郭は、オオギュスト。コント及びジョン・スチュアァト・ミルによって
（コントは）ゾラが小説で企てたような力法で「社会学」を科学として作り上げようと努力したのでした。サン・シモンのみつけた、「神学」「形而上
328（81）
巾
Ⅲ
孫
一
箸
『
フ
ラ
ン
ス
思
想
史
ｌ
思
想
の
鑿
（
霧
秋
社
昭
和
二
十
六
年
六
月
）
に
、
「
コ
ン
ト
」
の
慰
章
が
あ
る
．
こ
の
中
で
篝
蒋
は
コ
ン
ト
小
侭
人
智
進
歩
の
三
段
階
、
科
学
の
分
類
法
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
著
者
は
コ
ン
ト
哲
学
の
欠
点
の
一
端
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
が散見する。
篠
原
助
市
著
『
哲
学
新
講
附
東
西
哲
学
思
想
の
発
展
』
（
宝
文
館
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
）
の
「
第
六
章
社
会
第
一
社
会
と
社
会
意
識
」
に
、
コ
ン
ト
の
名
速水敬二編『哲学研究提要』（第一出版株式会社、昭和二十六年四月）に、コントについての短い記事がある。
コントの哲学は、実証精神としては各方面に現われた気運の統一であるが、前に略述したやうなコント自身の実証哲学は、恐らく著作の上で文学的才
能をやや欠いていたことや、川語の上で、その読者が自然科学の知識をある程度待っていなければならないことなどで認められる時期は遅れた。けれど
も
そ
の
影
響
は
、
広
く
考
へ
る
と
実
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
コントの社会学はこの前提から生れた。社会の改革を果し、社会的混乱を救うには一般的原理を自然科学同様の精密学によって樹てる必要がある。
この社会学の建設を、目的とするものが実証哲学である。学問は神学より形而上学、さらに実証科学へ発展する。
そして実証科学のうち社会学は最も複雑な、従って高次の段階である（《実証哲学》）。コントのこの学説はまさに一九世紀という時代をよく表現せる
ものと言わねばならない。後年彼は一砿の宗教、神なき宗教、人道教を説いた（《実証的政治体系》）。
学」「実証」といふ人類知識の三つの段階、この道順をあとづけることからコントは川発したのです。
す
で
コ
ン
ト
は
巳
に
社
会
は
一
稲
の
有
機
体
（
「
集
合
的
有
機
体
」
）
で
あ
る
と
し
た
…
．
：
コ
ン
ト
は
実
証
論
の
立
場
か
ら
、
抽
象
性
と
具
体
性
と
の
度
に
応
じ
て
科
学
の
一
元
的
分
類
を
試
み
…
…
(82）３２７
本におけるオ ギュスト コント
斎
藤
山
五
郎
箸
『
哲
学
史
概
説
』
（
厳
翠
堂
書
店
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
）
の
「
第
四
章
近
世
哲
学
第
三
節
一
八
～
一
九
世
紀
の
哲
学
第
三
実
証
主
義
の
哲
学」に、「サン・シモンとコント」と題する短章がある。
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
論
じ
た
も
の
だ
が
、
コ
ン
ト
社
会
学
の
紹
述
背
節
一
号
と
し
て
の
四
の
位
慨
は
不
変
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
西
に
よ
る
コ
ン
ト
社
会
学
の
輸
入
紹
介
い
で
た
が
し
出隆、柳川謙十郎他編『哲学入門辞典」（岩崎書店、昭和一一十七年一一一月）に、社会学の命名者コント、人間の共同社会の全体を包括的に研究し
よ
う
と
し
た
コ
ン
ト
が
川
て
く
る
。
七
年
六
Ⅱ
）
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
す
ぐ
れ
た
論
文
で
あ
る
．
こ
れ
は
Ｉ
鼎
繍
利
雄
の
而
治
初
期
に
お
け
る
Ⅲ
木
社
会
学
前
史
の
難
ｌ
祉
会
学
希
と
し
て
の
幽
川
と
コ
ン
ト
の
素
圭
（
「
大
倉
山
論
難
鯛
一
璽
所
収
、
昭
和
二
十
コ
ン
ト
の
師
で
あ
り
、
且
つ
彼
の
実
証
哲
学
に
多
く
の
影
響
を
与
え
た
社
会
主
義
者
サ
ン
・
シ
モ
ン
こ
そ
革
命
後
の
混
沌
た
る
フ
ラ
ン
ス
に
「
社
会
」
を
発
見
し
、
実
証
的
に
社
会
改
革
へ
の
道
を
開
拓
し
、
コ
ン
ト
実
証
哲
学
発
展
へ
の
契
機
を
な
し
た
。
か
か
る
綜
合
社
会
学
の
代
表
洲
と
し
て
は
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
を
挙
げ
る
こ
と
が
Ⅲ
来
る
が
、
現
在
で
は
こ
の
典
剛
を
支
持
す
る
も
の
は
怖
無
で
あ
る
（
大
近
安
次
郎
）
。
二
明
治
維
新
と
祥
学
文
化
受
容
の
態
度
三
西
周
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
１
１
コ
ン
ト
実
証
主
義
の
輸
四
社
会
学
者
と
し
て
の
西
周
と
明
治
社
会
学
史
の
段
階
序論（本論の目的）
明
治
維
新
と
祥
学
文
化
受
容
の
態
度
西
周
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
１
１
コ
ン
ト
実
証
主
義
の
輸
入
326（83）
蔵内数太著「社会学概論』（培風館、昭和二十八年六月）の「第四章日本における社会学の移植第四節社会学の移植」において、著者は
たびたびコントに一一冒及している。
馬場明男署涙漸社会学」（時潮社、昭和二十七年九月）の「第一篇社会学の成立と発展第一章社会学の成立五オーギュスト。コン
トの社会学」に、コントについての短章がある。フランス革命によって根底から破壊されたものは、絶対主義王制であった。それにつづく十数年
は
社
会
不
安
と
混
乱
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
と
、
麻
生
義
輝
著
『
近
世
日
本
哲
学
史
」
（
一
二
六
～
一
二
高
田
保
馬
著
「
社
会
学
」
（
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
七
年
ｈ
ン
ト
の
社
会
学
を
評
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
と
は
賛
言
を
要
し
な
い
。
は
、
コ
ン
ト
の
原
書
に
依
ら
ず
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
１
・
ル
イ
ス
や
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ミ
ル
の
コ
ン
ト
論
な
ど
、
英
書
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
ざ
近代社会学の鼻祖オーギュスト・コントは》」の不安と混乱の原因を実証主義的科学学問と精神の欠如に板していた（「自序」）。
彼の遺書目録の中にはコント実証主義の英訳書及びミルのコント論や論理学体系、独訳全集、その他の文献が数多く見出される。
コントは社会学の始祖と云われ、数学・天文学・物理学・化学・生物学につぐ実証哲学の最後の部門として社会学を樹立した。
コントの社会学は社会を一つの全体として、従って政治、法律、経済、道徳などの各方面を包括的に研究する学問である。
（一二六～一二七頁）を参照しのべている。
昭
和
二
十
七
年
九
月
）
の
「
第
一
部
社
会
学
第
一
章
社
会
学
の
変
遷
」
に
、
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
著
者
は
、
．
(84）３２５
日本におけるオーギュス ・コント
鳥
井
博
郎
著
『
明
沿
思
想
史
」
（
河
川
書
房
、
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
）
の
「
第
四
章
明
治
哲
学
史
の
概
観
第
一
節
官
僚
学
者
の
哲
学
的
蒋
蒙
活
動
」
に
、
西
周
が
登
場
す
る
が
、
著
者
は
西
と
の
か
ら
み
で
コ
ン
ト
に
ふ
れ
て
い
る
。
古
野
清
人
訳
第
一
章
みられる。
串
田
孫
一
編
『
哲
学
辞
典
』
（
河
出
書
一
尻
、
昭
和
三
十
年
一
月
）
は
、
河
川
文
庫
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
こ
の
中
に
コ
ン
ト
が
出
て
く
る
。
ガストン．プートゥール署『社会学史』（白水社、昭和二十九年七月）は、クセジュ文庫のうちの一冊である。同書の「第一篇社会学の発生と先駆者
古
野
清
人
訳
第一章社会学的諸体系」に、社会学の創設者としてのコント、知的発展の一一一段階の法則、人類教、コントの弟子とその哲学についての一一一一口及が
学
分
類
論
に
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
二
七
九
八
’
一
八
五
七
）
彼
は
異
論
な
し
に
現
代
社
会
学
の
建
設
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
と
い
う
名
は
彼
が
創
造
し
た
。
社
会
学
は
明
白
な
研
究
対
象
を
も
つ
科
学
で
あ
る
。
総
体
の
中
に
お
け
る
社
会
的
存
在
が
こ
れ
で
あ
る
。
コ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
社
会
は
す
べ
て
の
生
き
た
人
間
と
す
べ
て
の
死
ん
だ
人
間
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
死
ん
だ
人
間
は
す
べ
て
子
孫
た
ち
の
思
考
の
中
に
生
き
て
い
る
。
彼
（
西
川
）
の
低
学
的
思
想
の
淵
源
は
コ
ン
ト
、
並
に
ミ
ル
の
実
証
主
義
で
あ
っ
た
。
な
ら
コ
ン
ト
に
倣
っ
て
、
彼
も
ま
た
、
哲
学
を
も
っ
て
一
切
の
経
験
的
科
学
を
統
一
す
る
学
で
あ
り
、
「
百
学
の
学
」
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
｝
」
の
見
解
は
彼
の
価
学
の
基
礎
に
横
わ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
彼
の
最
も
強
調
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
西
も
そ
の
思
想
は
極
め
て
経
験
主
義
的
で
、
コ
ン
ト
の
思
想
の
日
本
へ
の
最
初
の
紹
介
者
で
あ
っ
た
。
就
中
、
西
は
西
洋
的
な
科
学
的
・
組
織
的
研
究
を
重
ん
じ
、
コ
ン
ト
の
科
コ
ン
ト
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。
数
学
者
で
社
会
学
の
創
始
者
。
モ
ン
ペ
リ
エ
に
生
ま
れ
、
一
八
一
六
年
以
来
パ
リ
に
在
り
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
思
想
的
感
化
を
う
け
た
が
、
シ
324（85）
ヨ
橋
大
学
研
究
年
報
社
会
学
研
究
１
二
頁
）
が
掲
繊
さ
れ
て
い
る
．
内
容
は
Ｉ
、
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
纂
「
明
治
文
化
史
第
四
巻
思
想
・
言
論
編
」
（
洋
々
社
、
昭
和
一
一
一
十
年
三
月
）
の
「
第
二
章
一
八
七
○
年
よ
り
一
八
八
○
年
に
至
る
」
に
、
西
と
コ
ン
ト
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の
行
文
が
み
ら
れ
る
。
嚇岫“子著『加世紀アメリカ社会学の展望』（一古堂書店、昭和三十年十一月）の「第一章社会学の出発（一九○五年～一九一八年）第二節
コ
ン
ト
及
び
ス
ペ
ン
サ
ー
の
影
響
」
に
、
コ
ン
ト
が
す
こ
し
冊
て
く
る
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
社
会
学
の
父
祖
と
し
て
、
ひ
ろ
く
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
社
会
の
再
編
に
必
要
な
科
学
を
求
め
よ
う
と
す
る
企
て
か
ら
実
証
哲
学
を
究
明
し
、
そ
の
究
明
の
問
題
点
に
「
実
証
主
義
に
基
く
社
会
学
」
を
観
よ
う
と
試
み
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当幟の（初期のｌ引用鴇）のアメリカの祉会学識のうち、少くとも、コント及びスペンサ「の讓作を通読しなかったものは、まずあるまいと鵬われ
よ
う
ら
ん
る。既にコントは、アメリカ社会学の揺藍期前、即ち南北峨争以前に、社今呑学の足がかりをアメリカの土壌に与えており、またスペンサーも内戦後には、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
ラ
ッ
ッ
ェ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
と
並
ん
で
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
歴
史
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
西のコントに対する関係を明瞭に示しているのは、西の最も丹念な研究と云ってよい「生性縫繩」（非細牝権）であるが、この論文はその第一編「源二
さがのぽ
「
］
ン
卜
脈
リ
宗
ヲ
開
ク
」
に
於
て
は
西
洋
哲
学
史
の
大
体
を
語
り
、
コ
ン
ト
の
占
め
る
位
置
を
論
じ
、
次
に
そ
の
第
二
編
「
坤
度
氏
の
生
体
学
」
に
於
て
は
そ
の
名
の
示
す
如
く
コ
ン
こ
う
；
ま
さ
あ
き
卜の嵐。」◎ぬ】のを詳しく紹介し、必寛コント研究と呼ばるべきものなのである（筆者は高坂正顕、一一一頁）。
モ
ン
が
宗
教
に
傾
く
に
及
び
断
交
。
ｌ』（勁草書一房、昭和三十一年三月）に、古賀英三郎の長編論文「コント社会学の基本構造」（一四七～三○
(86）３２３
日本におけるオーギュス ．コント
『岩波西洋人名辞典」（岩波書店、昭和一
以
下
人
と
思
想
に
つ
い
て
解
説
を
あ
た
え
て
い
る
。
大
道
安
次
郎
署
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
源
流
Ｉ
であった。
で
あ
る
。
著
者
が
、
こ
の
論
文
を
執
筆
す
る
と
き
の
観
点
と
し
た
も
の
は
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
が
、
ど
の
よ
う
な
思
想
的
、
理
論
的
な
構
造
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
大
遁
安
．
次
郎
著
如鈩漂歩蕪》旦庶
Ｐ
ま
え
が
き
第
一
章
第
二
章
第
三
章
第
四
章
第
五
章
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
源
流
ｌ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
弧
文
糞
昭
籾
三
十
二
年
Ⅷ
月
）
は
、
縛
者
が
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
成
立
史
を
研
究
ち
ゅ
う
に
、
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
影
響
が
意
外
に
大
き
い
こ
と
に
気
づ
き
、
ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡＪＪ赫汁ひとまずこの問題を取りあげ一書としたものである。内容は左記の通りである。
社
会
再
組
織
の
企
図
と
社
会
学
の
必
要
。
社
コ
ン
ト
に
お
け
る
認
識
の
実
証
性
。
法
則
慨
コ
ン
ト
の
全
体
的
社
会
認
識
と
社
会
静
態
学
コ
ン
ト
の
歴
史
的
社
会
認
識
と
社
会
動
態
学
存在と当為。結論。
｛學の源流
ら
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
Ｉ
弘
文
堂
刊 昭
和
三
十
一
年
十
月
）
に
、
コ
ン
ト
の
項
目
が
あ
る
。
同
人
に
つ
い
て
は
「
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
実
証
主
義
の
祖
」
と
あ
り
、
法則概念。
大道安次郎署『アメリカ社会学の源流
一アメリカにおけるコントとスペンサ
ー』。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
社
会
学
に
対
す
る
四
つ
の
要
請
。
第
八
章
第
七
章
第
六
章
第
一
章
主
題
第
二
章
～
第
五
章
コ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
流
入
過
程
（
そ
の
二
～
（
そ
の
四
）
コ
ン
ト
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
ヘ
ー
南
北
戦
争
以
後
一
八
八
三
年
ま
で
一
八
八
三
年
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
そ
の
後
の
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
１
322（87）
福
武
直
編
『
講
座
社
会
学
第
九
巻
社
会
学
の
歴
史
と
方
法
」
（
東
京
大
学
川
版
会
、
昭
和
三
十
三
年
七
月
）
の
「
第
一
章
社
会
学
の
発
展
と
そ
の
系
譜
第
一
〃
節
社
会
学
の
発
展
」
に
、
コ
ン
ト
学
説
の
祖
型
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
般化したという（「序章」）。
南
北
戦
争
を
一
つ
の
境
と
し
て
、
コ
ン
ト
は
そ
れ
以
前
に
全
盛
を
誇
り
、
そ
れ
以
後
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
時
代
が
到
来
し
た
。
九鬼川造耕『現代フランス哲学諦義』（岩波沖店、昭机三十二年六月）の「節三蔵現代のフランス哲学諸科学の線〈Ⅱ先駆背旨碧⑪［の
○
・
月
の
」
に
お
い
て
、
著
者
は
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
、
学
問
の
分
緬
、
社
会
物
理
学
（
社
会
学
）
、
コ
ン
ト
の
実
証
緒
神
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
欧
文
献
を
引
い
て
客
観
的
に
論
じ
て
い
る
が
、
欧
文
ま
じ
り
の
こ
の
論
文
は
じ
つ
に
読
み
づ
ら
い
。
舸鯏鈴雌編『社会学史概論』（勁蛾謝房、昭和三十二年十月）は、七名の執筆打が各章を分扣執筆したものだが、「節七節社会学の起源と成立」
に
、
コ
ン
ト
に
つ
い
て
の
短
蹴
が
あ
る
。
コ
ン
ト
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
社
会
学
は
、
近
代
市
民
社
会
が
危
機
的
な
段
階
に
な
っ
て
か
ら
、
は
じ
め
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
そ
の
学
説
を
は
じ
め
て
輸
入
し
た
の
は
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
で
あ
り
ｐ
社
会
学
の
体
系
化
を
は
か
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
一
る
◎
な
っ
た
こ
と
を
同
諜
は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
研
究
対
象
を
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
に
限
定
し
、
そ
の
影
響
面
か
ら
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
歴
史
を
概
括
的
に
な
が
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
よ
り
も
コ
ン
ト
の
力
が
早
く
移
入
さ
れ
た
と
い
う
。
コ
ン
ト
は
す
で
に
一
八
三
○
年
代
に
ア
メ
リ
カ
に
流
入
し
、
一
八
四
○
年
代
に
は
論
評
の
対
象
に
さ
さ
ぺ
た
け
と
し
雀部猛利群『社会調査の技法』（ミネルヴァ需脇、昭和一一一十三年五月）の「第一一節社会調在の意義とⅡ的」に、コントのことがすこし川てく
元
来
社
会
蛎
象
の
研
究
は
、
コ
ン
ト
が
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
予
見
せ
ん
が
た
め
に
見
ん
と
す
る
突
践
的
行
勁
に
雄
づ
い
て
、
そ
の
認
識
が
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
…
…
Ｉｉｌｉ
論
(88）３２１
日本におけるオーギュスト・コント
定礎者」とある。
西
村
勝
彦
署
『
現
代
社
会
学
入
門
』
（
誠
信
書
房
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
）
の
「
Ｉ
社
会
学
論
社
会
学
の
意
義
」
に
お
い
て
、
著
者
は
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説が移入されて以来ｌ社会学Ⅷ論の不整徽と鵬迷状態にふれている．
当時の社会学科は、威勢のよい、人気のある学科ではなかったという。それを憧れて入学したのは、著者ぐらいの者であった。入学早々、著者
は
戸
川
闘
三
教
授
の
「
開
講
の
辞
」
に
よ
っ
て
つ
ま
ず
い
た
と
い
う
．
戸
田
の
話
の
大
要
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
．
ｌ
こ
の
社
会
学
科
に
、
と
き
ど
き
社
会
を
改
革
し
て
、
世
の
中
を
よ
く
し
よ
う
と
い
っ
た
考
え
を
も
っ
て
入
っ
て
く
る
馬
鹿
な
学
生
が
い
る
が
、
社
会
学
は
社
会
改
革
と
か
世
の
中
の
改
善
な
ど
と
は
何
の
関
係
も
な
い
か
ら
、
そ
ん
な
考
え
を
も
つ
人
間
が
い
た
ら
、
サ
ッ
サ
と
他
の
学
部
か
学
科
へ
行
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
「
わ
が
人
生
の
断
片
」
。
講義の方はどうであったのか。講義にも失望した。どの教室の講義もまったく新鮮味がなかったという。西洋の学者の名や学説の解説がおこな
清
水
幾
太
郎
署
『
社
会
学
入
門
』
（
光
文
社
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
）
の
「
第
四
章
社
会
学
小
史
三
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
五
コ
ン
ト
略
伝
」
に
、
コ
ン
ト
に
関
す
る
短
章
が
二
つ
み
ら
れ
る
。
同
書
は
、
ま
だ
社
会
学
を
正
式
に
勉
強
し
た
こ
と
が
な
い
、
ま
っ
た
く
の
素
人
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
叙
述
は
平
明
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
わ
か
り
や
す
い
。
著
者
が
東
京
帝
大
文
学
部
社
会
学
科
に
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
四
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
い
っ
し
ょ
に
入
学
し
た
の
り
、
内
容
的
に
も
わ
か
り
や
す
い
。
著
者
が
東
京
帝
大
文
学
部
社
会
学
御
は、二十数名。ほとんどが地方の高等学校の出身者であった。
当
時
の
社
会
学
科
は
、
威
勢
の
よ
い
、
人
気
の
あ
る
学
科
で
は
な
か
は戸田貞三教授の「開講の辞」によってつまずいたという。一一
錬椰帳準編『岩波小辞典哲学』（岩波書店、昭和三十三年十月）に、コントの項目があり、同人については「フランスの実証主義者、社会学の
社会学は、フランスのオーギュスト・コントが実証哲学において、その名称とともにはじめて明確な体系づけをあたえて以来、こんにちまで一世紀以
上
も
経
過
し
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
明
治
初
年
に
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
理
論
が
移
植
さ
れ
て
か
ら
か
な
り
の
年
月
を
経
過
し
て
い
る
。
それにもかかわらず、社会学の理論内容は必ずしも完全なものに整備されてはいないし、あるいみでいぜんとして混迷状態をつづけているといえよう。
「社会学」は一八三九年、コントによって名付けられた９だがその実質は「社会物理学」として、すでに一八二二年にしめされているし、またかれの
三状態の法則の祖型も、すでにフランス革命の経験者であるコンドルセやサン。シモンの学説のなかに見出される。
320（89）
斎
藤
正
二
箸
『
社
会
学
史
皿
論
墹
袖
版
』
（
照
林
堂
川
版
部
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
）
の
「
第
二
章
綜
合
社
会
学
ニ
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
」
は
、
か
な
り
く
わ
し
い
コ
ン
ト
論
で
あ
る
（
二
一
～
四
四
頁
）
。
著
者
は
コ
ン
ト
社
会
学
を
生
み
だ
し
た
時
代
的
背
景
、
コ
ン
ト
略
伝
、
三
状
態
の
法
則
、
社
会
学
の
区
分
（
社
会
節
学
と
社
会
勤
学
）
、
人
緬
教
な
ど
に
ふ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
総
合
社
会
学
に
つ
い
て
、
著
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
八頁）。
われたが、それも大概知っているものだった。教師がじぶんで身につけた技術（研究方法）を伝えてくれるなら、それは書物からは学べない
もの
だ
か
ら
、
か
な
り
事
情
は
ち
が
っ
て
く
る
。
そ
の
う
ち
に
著
者
の
興
味
は
、
正
規
の
授
業
と
は
別
の
方
向
に
む
い
て
い
っ
た
。
「開講の辞」のつまづきから立ちなおれたのは、コントを発見してからである。そのころ、まわりを見渡しても、だれもコントなど勉強してい
な
か
っ
た
。
研
究
室
の
コ
ン
ト
文
献
に
は
、
厚
い
ち
り
が
横
っ
て
い
た
。
総
合
的
歴
史
哲
学
的
社
会
学
の
元
祖
コ
ン
ト
を
ま
な
ぶ
た
め
に
、
著
者
は
コ
ン
ト
の
主
鵜
『
実
証
哲
学
誹
義
』
六
巻
を
神
川
の
古
書
街
で
も
と
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
も
ま
じ
め
に
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
は
、
何
諜
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
社
会
学
の
中
心
に
あ
る
三
段
階
の
法
則
、
人
類
の
観
念
、
コ
ン
ト
の
履
歴
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
著
者
は
コ
ン
ト
の
生
涯
を
や
、
く
わ
し
く
知
る
に
つ
れ
て
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
と
い
う
。
コ
ン
ト
は
、
人
間
と
い
う
も
の
の
強
さ
、
人
間
と
い
う
も
の
の
弱
さ
、
そ
れ
を
真
正
胸
に
生
き
た
。
一方、コントがはじめた社会学の継承者である東大の教師たちは、学者や研究者であるまえに、天皇の権威と結びついた「〃官僚“であった（一二
原佑著『西洋唾阯哲学史』（勁草書房、昭和三十五年一一一月）の「Ｖ現代哲学の展望－実証主義の系譜」に、コントのことが出てくる。
綜合社会学は第一に、社会の綜合的認識において、社会を有機的全体として把握したことである。第二には、社会を発展的に把握し、その中に法則的
な
原
理
を
樹
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
●
●
●
●
ところで、実証主義己。⑪】〔】く】⑫ロ】のの語を私たちにはじめてあたえたのはフランスのコントであった。
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
は
学
派
と
言
わ
れ
う
る
も
の
を
形
成
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
テ
ー
ヌ
や
ル
ナ
ン
の
思
想
の
う
ち
に
と
り
い
れ
ら
れ
、
ま
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ムやレヴィⅡプリュールの社会学となって受けつがれ、とりわけてイギリスの思想界に大きな影騨をあたえた。
(90）３１９
日本におけるオーギュスト・コント
『
世
界
大
思
想
全
集
社
会
・
宗
教
・
科
学
思
想
篇
９
コ
ン
ト
ス
ペ
ン
・
サ
ー
』
（
河
出
書
房
、
昭
和
三
十
五
年
六
月
）
は
、
コ
ン
ト
の
「
社
会
再
組
織
に
必
要
な
る
科学的工作案」（土屋文吾訳）、「科学および科学者に関する哲学的考察」（土屋文吾訳）、「実証精神論ｌ秩序と進歩」（飛沢謙．一訳）など、初期の
論文の反訳を収録している。巻尾に、訳者らによる「コント解説」がついている。
銅
直
列
の
「
コ
ム
ト
社
会
学
に
お
け
る
文
明
（
由来を明らかにしようとしたものである。
野
川
又
夫
耕
『
西
洋
哲
学
史
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
現
代
ま
で
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
譜
房
、
昭
和
四
十
年
三
月
）
の
「
Ｘ
十
九
肚
紀
の
哲
学
（
そ
の
一
）
」
に
、
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
や
そ
の
矛
盾
点
、
コ
ン
ト
に
反
対
の
た
ち
ば
を
と
っ
た
人
々
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
宮
野
敬
邦
著
『
社
会
の
探
求
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
）
に
、
総
合
社
会
学
者
と
し
て
の
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
名
が
み
ら
れ
る
。
川崎恵瞭編『社会学』（法律文化社、昭和三十八年九月）に、すこしコントへの言及がみられる。
ば
つ
服
く
社会学はコントに苑’し、スペンサーにまず体系づけられ、十九世紀末から一一十世紀にかけて、しだいに初期の莊漠たる百科全書的・綜合的な学問体系
を止揚し、専門科学としての社会学の独自の立場をかためてきた（「はしがき」）。
コ
ン
ト
の
前
期
の
仕
事
す
な
わ
ち
実
証
科
学
の
哲
学
的
綜
合
と
後
期
の
実
証
政
治
学
（
人
類
教
）
と
の
間
に
は
一
徹
の
矛
盾
が
あ
り
、
か
れ
の
前
期
の
実
証
主
義
に
同
感
し
た
人々ルナンやテーヌやジョン・ミルらも、後期の人類教には帰依しなかった。そしてこのことは、コントが社会を全体主義的に考え個人性を否定する
コ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
初
期
社
会
学
は
、
社
会
を
有
機
体
と
兄
倣
し
て
、
包
括
的
な
認
識
を
行
う
社
会
実
体
論
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
「コムト社会学における文明の社会榊造論的考察」（「社会学論畿』第二十一号所収、昭和三十六年一一一月）は、コントの〃文明観念〃の
318（91）
馬場明男箸『社会学小史』（エルガ、昭和四十一年六月）の母胎となったものは、「東京教学社」の大学講座に書いた原稿を若干修正したもので
ある（「まえがき」）。社会学史を専攻した著者は、日本大学文理学部社会学科の中興の祖であり、少なからず好書を世に間うている。本書もその
灘雄編籍薊代人と社会』（ミネルヴァ書房昭和山十年五月）の「序章社会学とは何かｌその学側的位腫づけ」において、著諦は社会
●
学誕生の歴史、コントの社会学、社会静学と社会勤学などにふれている。コント社会学については、つぎのように語っている。
田辺壽利著『フランス社会学成立史』（右隣堂出版、昭和四十年三月）の「緒論フランス社会学の黎明’十六・十七世紀の社会学思想第一
節
社
会
学
の
淵
源
の
問
題
」
に
、
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
北
川
隆
吉
編
『
講
座
現
代
社
会
》
の
立
場
」
に
、
コ
ン
ト
が
出
て
く
る
。
しかし一般的な「通説」「定説」としては、Ａ・コントの「実証哲学‐一に記された社会学の提唱と規定によって、社会学の誕生がみられるとされてい
。
る（北川隆吉）。
傾向を示したこと、またかれの歴史観（三段階の理論）が独断的であるということ、に対する反対でもあった。
コ
ン
ト
の
社
会
学
は
彼
の
学
問
系
統
論
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
彼
は
学
問
を
数
学
・
天
文
学
・
物
理
学
・
化
学
・
生
物
学
・
社
会
学
の
順
序
に
な
ら
べ
た
。
こ
の
順
序
の
う
ち
後
の
学
問
は
ど
れ
も
前
の
学
問
の
基
礎
の
上
に
た
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
サ
ン
Ⅱ
シ
モ
ン
を
し
て
社
会
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
ら
し
め
、
コ
ン
ト
を
し
て
社
会
学
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
『
講
座
現
代
社
会
学
１
社
会
学
方
法
論
』
（
青
木
書
店
、
昭
和
四
十
年
四
月
）
の
「
第
一
章
社
会
学
の
方
法
第
一
節
社
会
学
に
お
け
る
二
つ
(92）３１７
本におけるオ ギュスト コン
あと”であり、参考とする点も多い。衿舌は、オー
あ
た
り
ま
で
）
の
コ
ン
ト
紹
介
の
流
れ
を
見
渡
し
て
い
る
。
あ
た
り
ま
で
）
の
コ
ン
ト
紹
介
の
流
れ
を
見
渡
し
て
い
る
。
玉井茂編『西洋思想史の人びと』（皿想社、昭和四十二年一一一月）の「Ｍコント」は、コントの伝統主義、実証主義、三状態の法則、
成立、社会のⅣ組織、人間教などにふれている。
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
交
賢
編
『
社
会
学
の
雅
礎
』
（
杉
山
書
店
、
昭
和
四
十
四
年
五
Ⅱ
）
の
「
序
厳
－
社
会
学
の
対
象
」
に
、
社
会
学
の
創
始
者
コ
ン
ト
、
帝
王
科
学
（
社
会
の
全
体
的
、
総
合
的
認
識
の
科
学
と
し
て
榊
築
し
た
）
と
し
て
の
社
会
学
を
提
帆
し
た
コ
ン
ト
、
社
会
筋
学
や
社
会
勤
学
の
こ
と
が
川
て
く
る
。
名がみえる。
同
惑
の
「
第
七
意
日
本
社
会
学
の
雌
史
菰
わ
が
国
社
会
学
と
コ
ン
ト
」
（
一
七
七
～
二
○
○
瓦
）
は
、
平
易
な
筆
で
勢
か
れ
た
Ⅲ
本
に
お
け
る
〃
コ
ン
ト
紹
介
の
と
〃
で
あ
り
、
参
考
と
す
る
点
も
多
い
。
衿
舌
は
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
を
わ
が
脚
に
紹
介
し
た
西
川
か
ら
筆
を
お
こ
し
、
つ
い
で
明
胎
・
大
正
・
昭
和
期
（
戦
前
せ
８
ぷ
ん
杉之原好一細『現代批判の社会学』（汐文社、昭和四十一二年瓦Ⅱ川）の「節一厳社会学研究の歴史と課題社会学の雁史と現状」に、コントの
『
コ
ン
ト
研
究
１
兆
澱
と
学
説
水
川
喜
代
綿
フ
ラ
ン
ス
社
会
巡
恕
珊
究
節
二
巻
』
（
法
政
大
学
川
版
胤
州
和
四
十
三
年
三
川
）
は
、
Ⅲ
群
を
三
た
び
世
に
川
し
た
コ
ン
ト
は
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
ら
空
想
的
社
会
主
義
打
た
ち
の
よ
う
に
政
胎
的
締
済
的
変
雛
を
面
接
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間
知
性
の
改
琉
に
よ
っ
て
新
し
い
社
会
秩
序
の
●
Ⅳ形成を考えました（川場正沿）。
「予見せんがために見る」というコントの有名な言葉も、実践的かつ科学的な社会肌論への志向を示すものにほかならない（杉之原好一）。
コントは社会学を宇洲現象を取扱う諸科学の一環として位侭づけ・・…．
社
会
学
の
316（93）
な
い
が
、
著
者
に
よ
る
と
こ
の
考
え
は
誤
っ
て
い
る
と
い
う
。
る
と
い
う
。
清
水
幾
太
郎
編
『
世
界
の
名
著
妬
コ
ン
ト
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
中
央
公
論
、
昭
和
四
十
五
年
二
月
）
は
、
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
に
は
、
ま
こ
と
に
よ
き
好
書
で
あ
る
。
両
人
に
つ
い
て
の
解
説
を
執
筆
し
た
の
は
編
者
の
清
水
で
あ
り
、
他
に
二
人
の
代
表
的
な
論
文
の
翻
訳
を
収
め
て
い
る
。
と
く
にコント関係では、霧生和夫訳「社会再組織に必要な科学的作業のプラン」「実証精神論」「社会静学と社会勤学」が収録されている。
宮
川
砿
治
著
『
哲
学
』
（
理
想
社
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
）
の
「
第
五
章
認
識
問
題
四
実
証
論
」
に
、
コ
ン
ト
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
松沢信三郎編『西洋思想史辞典』（来京堂出版、昭和四十八年三月）に、「実証主義」の項目があり、コントが出てくる。
こんにちの社会学徒の中には、コントの社会学理論を過去の遺物とみ、もはや一顧の価値もない古びた生物有機体説と考える者がいるかもしれ
コントの社会学体系の中には、「現代社会学」が問題とし、その射程におさめている諸領域が、その力法論自体として韮底的におさめられてい
実
証
主
義
は
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ト
が
唱
え
た
説
で
あ
る
。
実
証
主
義
と
は
、
一
般
に
、
超
経
験
的
な
形
而
上
学
を
避
け
て
、
哲
学
な
い
し
は
科
学
の
対
象
を
経
験
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に
限
ろ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
谷
口
龍
男
）
社
会
は
不
可
分
の
全
一
体
で
あ
る
か
ら
従
来
の
社
会
諸
科
学
の
よ
う
に
部
分
的
な
特
殊
現
象
の
み
を
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
全
休
を
総
合
的
、
統
一
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
社
会
学
を
以
て
社
会
科
学
で
あ
る
と
断
言
し
…
…
突
証
論
は
わ
れ
わ
れ
の
認
搬
の
起
源
を
経
験
に
の
み
限
定
し
、
認
識
の
限
界
を
継
験
さ
れ
る
小
物
に
の
み
限
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
思
想
を
櫛
学
説
と
し
て
樹
立
し
た
の
は
コ
ン
ト
で
あ
る
。
コ
ン
ト
に
よ
れ
ば
低
半
は
継
験
的
叩
突
に
蛾
づ
く
知
識
の
全
体
系
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
(94）３１５
日本におけるオーギュスト． コン
雨怖辨訶纈締和共編『講座社会学史□社会学の成立』（人間の科学社、昭和五十一年十月）の「Ⅱ政策「科学」としての『社会学』の体
系
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
」
（
布
施
鉄
治
、
岩
城
完
之
）
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
体
系
検
討
の
現
代
的
意
義
、
コ
ン
ト
の
問
題
意
識
と
人
間
把
握
の
論
理
、
コ
ン
ト
の
文
明
史
観
と
三
状
態
の
法
則
、
コ
ン
ト
に
お
け
る
実
証
主
義
の
科
学
方
法
論
、
資
本
主
義
社
会
分
析
の
論
理
と
産
業
体
制
維
持
の
諸
政
策
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
清
水
幾
太
郎
著
「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
社
会
学
と
は
何
か
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
）
は
、
岩
波
新
書
（
黄
版
）
評
伝
選
ち
ゅ
う
の
一
冊
で
あ
る
。
稲
上
鑿
『
現
代
社
会
学
と
雌
史
意
識
」
（
木
鐸
社
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
）
の
「
第
四
鑿
社
会
学
的
実
証
主
義
の
慈
刀
ｌ
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
」
は
、
い
わ
ゆ
る
実
証
主
義
を
め
ぐ
る
係
争
に
関
し
て
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
を
素
材
と
し
て
私
見
を
の
べ
た
も
の
と
い
う
。
同
書
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ト
に
お
け
る
実
証
主
義
の
定
義
づ
け
（
〃
実
証
的
〃
と
い
っ
た
こ
と
ば
の
意
味
内
容
）
を
検
討
し
た
り
、
じ
っ
さ
い
の
コ
ン
ト
の
知
的
営
為
（
い
と
な
み
）
と
の
間
の
ず
れ
な
ど
を
論
究
し
て
い
内
容
は レイ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
署
『
社
会
学
的
思
考
の
流
れ
Ｉ
」
（
法
政
大
学
出
版
局
昭
和
四
十
九
年
六
月
）
は
、
北
川
隆
吉
、
平
野
秀
秋
他
の
共
訳
に
な
る
も
の
だ
が
、
こ
の中に「オーギュスト・コント」の一章が収録されている。「序文」と「オーギュスト。コント」は、平野秀秋が反訳している。社会学者の研究の
出
発
点
と
は
、
じ
ぷ
ん
が
属
す
る
時
代
を
分
析
す
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
る
。
コントが自分の生きた社会の分析から引き出した結論は、社会変革の基礎条件は知的変革だということである。危機のなかにある社会が再組織され
る
の
は
、
革
命
の
災
厄
に
よ
っ
て
で
も
暴
力
に
よ
っ
て
で
も
な
く
、
諸
科
学
の
総
合
と
実
証
政
治
学
の
創
造
に
よ
っ
て
な
の
で
あ
る
（
平
野
秀
秋
訳
）
。
Ⅳ
啓
蒙
思
相
し
よ
、
さ
ら
ば
Ｖ
幼
く
美
し
い
処
女
作
’
三
段
階
の
法
則
Ⅲ
王
政
復
古
の
パ
リ
に
学
ぶ
Ｉ
こ
の
天
才
と
の
縁
Ⅱ
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
廃
嘘
に
立
っ
て
、
314（95）
新
睦
人
、
大
村
英
昭
他
著
『
社
会
学
の
あ
ゆ
み
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
）
に
「
序
章
コ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
」
の
短
章
が
あ
り
、
こ
の
中
で
社
会
学
の
命
名
者
コ
ン
ト
、
実
証
的
と
い
う
こ
と
、
「
予
見
す
る
た
め
に
見
る
」
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
公
バ
ッ
ク
ス
『
世
界
の
名
著
妬
』
（
中
央
公
論
新
社
、
昭
和
五
十
五
年
七
月
）
は
、
「
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
」
を
収
録
し
て
い
る
。
旧
版
は
箱
入
り
木
で
あ
り
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
訳
者
お
よ
び
解
説
者
は
、
清
水
幾
太
郎
で
あ
る
。
こ
れ
は
好
書
で
あ
り
、
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
知
識
を
得
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
》
る
た
め
に
恰
好
の
入
門
書
で
あ
る
。
解
説
に
お
い
て
、
な
ど
で
あ
る
。
同
書
は
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
九
月
再
刊
さ
れ
た
。
「哲学大辞典』［覆刻版］（名著普及会、昭和五十三年十一月
らる。諸科
学
の
分
類
歴
史
哲
学
（
進
歩
の
観
念
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
産
業
革
命
（コントの）愛し
『実証哲学講義』
コ
ン
ト
と
の
巡
り
合
い
ヨ
ン
ト
の
）
愛
と
思
索
の
生
涯
Ⅵ
社
会
学
の
完
成
と
狂
気
と
Ⅶ
女
神
と
人
類
教
へ
の
道
（
コ
ム
ト
・
イ
シ
ド
ー
ル
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
マ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ソ
ア
、
ザ
ギ
エ
、
）
仏
国
の
哲
学
者
に
し
て
且
つ
数
学
家
な
り
。
実
証
哲
学
を
喝
へ
又
社
会
学
の
鼻
祖
と
し
て
知
月
）
に
、
コ
ン
ト
の
項
目
が
あ
り
、
伝
記
と
学
説
に
つ
い
て
の
解
説
が
の
っ
て
い
る
。
(96）３１３
日本におけるオーギュス ・コント
醗脆秘敬編「哲学名著解題』（協同出版、昭和六十一年四月）、見田宗介、栗原彬、田中義久編『社会学事典』（弘文堂、昭和六十三年一一月）、森岡
清
美
、
塩
原
勉
、
本
間
康
平
編
「
新
社
会
学
辞
典
』
（
有
斐
閣
、
平
成
五
年
一
一
月
）
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
ン
ト
」
の
項
目
が
み
ら
れ
る
。
「
清
水
幾
太
郎
菩
作
染
脂
』
（
講
談
社
、
平
成
五
年
八
月
）
に
、
「
コ
ン
ト
の
暦
」
二
極
の
万
年
暦
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
て
つ
恥
丸山哲央監訳『新しい世紀の社会学中辞皿〈』（ミネルヴァ書房、平成八年一二月）に、「Ａ・コント」の項目がある。
その他、浜嶋朗編『社会学小辞典〔新版〕」（右斐閣、平成九年一月）、見川宗介、佐藤健二他編『社会学文献事典』（弘文堂、平成十年二月）、
広
松
沙
、
子
安
宣
邦
他
編
『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
」
（
岩
波
書
店
、
平
成
十
年
三
月
）
、
小
林
道
夫
、
小
林
康
夫
他
編
「
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
事
典
』
（
弘
文
堂
、
平
成
『
コ
ン
ド
ル
セ
と
コ
ン
ト
田
辺
壽
利
著
作
集
第
二
巻
』
（
未
来
社
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
）
の
第
二
部
に
は
、
旧
版
『
コ
ン
ト
の
実
証
哲
学
』
（
野
村
書
店
、
昭
和
二
十二年七月）が再録されている。
↑
な
ど
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ト
の
訳
稿
（
霧
生
和
夫
訳
）
は
、
などである。
十
一
年
一
月
）
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
ン
ト
」
の
項
目
が
み
ら
れ
る
。
高
坂
正
顕
著
『
明
治
思
想
史
』
（
燈
影
舎
、
平
成
十
一
年
十
一
月
）
「社会榊学と社会助学」［実証櫛学講義』第四巻より）
「実証糒神論」
「社会再組織に必要な科学的作業のプラン」
コ
ン
ト
は
、
「
社
会
学
」
と
い
ふ
言
葉を作りだし、一八三八年『実証衡学講溌』の節四巻ではじめて公にこれを使った
。
は
、
京
都
哲
学
撰
書
の
第
一
巻
に
あ
た
る
。
同
書
の
「
第
二
章
一
八
七
○
年
よ
り
一
八
八
○
年
に
312（97）
至る第二節明六社の人々」において、コントの名が散見する。この記事は、開国百年記念文化事業会編纂「明治文化史第四巻思想・一一一
一ｍ論
編
』
（
洋
々
社
、
昭
和
三
十
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
お
な
じ
で
あ
る
。
村
井
久
二
箸
『
コ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
「
コ
ン
ト
Ⅱ
マ
ル
ク
ス
型
発
展
モ
デ
ル
」
の
意
義
と
限
界
』
（
日
本
評
論
社
、
平
成
十
三
年
十
二
月
）
は
、
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
二
人
の
代
表
的
思
想
家
コ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
を
取
り
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
両
者
の
人
間
史
に
関
す
る
理
解
を
比
較
し
、
そ
こ
に
共
通
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
特
定
の
〃
発
展
構
成
“
を
摘
出
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
両
者
の
相
違
点
に
ふ
れ
た
も
の
と
い
う
（
「
あ
と
が
き
」
）
。
四
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
文
献
資
料
名
一
覧
表
「百学連環覚書」（第一冊）、「五原新範」（明治山、五年ごろの稿本）、「生性発緬」（明治四年前後の稿本）、「尚白箭記」（明治十五年三月ごろの稿本）
「
人
世
三
宝
説
こ
（
『
明
六
雑
誌
』
（
第
三
十
八
号
所
収
、
明
治
８
．
６
）
。
ジョン・スチュァート・ミル箸『利学』〔上下二冊〕（掬翠機蔵版、明治、・５）
西
間
訳
「
東
京
大
学
法
理
文
学
部
図
書
館
英
主
曰
目
録
』
（
本
部
図
書
館
印
行
、
明
治
、
・
９
）
ト
ソ
プ
ソ
ン
氏
署
『
交
際
論
附
経
済
初
編
一
」
（
明
治
ｎ
．
皿
）
Ⅱ
壕
ｈ
Ｚ
ｊ
Ｎ
乗
竹
孝
太
郎
訳
述
『社会学之原理甲乙』（経済雑誌社、明治追・４）
外
山
正
一
閲
井
上
哲
次
郎
著
『倫理新説』（文盛堂、明治陥・３）
う
ぐ
ダ
ノ
ー
［
Ⅲ
篭
。
ｆ
『
論
理
学
全
』
，
（
文
部
省
印
行
、
明
治
ｎ
幅曄凪》＋△（．、閂阿叩用汕》｜『罪肌
土
偶
嚇
兀
華
批
評
『洲西先生論集全』（明治旧・４）
》一嵐一汕庁一一一一一》，一一一繧磐榊辨⑭”⑭恥
蒲
生
仙
訳
『支那文明論』（明治Ⅱ。ｕ）
『
交
際
論
附
経
済
初
編
こ
（
明
治
Ⅱ
。
１
、
こ
く
“
、
診
旧
筆
加
藤
政
之
助
訳
チ
ャ
ソ
バ
ー
原
著
『
論
理
学
全
』
（
文
部
省
印
行
、
明
治
Ⅱ
。
、
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鰯社会学漫録」（『社会』第二巻第一一所収、明治調・２）
社会学』（大日木図書株式会社、明治調。ｕ）
（『六合雑誌』
第二三四号、第二三五号所収、明治調・６）
第二五○号所収、明治鋤。、）
(100）３０９
水における1 ギュス ・コン
小遠小くりｌｌｉｕ遠
林藤林氷部藤
郁陸１１Ｋ三巡隆
署吉川十汗吉
蒋耕郎鵜
編
樋ｉｎｌｉＩ：
'１１１１部
秀嗣沖
雄郎夫
鵜薪耕
宮
地
猛
男
幣
『獅学とは何そや』（雌来社、大正３．肥）
フランク、シルリー原將『鮎川評⑪附洋価学史』（側鵬抑店、大班５．９）
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ルドヴィヒ・シュタン醤『社会思想史』（協調会、昭和２．９）
共
調
合
訳
加
川
低
二
鉾
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『社会学講義案第一部』（弘文強、昭和３．４）
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繍硫饒鵡翌社会学』（岩波書店、昭和４．６）
『社会学概論』（良書普及会、昭和４．７）
『文化社会学概論』（広文堂、昭和４．Ⅲ）
『東西思潮講話』（共益社出版部、大正ｕ・２）
『社会学講話』（アテネ書院、大正ｕ・４）
『社会学思想の人生的価値』（新潮社出版、大疋Ｍ・９）
『現代仏蘭西学派の衡学』（存陽堂、大正Ｍ・脳）
『小さい社会学』（広文堂、大正応・Ｉ）
『世界哲学史年表」（聖山閲、大正胆。Ⅱ）
『社会主義と進化論』（改造社、昭和２．１）
『形式社会学研究』（甲子社書房、昭和２，３）
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史
上
に
於
け
る
コ
ン
ト
の
地
位
ｌ
骨
柵
学
か
ら
社
会
学
へ
」
（
『
唯
物
論
研
究
』
鍬
一
九
号
所
収
、
昭
和
９
．
５
）
浅
野
研
Ｈ
訳
唇
ｉ
ノ
ｚ
鍔
１
＃
計
』
〆
に
脈
Ｉ
Ⅱ
１
１
‐
く
川
辺
獅
利
粁
見率社会学史研究』（〃江桝院、昭和６．川）
日
本
社
会
学
会
編
刺
『
季
刊
社
会
学
第
二
鮒
社
会
動
態
の
研
究
』
（
天
地
書
房
、
昭
和
６
．
凹
得
能
文
、
高
階
順
治
共
著
『
高
等
教
育
哲
学
概
論
』
（
東
洋
図
書
株
式
合
資
会
社
、
昭
和
７
．
２
）
学
Ｎ
『社会学畔炬（浅野御店、昭机７．３）
松
水
川
一
郎
編
川
辺
涛
利
、
古
野
滴
人
共
綱
『
社
会
学
節
一
号
』
（
森
川
郷
店
、
昭
和
７
，
４
）
社
会
思
想
社
編
『榊岫社会科学大辞典』（改造社、昭和７．４）
清
水
幾
人
即
「
コ
ン
ト
に
於
け
る
三
段
階
の
法
則
」
（
社
会
学
研
究
会
編
『
文
化
社
会
学
研
究
叢
許
Ⅲ
守
川
Ｈ
記
特
『
社
会
学
卜
商
楽
ト
ノ
交
渉
全
』
（
皇
道
館
川
崎
政
沿
学
院
、
昭
和
７
．
川
）
大
川
雌
耕
『現代竹学史』（節一謝冴、昭机８６４）
大
脇
操
「
災
誠
主
義
と
弁
誠
法
的
唯
物
論
ｌ
コ
ン
ト
の
認
識
論
戒
ひ
は
知
識
社
会
学
に
つ
い
て
」
桑
木
厳
翼
鶉
『現代哲学思潮』（改造社出版、昭和８．８）
側
伝
松
替
『社会学より経済学へ』（新星堂、昭和８．９）
川
辺
灘
三
郎
杵
『
社
会
学
序
論
枚
材
節
一
鮒
』
（
敬
文
蝋
出
店
、
昭
和
８
．
Ⅲ
）
帆
足
皿
一
郎
衿
『耐洋哲学史』（鼎稲川大学川版部、叩
大
島
正
徳
箸
『現代哲学概観』（至文堂、昭和６．．
マルセル・デァ箸『社会学概論』（白鳳社、昭和６．４）
ｉ
ｆ
Ⅱ
１
尺
赤
神
艮
誠
耕
『社会学入門』（丁西川版社、昭和５．３）
帆
足
皿
一
郎
衿
『耐洋哲学史』（鼎稲川大学川版部、昭和５．ｍ）
大
島
正
徳
箸
『現代哲学概観』（至文堂、昭和６．１）
『社会学要義』（弘文堂榔冴、昭和９，６）
「コントの『人側数』ｌブウウルヂョワ宗教の一典型としての人柵学」（『唯物論研究』第二二号所収．昭和９．８）
『染川社会学原皿』（同文館、昭和９．９）
『オーギュスト・コント』（三打堂、昭和川・５）
『社会学腿談』（厳縦社、昭和９．６）
Ⅲ￣ｓ唯物論研究』筋八号所収、昭和８．６）
所収、同文鮒、昭和７．６）
(104）３０５
日本におけるオーギュスト コント
豊
川
昇
署
『哲学書覚書』（鳳文書林、昭和犯・７）
日
本
社
会
学
会
編
『社会学研究（錨一一鱸）』（高山書店、昭和皿・皿）
松
本
潤
一
郎
著
『全訂現代社会学説研究』（乾元社、昭和調・４）
戸
田
武
雄
箸
『マックス・ウェーバー批判」（鱒書一房、昭和羽・５）
赤
松
良
譲
著
『環境社会学』（竹井出版株式会社、昭和泌・６）
平
井
新
著
『近代社会思想史』（慶友社、昭和配・６）
佐
藤
慶
二
箸
『文化社会学』（霞書一房、昭和犯・７）
新
明
正
道
編
『社会学辞典』（河出書房、昭和四・８）
藤
平
武
雄
署
『近代哲学史』〔改訂増補版〕（二見書房、昭和Ⅲ。Ⅱ）
田
辺
壽
利
著
『コントの実証哲学』（野村書店、昭和埋・７）
河
合
弘
道
箸
『日本社会学原理」（昭森社、昭和肥’１）
桑
木
厳
翼
著
『明治哲学界』（中央公論社、昭和四・３）
佐
藤
慶
二
箸
『
西
洋
近
似
哲
学
史
Ｉ
カ
ン
ト
よ
り
現
代
ま
で
河
合
正
道
、
河
合
弘
道
共
訳
二
Ⅲ
‐
た
塗
Ｚ
角
』
〆
｜
｜
｜
§
司
匡
一
〃
川
下
１
‐
ｌ
」
時
野
谷
常
三
郎
箸
『
日
本
新
文
化
史
明
治
時
代
⑫
』
（
内
外
書
》
宮
島
真
一
署
『西洋哲学史綱要』（文進堂、昭和Ⅳ・６）
松
本
潤
一
郎
著
，
『社会理論』（日光書院、昭和Ⅳ。⑫）
清
水
幾
太
郎
著
『社会と個人ｌ社会学成立史〔上巻〕」（刀江書院．昭和Ⅲ・５）
レヴィ．ブリュール署『未開社会の思惟』（小山書店、昭和ｎ．７）
山
田
吉
彦
訳
阿閑吉男、那須宗一共訳『ハンス・フライヤア社会学』（雄風館書一房、昭和ｎ．８）
本
田
喜
代
治
著
『
コ
ン
ト
研
究
そ
の
生
涯
と
学
説
』
（
芝
書
店
、
昭
和
、
．
⑩
）
川
辺
喜
三
郎
署
『社会学綱要』（敬文堂書店、昭和ｎ．５）
「
思
想
特
輯
フ
ラ
ン
ス
哲
学
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
ｕ
・
皿
）
清
水
幾
太
郎
「コントに於ける歴史的方法に就いて」（『歴史』二月号所収、白楊社、昭和⑫・２）
弊騒蔽誼町勤如曙『価値社会学』（三笠書房、昭和、’６）
。
『西祥近世哲学史‐‐‐－‐カントより現代まで』（実業之日本社、昭和旧・７）
（内外書籍株式会社、
昭和Ⅳ・２）
304（105）
帆
足
理
一
郎
箸
『哲学概論』（野口書店、昭和鋼．ｕ）
斎
藤
道
太
郎
編
『
社
会
科
事
典
第
四
巻
』
（
平
凡
社
、
昭
和
別
・
２
）
細
野
武
雄
署
『社会学の反省ｌ第三の社会理論・社会学』（法律文化社、昭和型・３）
尾
高
邦
雄
署
『
社
会
学
の
本
質
と
課
題
上
巻
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
型
・
４
）
土
屋
文
吾
訳
『社会の再組織について』（創元社、昭和型・４）
コ
ン
ト
署
本
田
喜
代
治
著
『コント研究ｌその生涯と学説』〔新装版〕（小石川書房、昭和型・５）
南
博
著
『社会心理学社会行動の基礎理論』（光文社、昭和鋤。、）
泉
靖
一
署
『
社
会
学
講
義
資
料
ｌ
或
る
山
村
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
」
（
敬
文
堂
、
昭
和
泌
・
４
）
高
田
保
馬
著
『社会科学通論』（有斐閣、昭和妬・６）
高
山
峻
著
『フランス実証主義哲学』（創元社、昭和泌・９）
新川正道、大道安次郎他編『社会思想史辞典』（創元社、昭和邪。、）
、高桑純夫編
『近代の思想』（毎日新聞社、昭和妬，⑫）
速
水
敬
二
編
『哲学研究提要』（第一出版株式会社、昭和加・４）
巾
田
孫
一
署
『フランス思想史ｌ思想の饗宴』（春秋社、昭和妬・６）
篠
原
肋
一
薯
『
哲
学
新
講
附
東
西
哲
学
思
想
の
発
展
』
（
宝
文
館
、
昭
和
加
・
６
）
斎
藤
由
五
郎
箸
『哲学史概説』（厳翠堂書店、昭和加・９）
出
隆
、
柳
田
謙
十
郎
他
編
『
哲
学
入
門
辞
典
』
（
岩
崎
書
店
、
昭
和
〃
・
３
）
早
瀬
利
雄
「明治初期における日本社会学前史の研究Ｉ社会学者としての西周とコントの実証主義」「大倉山論采第一輯』所収、昭和幻・６）
高
田
保
馬
著
『社会学』（有斐閣、昭和幻・９）
馬
場
明
男
箸
『鈩誹社会学』（時潮社、昭和〃
蔵
内
数
太
著
『社会学概論』（培風館、昭和躯
鳥
井
博
郎
著
『明治思想史』（河出書房、昭和｛
ガストソ・プートゥール箸『社会学史』（白水社、昭和羽。（
古
野
清
人
訳
串
田
孫
一
編
『哲学辞典』（河研書房、昭和釦
（河出書房、昭和犯
凹水社、昭和羽・７）
昭和釦・’）
％ⅡH281iリ
●
０
，９，９
、－ン
昭
和
２８
１２
、＿〆
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本におけるオ ギュスト コント
玉馬
井場
茂明
編リ）
箸
四林北１１１野？;〈川鋼
方稲川辺田野崎直
寿苗降壽又敬忠勇
雄吉利夫邦璋
編編著若著編
署
斎原消西古粟編後内阿九大
藤佑水村在Ｉｌｌ武部藤閑鬼道
112箸幾勝Ｉ{l賢直猛莞吉川安
二太彦重三編利爾雄造次
著郎蕃編著編菩郎
耕箸
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
纂
榊脳“子蒋
『社会の探求』（風間書房、昭和調’２）
『西洋哲学史ルネサンスから現代まで』（ミネルヴァ書房、昭和如・３）
『フランス社会学成立史』（右隣堂川版、昭和仙・３）
『
講
座
現
代
社
会
学
ｌ
社
会
学
力
法
論
』
（
青
木
書
店
、
昭
和
仙
・
４
）
『現代人と社会』（ミネルヴァ書房、昭和如・５）
『社会学小史』（エルガ、昭和狐・６）
『西洋思想史の人びと』（理想社、昭和⑫・３）
『西洋麺休哲学史』（勁草書房、昭和弱・３）
『
社
会
学
史
通
論
墹
補
版
』
（
照
林
堂
川
版
部
、
昭
和
躯
．
ｌ
）
『
世
界
大
思
想
全
染
社
会
・
宗
教
・
科
学
思
想
筋
９
コ
ン
「コムト社会学における文明の社会構造論的考察」（『汁
『社会学』（法律文化社、昭和洲’９）
『
明
治
文
化
史
第
四
巻
思
想
・
言
論
編
』
（
洋
々
社
、
昭
和
釦
・
３
）
『
刎
世
紀
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
展
望
』
二
古
堂
書
店
、
昭
和
釦
・
皿
）
ヨ
橋
大
学
研
究
年
報
社
会
学
研
究
ｌ
』
（
勁
草
書
房
、
昭
和
釧
・
３
）
『岩波西洋人名辞典』（岩波書店、昭和弧。、）
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
源
流
ｌ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
』
『現代フランス哲学講義』（淵波書店、昭和型・６）
『社会学史概論』（勁草書房、昭和躯。⑩）
『社会調査の技法』（ミネルヴァ書房、昭和調・５）
『
講
服
社
会
学
第
九
巻
社
会
学
の
歴
史
と
方
法
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
『岩波小辞典哲学』（岩波書店、昭和調・皿）
『現代社会学入門』（誠信書房、昭和訓・４）
『社会学入門』（光文社、昭和訓・６）
（勁草書房、昭和弱・３）
叩版』（照林堂川版部、昭和躯．ｌ）
叫
会
・
宗
教
・
科
学
思
想
筋
９
コ
ン
ト
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
河
出
謝
脇
、
昭
和
弱
・
６
）
Ｕる文明の社会構造論的考察」（『社会学論叢』第二十一号所収、昭和調・３）
昭和別・６）
（弘文堂、昭和塊’４）
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302（107） 
高
坂
正
顕
著
『明治思想史』（燈影社、平成Ⅱ．Ⅱ）
醜脈認敬綱
『哲学名著解題』（協同出版、昭和田
見川宗介、粟原彬『社会学辞典』（弘文堂、昭和閉・２）
川
小
義
久
綱
森川澗奨、塩原勉『新社会学胖典』（有斐閣、平成５：
水
間
康
平
編
『清水幾太郎著作災応』（講談社、壼
丸
山
哲
央
監
訳
『新しい世紀の社会学中辞典』（ミネ鋼
浜
嶋
朗
編
『社会学小辞典〔新版層（有斐側、平
見田宗介、佐藤健二他編『社会学文献事典』（弘文堂、平成皿
広松渉、子安宣邦他編『岩波哲学・思想事典』（鍔波書店、平成、・３）
小
林
道
夫
、
小
林
康
夫
他
編
『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
・
思
想
覗
典
』
（
弘
文
堂
、
平
成
Ⅱ
。
ｌ
）
中
公
バ
ッ
ク
ス
『
世
界
の
名
著
化
』
（
中
央
公
論
析
祉
、
昭
和
弱
・
７
）
『
コ
ン
ド
ル
セ
と
コ
ン
ト
川
辺
瀞
利
耕
作
染
鋪
二
巻
』
（
未
来
社
、
昭
和
印
’
７
）
噸、認敬編
『哲学名著解題』（協同出版、昭和田・４）
松
浪
信
三
郎
編
『西洋思想史辞典』（東京堂出版、昭和姐・３）
稲
上
毅
著
『現代社会学と歴史意識』（木鐸社、昭和岨，Ⅲ）
池川聡師辨賊叙砕膨訳『社会学的思考の流れＩ』（法政大学川版励、昭和い・６）
”榊難叫訓繩儲Ⅲ共編『講座社会学史□社会学の成立』（人間の科学社、昭和皿・凹
消
水
幾
太
郎
箸
『オーギュスト・コント社会学とは何か』（滑波書店、昭和卵’９）
『櫛学大辞典』［脳刻版］（名諜粁及会、昭和粥・川）
新睦人、大村英昭他著『社会学のあゆみ』（有斐閣、昭和別・４）
宵清佐杉
川水々之
硴幾木IIi〔
治太交寿
蒋郎賢一
編編編
壜
Ⅱ
ｉ
づ
り
ク
ヘ
ィ
コ
ィ
３
二
：
Ｉ
ブ
『哲学』（皿想社、昭和幅・’側・）
『西洋思想史辞典』（東京堂出咋
『現代社会学と歴史意識』（木蝿
『
社
会
学
的
思
考
の
流
れ
Ｉ
』
盃
『コント研究ｌ生涯と学説水川喜代治フランス社会思想研究第二巻』（法政大学出版局、昭和姻・３）
『現代批判の社会学』（汐文社、昭和佃・５）
『社会学の基礎」（杉山書店、昭和“・５）
『
世
界
の
名
著
鋼
コ
ン
ト
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
柘
・
２
）
（有斐側、平成９
重、平成皿・２）
平成５．２）
（講談社、平成５．８）
典』（ミネルヴァ書房、
櫛斐側、平成９，１）
平成８．３）
(108）３０１ 
本におけるオーギュスト コン
『社会学徒』は、日本大学社会学科の機関誌である。同誌の系譜につらなる雑誌は『社会学論叢」である。これはいまも続いている。戦前、『社
け
ん
し
ん
△室学徒』はわが国におけるコントの名声の伝播に少なからず貢献をした。その最大の貢労者は、浅野研真（一八九八～一九三九、仏教社会学者）
と
本田喜代治（一八九六～一九七二、フランス社会思想史家）である。浅野は、コントその他のフランス社会学の学説の紹介や翻訳に努め、本川
は
、
「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
生
漉
と
思
想
」
を
連
載
し
、
の
ち
ラ
ン
ト
研
究
そ
の
生
涯
と
学
説
』
（
芝
書
店
、
昭
和
十
年
十
月
）
を
公
Ⅲ
し
た
こ
と
で
、
そ
の
名
い
ま
で
こ
そ
浅
野
研
真
は
過
去
の
ひ
と
で
あ
り
、
こ
ん
に
ち
そ
の
名
を
知
る
人
の
数
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。
が
、
か
れ
は
独
創
的
な
仏
教
社
会
学
の
研
究
で
後
世
に
そ
の
名
を
残
し
た
。
浅
野
は
川
胎
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
愛
知
県
柵
父
江
川
に
う
ま
れ
、
真
宗
尼
鵬
中
学
校
を
卒
業
後
、
京
都
の
紫
野
大
徳
寺
で
修
業
し
た
。
そ
の
後
、
函
伽
の
刑
務
所
の
教
諏
師
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
勉
学
を
志
し
、
上
京
す
る
と
、
日
本
大
学
社
会
科
（
当
時
、
専
門
部
）
に
第
一
回
生
と
し
て
入
学
し
、
Ⅲ
谷
弘
、
高
田
保
馬
は知られている。
・社會學徒
五
月
刊
雑
誌
「
社
会
学
徒
』
と
Ａ
・
コ
ン
ト
村
井
久
二
粁
脱 (１１１ 
ｏ
血
Ⅲ
巾
却
！
・
・
！
…
・
…
：
・
・
ｉ
…
；
列
冊
処
へ
二
恒
Ⅲ
。
円
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；
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『
コ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
ヲ
ン
ト
Ⅱ
マ
ル
ク
ス
型
発
展
モ
デ
ル
」
の
意
義
と
限
界
』
（
日
本
評
論
社
、
平
成
田
・
胆
）
＊ 
盟弘ｉｉＨ
日本大学社会学科の機関紙
『社会学徒創刊号』の表紙。
浅野研真『社会学徒』３巻８号所収。
300（109） 
大学卒業後、その才知を買われたものか、母校の社会学研究室の助手となった。昭和三年（一九二八）七月文部省留学生として渡仏。パリにお
いては、ブーグレ教授に師耶し、フランス社会学を研究した。かたわらヨーロッパ各地を訪れ、昭和兀年（一九三○）シベリア経山で帰国した。
脇場明男（浅野の三年後難）によると、浅野がなぜコント研究にむかったのか、その動機が明らかでないという。しかし、大学在学中、高川保
か
お
る
馬や小林郁（本邦初のコントの単行本『コムト全』富山一房、明治四十二年十月刊の著者）の講義を聴いているから、そのあたりから研究意欲を
そそられたものか。四十日余の船旅をおえ、ついにパリにたどり着いた浅野は、長途の旅のつかれもいとわず、まつ先に訪れたのは、ソルポンヌ
広
場
に
あ
る
「
コ
ン
ト
の
記
念
像
」
で
あ
っ
た
．
そ
し
て
大
理
洞
の
胸
像
の
台
石
に
見
た
も
の
は
、
Ｉ
と
い
っ
た
一
流
の
教
師
の
薫
陶
を
う
け
た
。
シ
シご○『の『両○。ご閂日向
（オーギュスト。．〉コントに）
ソルポンヌ広場 こあるコントの胸像（パリ）
〔筆者撮影〕
バリの六区にある「オーギュスト・コント街」
の表示仮。〔筆者撮影〕
(110）２９９ 
日本におけるオーギュスト・コント
の
文
字
で
あ
っ
た
。
や
が
て
浅
野
は
パ
ン
テ
ノ
ン
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
街
区
に
下
宿
を
み
つ
け
る
と
、
留
学
生
活
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。
パ
リ
時
代
、
浅
野
は
講
義
に
出
た
り
、
人
と
逢
っ
て
会
話
を
た
の
し
ん
だ
り
、
古
書
店
に
立
寄
っ
て
コ
ン
ト
文
献
を
あ
さ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
閑
暇
を
え
る
と
、
机
に
む
か
っ
て
故
国
に
手
紙
を
出
し
た
り
、
コ
ン
ト
に
つ
い
て
小
論
を
書
く
こ
と
に
努
め
た
。
浅
野
が
パ
リ
滞
在
中
に
『
社
会
学
徒
」
に
寄
稿
し
た論文は、左記のとおりである。
帰
国
後
、
浅
野
は
、
青
山
ア
パ
ー
ト
の
一
の
一
に
新
居
を
定
め
る
と
、
引
き
つ
づ
き
左
記
の
よ
う
な
コ
ン
ト
に
関
す
る
論
文
を
逐
次
発
表
し
た
。
「
コ
ン
ト
の
工
芸
大
学
校
学
生
時
代
」
（向誌第四巻筑
「コントに於ける社会生活への第一歩」（同誌第四巻筑
「オーギュスト・コント著作目録」
（同誌第四巻露
「
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
コ
ン
ト
と
の
関
係
」
（同誌第四巻筑
「コント略年譜」
（同誌第五巻篭
「コントの結婚生活」
（同誌第五巻舗
「コントの実証暦」
（同誌第五巻篭
「コントの実証文庫」
（同誌第六巻箪
「フランス社会学徒の墓碑」
（同誌第九巻篭
注
・
こ
の
中
に
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
墓
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
「コムトの記念像」
（
同
誌
第
二
巻
第
十
一
号
、
昭
和
３
Ａ
「コムトの家の事ども」（同誌第四巻第一号、昭和５．１）
「
コ
ム
ト
の
戸
籍
調
べ
」
（
同
誌
第
四
巻
第
二
号
、
昭
和
５
．
２
）
マ
マ
「
コ
ン
ト
の
少
年
時
代
」
（
同
誌
第
四
巻
第
三
号
、
昭
和
５
．
３
）
（向誌第四巻第四号、昭和５．４）
（
同
誌
第
四
巻
第
六
号
、
昭
和
５
．
５
）
（同誌第四巻第七号、昭和５．７）
（同誌第四巻第十号、昭和５．ｍ）
（同誌第五巻第二号、昭和６．２）
（同誌第五巻第三号、昭和６．３）
（同誌第五巻第十二号、昭和６．ｍ）
（同誌第六巻第七号、昭和７．７）
（同誌第九巻第五号、昭和ｎ．５）
昭和３．，）
298（111）
当
時
フ
ラ
ン
ス
本
国
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
と
こ
ろ
ま
で
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
浅
野
の
よ
う
な
東
洋
の
一
学
徒
が
、
新
し
い
発
見
な
り
新
説
を
提
供
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
が
、
か
れ
は
で
き
る
か
ぎ
り
厳
資
料
（
モ
ン
ペ
リ
エ
市
役
所
戸
籍
隙
鱒
の
抄
本
ｌ
国
際
実
証
学
会
所
蔵
）
に
近
づ
き
本
国
の
研
究者に伍して研究をおこなおうとしている（「コントの戸籍調べ」）。この研究態度は見習うべきである。
浅野はけっして裕福でないくらしに堪えた。文筆業のかたわら、東京労働学校、仏教（浄土真宗）の教化事業にたずさわる一方で、うまずたゆ
あ
っ
た
と
い
う
。
ントの実証文庫」（昭和７．７）を書いてから、
そ
の
こ
ろ
浅
野
の
関
心
は
、
仏
教
研
究
の
ほ
う
に
あ
な
っ
て
創
立
し
た
「
仏
教
法
政
経
済
研
究
所
」
（
銀
厩
浅野研真」『社会学論叢』岬所収、昭和別・６）
ま
た
か
れ
が
コ
ン
ト
研
究
を
成
し
と
げ
ず
、
未
完
成
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
の
は
情
み
て
あ
ま
り
あ
る
が
、
コ
ン
ト
研
究
の
筆
を
折
っ
た
の
は
、
別
な
と
こ
ろ
に
理
由
が
あ
ったものか。昭和八年（一九三三）には、反軍国主義的な一一一一口動で職場を追われたもと大阪高等学校教授・本田喜代拾が、六月から精綴な研究「オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
ー
生
涯
と
思
想
」
を
、
毎
月
『
社
会
学
徒
」
に
連
瀬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
生
前
の
浅
野
と
交
遊
が
あ
っ
た
馬
場
明
男
に
よ
る
と
、
浅
野
は
じ
つ
に
ま
め
で
あ
り
、
凝
り
性
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
か
ら
い
っ
た
ん
研
究
を
は
じ
め
る
と
、
じ
っ
に
熱
心であったし、資料蒐集などにすぐれた手腕を発揮した。その学風は、評論家風なところと、コッコッと考証を重ねていく歴史家的ふうな点とに
浅野がコントについて小論を発表しつづけた時期は、昭和三年（一九二八）から同七年（一九一一一二）までの四年ほどのあいだである。が、「コ
ト
の
実
証
文
庫
」
（
昭
和
７
．
７
）
を
書
い
て
か
ら
、
コ
ン
ト
に
関
し
て
何
も
書
い
て
い
な
い
。
と
も
ま
つ
え
ん
た
い
そ
の
こ
ろ
浅
野
の
関
心
は
、
仏
教
研
究
の
ほ
う
に
あ
り
、
当
時
友
松
円
諦
（
一
八
九
五
～
一
九
七
一
一
一
、
大
正
・
昭
和
期
の
宗
教
家
、
慶
大
・
大
正
大
学
教
授
）
が
中
心
に
っ
て
創
立
し
た
「
仏
教
法
政
経
済
研
究
所
」
（
銀
厩
西
五
の
五
、
菊
地
ビ
ル
内
）
に
関
係
し
、
多
忙
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
馬
場
明
男
「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
と
［翻訳］
（コント）「社会改造に必要な科学工作案」（三回にわたって連載）
（同誌第八巻第九号、昭和９．９）
（同誌第八巻第十号、昭和９．ｍ）
（同誌第九巻第四号、昭和ｎ．４）
）
(112）２９７
本におけるオ ギュスト・コン
し
よ
う
た
ろ
う
浅
野
は
愛
書
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
蔵
書
数
は
、
財
力
に
め
ぐ
ま
れ
ぬ
民
間
の
一
学
徒
と
Ｉ
し
て
は
、
か
な
り
多
い
力
で
あ
っ
た
、
と
蔵
評
を
終
皿
し
た
桜
井
庇
太
郎
（
一
九
○○～一九七○、Ｈ本大学法文学部卒、同大学大学院社会学専攻退学、のち’、‐央労働学園大学、奈良女子大、巾‐央大学、日本大学の各教授を歴任
し
た
）
は
の
べ
て
い
る
。
浅
野
の
蔵
諜
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
ち
ゅ
う
に
熱
心
に
あ
つ
め
た
コ
ン
ト
文
献
は
、
円
谷
弘
教
授
が
一
括
し
て
購
入
し
、
の
ち
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
日
本
大
学
社
会
学
研
究
室
に
寄
附
さ
れ
た
。
い
ま
こ
の
コ
ン
ト
文
献
は
、
日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
鮪
の
地
下
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
浅
野
の
余
威
謀
の
巾
‐
か
ら
コ
ン
ト
文
献
を
選
び
だ
し
た
桜
井
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
まず興味をひくものの研究をつづけ、四十二年のみじかい生涯をおえた。
浅
野
の
蒐
集
し
た
文
献
は
、
玉
石
楓
爾
の
感
が
な
い
で
も
な
い
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
学
関
係
の
和
諜
や
コ
ン
ト
に
関
し
て
こ
れ
だ
け
の
文
献
を
ま
と
め
て
も
っ
て
い
る
大
学
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
は
日
本
有
数
の
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
Ⅱ
木
大
学
文
理
学
部
図
書
鮒
の
地
下
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ト
文
献
は
、
各
側
語
（
英
、
独
、
仏
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
語
）
に
わ
た
っ
て
お
り
、
約
浅
野
研
真
蒐
集
の
コ
ン
ト
文
献
。
過
＝『
０＝Ｕ
;!；
コントに関する研究文献…：：：六三
そ
の
他
、
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
約
二
蒋
述
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
汎
諜
簡
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
研
究
文
献
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
○注・桜井圧太郎「故浅野研典氏蒐集のコント研究文献について」（『社会学徒』第十三巻第十号所収、昭和Ｍ・加）。
●
同逝言瞥・…………………・……・’
コ
ン
ト
、
身
の
耕
述
…
…
…
…
…
…
一
八
コ
ン
ト
の
評
価
…
…
…
…
…
…
…
…
一
○
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
約
二
○
○
Ⅲ
あ
る
が
、
浅
野
の
つ
く
っ
た
目
録
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
296（113）
同
書
は
全
二
一
八
頁
。
浅
野
は
一
○
四
頁
ま
で
よ
ん
で
い
る
。
水
の
扉
に
浅
野
は
「
本
書
は
一
年
前
に
現
は
れ
た
る
時
の
論
文
を
刊
行
し
た
も
の
」
と
万
年
筆
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
青
イ
ン
キ
や
赤
エ
ン
ピ
ッ
を
Ⅲ
い
て
下
線
を
引
い
て
い
る
。
伺局目］の（Ｕ○『３ｍ【、負目爵§尽冒恩嵐⑩凰苫信涜鳥ｐ》ご鳥切ロ§旨い倉§角田①．”⑦ぐ戸の勺。⑪嵐く一い［の旨［のｇ島。ｇ］の．勺目⑭．＄巴．
ロ］・㈲◎長ｏす：負こぐ葛尽吻ミ』ロ葛ミミ。§冒笛＆」星彊鳥〔）・曽量ご目⑰〔弓・姐日目一目の□の一マの×の２［－．コ［のの白日のロ且『の二・シ巨砲ロの【の○・日５勺目の．』①８
EnlilcC()『ｍ醤ＬａﾉＷｉｓｍ"“(11(Ｃ胸lic(ﾉﾝMgJ(s化ＣＯﾉﾉﾉﾉe,sα【'ｊｃﾉ'ｲs9lｲｾﾉll8J9，
RevueI，osiIMslclIlIcrIlaIionille,1919にみられる浅野研真の書き入れ．
一八○Ⅲ以上もある。
浅
野
の
書
込
み
に
つ
い
て
。
浅
野
研
真
が
パ
リ
滞
在
中
に
購
入
し
た
コ
ン
ト
文
献
に
は
、
所
々
に
赤
や
黒
色
エ
ン
ピ
ッ
、
黒
イ
ン
キ
な
ど
を
川
い
て
、
下
線
を
引
い
た
り
、
単
語
の
訳
語
や
寸
評
の
よ
う
な
も
の
を
書
き
入
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
洋
書
を
丸
ご
と
、
さ
い
ご
ま
で
通
読
す
る
に
は
力
と
根
気
は
不
可
欠
で
あ
る
。
浅
野
は
浩
潮
な
コ
ン
ト
伝
や
巻
数
の
多
い
著
作
を
よ
ま
な
か
っ
た
が
、
厚
み
の
な
い
文
献
は
わ
り
と
よ
く
読
ん
で
い
る
。
書
込
み
が
み
ら
れ
る
コ
ン
ト
文
献
を
挙
げ
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
い
ま
刊
行
年
の
古
い
順
に
な
ら
べ
て
み
よ
う
。
同書は全三○六頁。浅野は己・言までよんでいる。赤エンピッによる下線がロ・臼
に
六
行
ほ
ど
引
い
て
あ
る
。
㈹ＰＰ由巨⑪【の○・日【⑩（〕貰い向員困巨県）冨○陸ｇ蔦のＣＱ具旦巴Ｃ１ＢｍＰｍｇの⑫〔一ＦＲ・巨〆・
勺口臥伊拷⑪⑪②
(１Ｍ）２９５
ギュスト本におけるオ コン
何諜は全四四頁。浅野はさいごの頁まで読んでいる。赤エンピッによる下線や黒インクによる訳語の書き入れがみられる。
同
書
は
全
二
九
頁
。
背
イ
ン
ク
や
赤
エ
ン
ピ
ッ
に
よ
る
評
入
れ
が
六
頁
ま
で
あ
る
。
同書は全一八○頁。ｐ〆国まで黒インクや赤エンピッによる書入れがある。
同
書
は
全
六
八
頁
。
赤
エ
ン
ピ
ッ
に
よ
る
下
線
、
黒
イ
ン
ク
に
よ
る
単
語
の
訳
語
の
書
入
れ
が
み
ら
れ
る
。
これは英書である。全一一九頁。，浅野は全巻通読せず、所々ひろい読みしたものと思われる。黒や赤エンピッによる書入れが所々にみられる。
叫旨碧勿【のＣ・日［の、〔ごｓ画得、蔓Ｃい＆量ｇＣ睦葛烏》⑥×（目白－ご耽農の１⑦鷺目ｓｇ（⑫目ｘｇＣ８｝埜月の煙〔い」ご目１⑦ｏ①｝債曰くの・勺目⑫．』ＥＣ
(ﾉウ恂河ョ一一の○・『日血〔§肴琶§岱烏忌亘ａ一○菖冒短員且淳信篭鳥ｐミ鳥・の○・一の威勺。⑪〕牙厨（の胃の目昌ｏｇ－の》勺貝一の．こい①
⑤可ヨーーの○・局『ロドロミ爵§（菌冒陀へミミ鱈侭冨鳥ｐ》ミヘ点旨蔦、い§Ｃ§ミミ昆唖Ｐ宛のくロ⑦や。⑬冨鳥〔⑦』貝⑰日呂Ｃｇ－⑰．勺箇⑫．＄９
ｎ句『已一のｃｃ「『臼〔萄ミ冒色ミ貝ミ冨峅３§鱒員甸巨喜愚罵鳥ｇ昌狩・の。。－毎颪で・切一（一ぐ笏【⑦旨【。「目【－．３－。・で四１晩・］①患
戸］・の○口一ｓ』黛遁置い毎、ご言行・冨呉［⑰体○○・Ｆ○口。。Ｐ」①い○
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た
０ 股初
に
浅
野
研
真
に
よ
る
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
夕
食
後
講
演
に
移
っ
た
。
浅
野
は
コ
ン
ト
の
結
鯛
生
活
を
く
わ
し
く
語
り
、
聴
衆
の
興
味
を
そ
そ
っ
た
。
つ
ぎ
に
石
川
が
馴
訳
の
苦
心
や
社
会
思
想
の
た
ち
ば
か
ら
見
た
コ
ン
ト
の
学
説
等
を
語
っ
た
。
さ
い
ご
に
小
林
は
、
帰
朝
後
コ
ン
ト
思
想
を
学
生
に
伝
え
た
述
部
避
吾
の
回
顧
談
を
か
た
っ
同
譜
は
全
一
一
六
頁
。
訳
語
を
書
入
れ
て
い
る
。
浅
野
は
パ
リ
時
代
に
親
交
が
あ
っ
た
川
際
災
証
学
会
々
長
エ
ミ
ー
ル
・
コ
ラ
の
小
耕
を
愛
読
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一
月
十
九
日
夜
六
時
か
ら
、
コ
ン
ト
の
生
誕
Ⅱ
を
記
念
す
る
た
め
、
ま
た
か
れ
の
主
醤
『
実
証
哲
学
講
義
』
鏑
一
巻
の
百
年
祭
を
か
ね
て
、
「コントの夕べ」が、内幸町の「レストラン・パリ」で洲雌された。同夜、左記の三名が講淡をおこなった。
同年三〃、『社会学徒』（第五巻鏑三号）は、「コント研究会」の創設を呼びかけている。じっさい同研究会は、設立に成功したかどうか不明で
㈹宛のロの胃房Ｈ邑侭園尽ｐミの．『農・宙唖目⑭唾８．勺“ユヅ巳⑭『
何
諜
は
全
二
二
一
頁
。
二
五
頁
ま
で
、
赤
エ
ン
ピ
ッ
に
よ
り
下
線
、
黙
イ
ン
ク
に
よ
る
書
入
れ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
同諜は全五三頁。赤エンピッによる下線、背インクによる単語の訳語の譜入れがみられる。
「実証哲学」訳川の苦心…………打川三四郎
Ⅱ
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
研
究
史
…
…
…
小
林
郁
㈹９．Ｐ煙］Ｒ』侭鍾鳥〔）ざ鳥〔〉◎冒鰯烏力冨Ｃいｓ蔦、員慰烏・一一ヶ「臼１の思呂の［【ｐ勺囚１⑪．】⑩農
コ
ン
ト
の
紡
蜥
化
祇
…
…
…
…
…
…
…
浅
野
研
災
浅
町
は
本
書
を
さ
い
ご
の
頁
ま
で
よ
ん
で
い
た
。
青
イ
ン
ク
、
鵬
、
赤
、
青
エ
ン
ピ
ッ
な
ど
を
川
い
て
、
単
語
や
熟
語
の
下
に
線
を
ひ
い
た
り
、
(116）２９３
日本におけるオ ギュスト・コント
あ
る
．
曰
く
ｌ
、
発起人は、浅野や桜井であったものと思われる。会長には円谷弘の名がかかげてある。「コント研究会」の事業は、コント文献の蒐集、翻訳、
出
版
で
あ
る
。
コ
ン
ト
の
生
涯
や
学
説
の
研
究
を
お
こ
な
い
、
定
期
的
に
研
究
会
を
開
催
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ト
研
究
に
従
う
も
の
は
、
誰
で
も
入
会
で
き
る
と
し
て
い
る
．
会
費
は
、
月
額
一
口
’
一
円
で
あ
る
．
で
あ
る
。
同
書
は
〃
幻
〃
に
お
わ
っ
た
も
の
か
、
未
見
。
同
誌
に
は
ま
た
、
浅
野
研
真
編
『
コ
ン
ト
文
献
及
年
譜
』
（
社
拳
徒
社
）
の
“
近
刊
予
告
“
が
載
っ
て
い
る
．
そ
の
内
容
は
ｌ
、
が
か
わ
ざ
打
社会学の父オーギュスト・コントに関する研究は、極めて重要なるにも拘らず、特に日本には、甚だしく閑却され兼ちである。毒口々は、時流のみ悼さ
のぞ
す社会学界の弊風に抗－し、根本的なコント研究を達成せんことを望む。
口
絵
数
葉
コ
ン
ト
略
年
譜
コ
ン
ト
著
作
目
録
コ
ン
ト
研
究
文
献
292（117）
コントのⅡ水伝来の軌跡を、各時代の油字（文章）によってつたえたら、おもしろい図ができるのではないかとおもった。文献リストを作った
力
夕
⑪
グ
だけでは、単に商、叩Ⅱ録または書目におわってしまうからである。それは書き手の息づかいや特徴がまったく感じられぬ死物である。薯背の川い
る単語や片言隻語、長短の文章、すなわちかれが使うことばから、時代やコント理解の度合いなどがわかるはずである。
ら
な
ぐ
さ
め
、
ペ
ン
を
執
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
。
コントの学説はいつごろどのようにわが国に伝わったのか。その仲介淵はだれであったのか。コントの粉とその哲学がどのようにわが国の学界
に浸透し、広まっていったのか。コントの学説のもつ広さ、深さ、多様性などを編年史的に記したのが本柵である。
Ⅶ
証
の
た
め
に
本
刷
に
掲
げ
た
文
献
は
、
も
と
よ
り
完
ぺ
き
な
も
の
で
は
な
い
。
取
り
あ
げ
る
べ
く
し
て
、
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
、
き
っ
と
脱
湘
も
た
く
さ
ん
あ
る
はずである。そういった不完全な参考文献でも、Ⅱ水におけるコント受容の偽倣側をつくろうとするとき、多少とも役立つはずである、とみずか
た
も
の
で
あ
る
。
多
年
Ⅱ
に
ふ
れ
た
彪
大
な
ｎ
本
一
れ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
川
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
う
ぜ
Ａ
こ
れ
は
数
奇
な
巡
命
を
背
伍
以
い
な
が
ら
、
東
漸
の
航
路
を
つ
た
っ
て
概
來
の
小
国
日
本
に
た
ど
り
つ
い
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
忠
似
家
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
日
本
に
お
ける受容史を綴ったものである。これは過去に月をむけた雁史的研究である。コントの低学は、狂乱の哲学と紙ひとえであるかもしれないが、か
れは社会学の名づけ親として、世界中で研究の対象とされこんにちに至っている。いうなれば、コントは世界市民なのである。
川泊初年に洋謝収つぎ店をⅢじて、アメリカやイギリスから取りよせたコントに関する英謝が、西川（一八二九～九七）．という稗禦学科によっ
て
読
ま
れ
、
解
さ
れ
、
メ
モ
に
と
ら
れ
、
さ
い
ご
に
そ
の
内
容
は
弟
子
に
つ
た
え
ら
れ
た
。
川
が
興
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
コ
ン
ト
哲
学
の
災
蘭
的
な
中
味
で
あ
っ
た
。
語
学
の
発
達
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
、
明
治
の
は
じ
め
に
、
一
介
の
鯆
学
の
士
が
舶
救
さ
れ
た
諜
物
を
た
よ
り
な
い
語
学
刀
で
よ
み
進
み
、
皿
解
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
い
つ
び
思
う
と
、
そ
の
し
ご
と
に
及
ば
ず
な
が
ら
一
臂
の
力
を
か
し
た
い
気
持
に
か
ら
れ
プ
⑩
。
「日本におけるオーギュスト・コント」のテーマは、これまで手がけてきた〃社会学伝来“の研究（『社会志林』に連載中）の余得として生まれ
コ
ピ
ー
たものである。多年Ⅱｕにふれた彪大な、川本文献のなかから、他Ｈ利川するつもりでコントが登場する写真複写をすてずに取っておいたが、今回そ
六
膿
史
的
概
鯉
ｌ
Ⅱ
木
に
お
け
る
八
・
コ
ン
ト
の
巡
命
と
う
ぜ
Ａ
こ
れ
は
数
奇
な
巡
命
を
背
負
い
な
が
ら
、
東
漸
の
航
路
を
つ
＊
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Ⅲ本におけるオーギュスト・コント
文章資料は、あくまで客観的なものである。が、実証的研究の基礎は、確実な文献（書物や文書）のうえにおかねばならない。コントの哲学的
、
、
忠恕の川本における伝搬と波勁の状況を知るには、各時代の一一一ｍ語ｌ雑誌や書物にみられる表現を綿密に分析する必婆がある．また研究の深奥に
達
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
手
の
心
や
意
識
の
う
ご
き
を
究
め
ね
ば
な
ら
い
で
あ
ろ
う
。
明
治
jOＩ
Ｏ
いずれにせよ、西川はオランダ剛学時代にコントの学説（実証櫛学）のことを識った。が、講義によって識ったものか、それとも譜物を通じて
織ったものか明らかでない。おそらくオランダの哲学汁オプゾマー（一八二一～一八九二）の
蕊 ＊
鳥取県il1ｲ11軒８１JにあるIIli周のⅡ１１Ｗ〔111脂定文化'11〕。〔筆者撮影〕
杵
書
の
仲
立
ち
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
維
新
後
、
蝋
ん
に
蒋
蒙
活
勅
を
お
こ
な
っ
た
川
は
、
明
治
三
年
（一八七○）秋Ｉ私塾「育英舎」の塾生に、コントの有名な知識発雁の三段階の法川につい
と
な
て語るのである。しかし、西はコントが唱える、人間の知識は二一つの階梯（第一は神学的、第
二
は
形
而
上
学
的
、
第
三
は
実
証
的
階
段
）
を
へ
て
展
開
す
る
、
と
い
っ
た
学
説
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
し
い
・
閥
は
イ
ギ
リ
ス
の
価
学
舌
・
批
評
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
イ
ス
（
一
八
一
七
～
七
八）が将わした『列伝価竿山』（一八（七）の節十二瀬にみられる』侭冨狩ｐ冒狩の短蔵を読む
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
段
附
説
や
突
証
哲
学
の
こ
と
を
識
る
の
で
あ
る
。
四
の
英
絲
は
、
独
学
に
よ
っ
て
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
．
凶
は
、
ル
イ
ス
が
英
訳
し
た
つ
ぎ
の
緋
を
Ｉ
『》③。斉涙科、ロ一切←負麺雨
ご頁§ご風８』い』信輔
、。恩（団員睦貢鷺
グー、グー、〆■、
実空ｉｌｌｌ
Ｉ１Ｍｌ１ｌ１学
家家家
、-'、－グ、－グ
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会
学
の
机
と
し
て
一
家
を
な
し
た
コ
ン
ト
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
験哲学」「概極哲学原論」とも呼ばれていた。
明
治
初
年
は
コ
ン
ト
哲
学
の
渡
来
期
と
す
れ
ば
、
明
治
十
年
代
は
、
そ
の
紹
介
に
つ
と
め
た
時
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
ト
の
名
と
学
説
の
断
片
は
、
訳
諜
（
ミ
ル
、
ト
ン
プ
ソ
ン
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
、
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ヒ
ッ
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ウ
ォ
ー
ド
、
フ
ェ
ー
ア
バ
ン
ク
ス
、
グ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
ら
の
も
の
）
や
諸
雑
誌
（『東京学士会院雑誌』『中央学術雑誌』『哲学会雑誌』（のちの『哲学雑誌』）『大日本大家論巣』『六合雑誌』『社会』『社会学雑誌」『学燈』『東洋哲
学
巴
や
価
学
、
宗
教
、
社
会
学
、
文
明
論
、
社
会
主
義
、
灯
学
辞
典
な
ど
の
諸
升
に
お
い
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
説
は
、
こ
ま
切
れ
的
に
し
か
紹
介
さ
れ
ず
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
箸
作
の
よ
う
に
単
独
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
ば
あ
い
は
、
明
沿
十
年
（
一
八
七
七
）
か
ら
Ⅲ
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
ま
で
の
二
十
年
間
、
征
年
の
よ
う
に
そ
の
粁
述
が
縮
訳
の
か
た
ち
で
馴
訳
刊
行
さ
れ
た
が
、
コ
ン
ト
の
ば
あ
い
は
単
独
で
何
ひ
と
つ
翻
訳
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ト
は
清
水
幾
太
郎
が
い
う
よ
う
に
「
誰
も
問
題
に
し
な
か
っ
た
」
わ
け
で
は
な
く
（
『
世
界
名
著
柵コントスペンサー』中央公論社、昭和価・２）、山側の北側の的になる機会にめぐまれなかっただけのことである。
明治十年代には、実証哲学（経験論理の意）の概念が、紙上において紹介されている（蒲生仙訳「支那文明論』。従来、「交際学」とか「生活
学」と訳されていた〃社会学“の訳語はこのころ定粁し、やがてそれが汎川された。また〃災証竹学〃は、この時期、「災験学」「災界哲学」「災
帆
給
二
十
年
代
ｌ
学
者
に
よ
る
社
会
学
の
研
究
の
歩
が
、
一
段
と
す
す
ん
だ
．
社
会
学
の
ま
こ
と
の
意
味
や
桃
格
が
帆
ら
か
に
さ
れ
、
科
学
的
析
学
の
建
設
者
と
し
て
の
コ
ン
ト
、
社
会
発
展
の
す
じ
み
ち
を
講
究
す
る
コ
ン
ト
、
社
会
学
の
原
肌
定
則
の
梁
川
者
と
し
て
の
コ
ン
ト
、
生
物
学
の
法
則
に
よ
っ
て
社
会
学
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
コ
ン
ト
像
が
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
。
明
治
二
十
年
代
後
半
に
、
本
邦
初
の
社
会
学
の
単
行
本
（
渋
江
保
『
社
会
学
全
』
（
博
文
館
、
明
治
幻
。
ｌ
）
が
刊
行
さ
れ
、
社
て
、
コ
ン
ト
の
名
と
実
理
哲
学
が
ふ
た
た
び
姿
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
ぱ
と和訳している。の〔■ぬのは（発展）段階の意であるが、西は〃舞台〃や〃場〃と訳せるとのべている。
いずれにせよ、西はルイスの原文を正しく読解できたかどうか疑川が残る。
と
も
あ
れ
、
西
は
コ
ン
ト
哲
学
の
片
鱗
を
は
じ
め
て
日
本
人
に
伝
え
た
第
一
号
で
あ
る
。
そ
し
て
コ
ン
ト
の
名
と
実
証
哲
学
（
西
は
〃
実
理
学
“
と
訳
し
て
い
る
）
の
こ
と
が
は
じ
め
て
活
字
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
六
月
の
こ
と
で
あ
り
、
「
人
世
三
宝
説
一
」
（
『
明
六
雑
誌
』
第
三
八
号
所
収
、
明
治
８
．
６
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
年
後
の
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
五
月
、
西
は
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
籍
『
利
学
』
（
〃
功
利
主
義
“
を
訳
し
た
も
の
）
の
翻
訳
に
お
い
(120）２８９
｣本におけるオ ギュス ・コント
帆
猯
三
十
鱸
代
ｌ
お
よ
そ
西
洋
掌
や
社
会
学
を
、
に
す
る
学
徒
で
、
あ
る
い
は
専
川
外
の
人
間
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
や
コ
ン
ト
の
こ
と
を
知
ら
ぬ
者
が
い
な
く
な
っ
て
き
た
。
社
会
学
の
概
念
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
、
コ
ン
ト
の
知
名
度
が
高
ま
っ
た
。
コ
ン
ト
は
一
部
の
学
徒
か
ら
、
社
会
の
観
念
、
社
会
の
進
化
に
寄
与
し
た
と
み
ら
れ
た
。
コントは諸雑誌（『六合雑誌』『社会』『社会学雑誌』『半値』『東洋哲学』『哲学雑誌』）や、社会学や櫛学の専門書のなかで取りあげられる。が、
本絡的なコント論としては、岡百世の「オーギュスト・コント」二社会』に掲載、明沿犯。ｌ）がある。
明
輪
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
九
月
ｌ
東
京
帝
個
大
学
に
講
座
制
が
設
け
ら
れ
、
外
山
正
一
が
日
本
で
は
じ
め
て
社
会
学
の
講
義
を
担
当
し
た
．
同
人
は
同
三
十
年
（一八九七）十一月総長に就任するさいに、高木正義と建部遮吾に社会学講座を分担させた。建部は大正十一年（一九二二）退官するまで、東大
社
会
学
科
に
君
臨
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
理
論
を
雅
礎
に
し
た
自
説
の
ほ
か
は
、
他
を
拒
否
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
だ
い
が
ら
ん
し
あ
凪
ど
述
部
は
学
生
に
む
か
っ
て
「
社
会
学
の
建
設
は
コ
ン
ト
に
始
ま
り
、
建
部
避
症
口
に
至
っ
て
大
成
せ
ら
れ
た
。
諸
氏
は
只
此
の
大
伽
藍
に
仕
上
げ
を
施
し
、
装
飾
を
加
え
る
も
つ
こ
と
を
以
て
征
務
と
な
す
べ
き
で
あ
る
」
と
、
豪
語
し
た
。
社
会
学
は
小
生
に
よ
っ
て
》
兀
成
さ
れ
た
い
ま
、
諦
利
に
残
さ
れ
た
し
ご
と
は
、
残
務
盤
理
（
研
究
余
滴
）
だ
け
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
肌
哲
学
〃
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
。
わ
が
国
の
学
界
は
、
は
じ
め
は
コ
ン
ト
一
か
お
る
小林部（一八八一～一九一一一一一一）は、東大の学部や大学院で、建部遮吾につき社会学を修めたひとりだが、内幸町のレストラン・パリでひらかれ
た
日
本
大
学
社
会
学
科
主
催
の
「
コ
ン
ト
の
夕
べ
」
（
昭
和
６
．
１
．
ｍ
）
で
、
「
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ト
研
究
史
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
外
山
正
一
が
ス
ペ
ン
サ
ー
一
点
張
り
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
建
部
は
コ
ン
ト
一
点
張
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
わが国の学界は、はじめはコントでなければならないような状態（夜も日も明けない意）であったが、のちにコントを口にするものがなくなっ
てしまったという。このころ建部は、コントを世界の学問の進運の史上にかがやく存在としてとらえ、その学界における地位は、孔子やプラトン
また小林は、富。⑫８蔑息○畳蔦の訳語についてもふれている。訳語としては、「前から実証哲学が用いられていた」という。しかし、建部は〃実
明治三十四年（一九○一）建部先生が帰朝されて、十月から東大で社会学の講義を始め、その時コントの思想を伝へられた。述部先生の思想はコント
ｓ
え
ん
ば
ん
じ
よ
う
げ
ん
こ
う
点張りであって、帰朝当時の如きは気雌刀丈（意気軒昂ｌ引剛者）．何でもコントでなくてはならなかった（『社会学徒』第五巻第一一号所収）．
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が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
菰
）
ご
ろ
ま
で
に
、
わ
が
国
の
社
会
学
は
西
洋
思
想
の
摂
取
を
お
え
、
体
系
化
組
織
化
の
一
段
階
を
画
そ
う
と
し
た
（
鳩
場
明
列
）
。
同
年
、
コ
ン
トの専門書が三冊相ついで刊行されていることは、わが国のコント研究史上きわめて有意義な年という。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
か
ら
平
成
十
三
年
（
二
○
○
一
）
ま
で
の
約
七
十
年
間
に
、
コ
ン
ト
は
主
と
し
て
社
会
学
や
哲
学
関
連
の
専
門
書
や
辞
典
な
ど
に
取
り
あ
げ
ら
れることが多かった。実証哲学者としてのコント、社会生活、社会現象の研究者としてのコント、道徳家・宗教家・政治家としてのコント、知識
発
達
の
三
段
階
の
法
則
、
科
学
分
類
法
な
ど
、
コ
ン
ト
の
人
と
思
想
が
多
角
的
に
究
め
ら
れ
て
く
る
が
、
そ
の
記
述
の
特
徴
は
大
正
期
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
似
通
っ
た
叙
述
とである。
コ
ン
ト
は
と
き
ど
き
雑
誌
（
『
慶
応
義
塾
学
報
』
『
価
学
雑
誌
』
『
三
川
評
論
』
「
社
会
学
雑
誌
』
）
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
何
ん
と
い
っ
て
も
哲
学や社会学の専門課のなかで取りあつかわれることが多かった。知識発達の三段階の法則、科学の分緬法、人近教、社会肺学と社会肋学などにつ
、
、
、
、
、
、
い
て
、
め
い
め
い
が
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
書
い
て
い
る
。
皆
コ
ン
ト
の
学
説
を
総
体
的
に
吟
味
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
共
通
す
る
叙
述
が
多
い
一
」
専
門
の
訳
書
に
も
コ
ン
ト
の
名
は
散
見
す
る
が
、
こ
の
時
期
の
コ
ン
ト
関
連
の
翻
訳
の
な
か
で
ひ
と
き
わ
生
彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
波
多
野
、
河
野
共
訳
に
よ
る
ミ
ル
の
『
コ
ン
ト
災
証
哲
学
附
功
利
主
義
論
』
（
而
立
社
、
大
正
旧
・
７
）
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
代
ｌ
こ
の
時
期
、
主
と
し
て
社
会
学
の
専
川
書
の
う
ち
の
一
章
と
し
て
、
コ
ン
ト
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
．
コ
ン
ト
は
社
会
呪
象
の
総
柄
者
、
社会学の組織者、人緬教の設立洲としてとらえられた。Ⅲ木におけるコント研究史の一画を飾るものとして兇過すことのできぬ研究が誕生する。
小
林
郁
著
『
コ
ム
ト
全
』
（
富
山
房
、
明
沿
⑫
。
、
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
書
は
け
っ
し
て
読
み
や
す
い
研
究
書
で
は
な
い
が
、
英
仏
の
コ
ン
ト
文
献
を
広
く
あ
さ
っ
て
書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
ま
れ
に
み
る
労
作
で
あ
っ
た
（
馬
場
明
男
）
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
コ
ン
ト
哲
学
（
実
証
哲
学
）
、
コ
ン
ト
の
著
作
の
こ
と
、
知
識
発
達
の
三
段
階
説
な
ど
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。
と
お
な
じ
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭和・平成期。
大正期。
(122）２８７
本におけるう ギュスト・コン
これらの著述は、コントについて研究するときの人門諜であると同時に必読書であろう。
新
明
の
論
著
の
特
質
は
、
あ
く
ま
で
コ
ン
ト
思
想
の
批
判
者
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
い
い
、
田
辺
は
自
著
に
お
い
て
鋭
い
批
判
的
内
容
で
フ
ラ
ン
ス
思
想
と
コ
ン
ト
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
う
。
本
川
の
コ
ン
ト
研
究
の
特
色
は
、
「
コ
ン
ト
の
精
密
な
考
証
に
も
と
づ
い
て
そ
の
生
涯
を
眺
め
、
か
つ
か
れ
の
思
想
を
時
代
的
関
連
において観察したことにあった」（鳩湯川列「（わが回社会学とコント」『社会学小史』所収）。
このうち川辺と木多の耕脅は、ＷⅢされた。昭和二十年代のコントに側する好論文は、早瀬利雌の「川胎初期における日本社会学前史の研究
ｌ
社
会
学
者
と
し
て
の
西
川
と
コ
ン
ト
の
尖
誠
主
義
」
（
『
大
術
川
論
染
第
一
州
』
所
収
、
鵬
川
平
６
）
で
あ
為
．
ま
た
昭
和
三
十
年
代
の
大
き
な
コ
ン
ト
研
究
と
い
え
ば
、
大
道
淡
次
郎
辮
『
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
源
流
ｌ
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
弘
文
堂
昭
型
Ｉ
）
で
あ
り
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
移
入
史
を
描
い
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
年
代
に
現
れ
た
コ
ン
ト
研
究
で
特
筆
す
べ
き
は
、
馬
場
明
男
の
長
編
論
文
「
五
わ
が
国
社
会
学
と
コ
ン
ト
」
（
一
七
七
～
二
○
○
頁
、
『
社
会
学
小
史
」
所
収
、
エ
ル
ガ
、
昭
和
Ⅲ
，
６
）
で
あ
る
。
鵬
場
は
わ
か
り
や
す
い
筆
で
、
Ⅱ
桁
か
ら
昭
和
期
（
戦
前
あ
た
り
ま
で
）
の
日
本
に
三
七
七
～
二
○
○
頁
、
『
社
会
学
小
史
」
所
収
、
●
お
け
る
コ
ン
ト
紹
介
の
流
れ
を
叙
述
し
て
い
る
。
同
時
期
に
満
水
幾
太
郎
細
「
世
界
の
名
杵
価
コ
ン
ト
ス
ペ
ン
サ
ー
』
（
中
央
公
論
、
昭
和
相
・
２
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
同
諜
に
細
者
・
澗
水
に
よ
る
コ
ン
ト
と
ス
ペ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
解
説
が
付
い
て
お
り
、
コ
ン
ト
関
係
で
は
、
霧
生
和
夫
に
よ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新明正道箸『オーギュスト・コント』（三省堂、昭和、。－
川辺箒利著『コントの実証哲学』（岩波書店、昭和、・９）
水
川
灘
代
給
衿
ラ
ン
ト
研
究
そ
の
生
脈
と
学
説
』
（
芝
謝
店
、
皿
「社会附学と社会助学」
「災証梢神諭」
「社会両組織に必要な科学的作業のプラン」
llH
ｲ１１
１０
●
10
ﾐーグ
５
、－プ
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コ
ン
ト
は
わ
が
国
の
社
会
や
学
界
に
、
何
ら
か
の
変
化
も
し
く
は
反
応
を
お
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
な
る
と
、
答
え
を
川
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ｎ
本
社会学の創成期、スペンサーやミルの紹介とあい前後して、コントの学説が紹介された。
明
治
十
年
二
八
七
七
）
前
後
よ
り
、
コ
ン
ト
の
名
が
文
献
に
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
日
本
人
で
コ
ン
ト
か
ら
感
化
を
う
け
、
独
自
の
社
会
学
論
を
展
開
し
た
と
い
う
話
を
聞
か
な
い
。
し
か
し
、
創
成
期
後
半
の
日
本
の
社
会
学
の
指
導
的
な
学
者
で
あ
っ
た
東
大
の
建
部
迩
吾
は
、
コ
ン
ト
の
社
会
学
と
儒
教
思
想
と
を
結
合
し
て
独
日
の
体系を柵築したのである（尾高邦雄「日本の社会学」『社会科事典第四巻』所収、平凡社、昭和別・２）。
コ
ン
ト
の
社
会
学
を
熱
心
に
研
究
し
、
こ
れ
を
儒
学
的
思
想
と
結
合
し
て
、
独
特
の
体
系
を
つ
く
っ
た
の
は
建
部
で
あ
る
が
、
同
人
に
よ
る
と
、
儒
学
は
そ
の
木
質
に
お
ご
り
ん
’
い
て
社
会
学
な
の
で
あ
る
。
儒
学
・
漢
学
の
川
心
想
は
、
政
治
論
で
あ
り
、
道
徳
論
で
あ
り
、
ま
た
社
会
論
で
あ
る
。
建
部
は
五
倫
の
説
（
人
の
守
る
べ
き
五
つ
の
道
。
父
子
し
ん
ぺ
つ
え
さ
き
ょ
う
の親（したしみ）君臣の義（正しいみち）夫婦の別（けじめ）長幼の序朋友の信などをいう）に、儒学の社会榊学を、易（経）（うらないの
コ
ン
ト
の
社
会
学
理
論
は
、
こ
ん
に
ち
い
か
な
る
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
コ
ン
ト
が
わ
が
国
に
移
入
さ
れ
て
約
一
四
○
年
ほ
ど
に
な
る
が
、
か
れ
の
学
説
は
い
ま
や
化
石
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
問
う
と
、
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
．
コ
ン
ト
の
鵬
業
祉
会
に
関
す
る
考
え
ｌ
藤
業
が
低
大
化
す
れ
ば
、
労
使
の
対
流
悶
題
が
生
じ
る
こ
と
を
す
で
に
コ
ン
ト
は
と
う
の
背
に
予
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
は
組
織
研
究
の
先
駆
満
で
あ
っ
た
（
小
関
藤
一
郎
「
コ
ン
ト
」
『
社
会
科
学
大
事
典
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同諜などは、コントの人と学説についての好書の一つであり、コントを理解するさいのよき手引書の役を果すであろう。
人間の思想とは、歴史の産物であろうか。大小の論文や述作にしても、いずれも著者による入魂の作であることにかわりないが、コントにとり
つかれ、その研究に一生を献げた日本人はまだわが国にいない。扱う対象がとらえにくい外国の思想家であるだけに、われわれはまた外国人の哀
しさ、資料や考証川で、本国の専門家と肩をならべて研究ができないために、ややもすれば先覚の研究を柧述するだけでおわってしまう。コント
伝
の
考
証
に
お
い
て
は
、
本
国
の
研
究
家
と
勝
負
に
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
外
国
人
に
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、
批
評
精
神
を
大
い
に
発
揮
し
、
コ
ン
ト
学
説
の
こ
と
ば
造
８』所収、鹿島研究所、昭和帆・６）。
い
や
、
コ
ン
ト
研
究
家
の
論
著
に
文
句
を
つ
け
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
日
本
に
及
ぼ
せ
る
コ
ン
ト
の
影
響
。
と
に
か
く
わ
れ
わ
れ
は
外
国
人
の
生
涯
と
学
説
に
つ
い
て
物
を
か
く
と
き
、
欧
米
の
文
献
に
依
拠
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
人
の
寸
法
で
洋
服
を
あ
っ
ら
(124）２８５
日本におけるオーギュスト・コント
し
ゅ
ん
Ｕ
ゆ
う
書
。
万
物
の
変
化
と
論
理
の
関
係
を
説
い
た
も
の
）
や
春
秋
（
州
十
国
上
代
の
歴
史
譜
）
に
儒
学
の
社
会
勅
学
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
（
域
内
数
太
「
第
四
章
日
要するにコントの社会学は、建部の儒教的社会観と一つになったということか。建部がコントの社会学理論を学ぶことによって、その類縁を東
洋的な材料（儒教）のなかに見い出そうとしへみずからの社会学を描築しようとしたのは、コントに触発されたからであろう。建部の社会学的な
物の見方や着眼点に、コントの影がみえかくれしている。
書
。
万
物
の
変
化
と
論
理
の
関
係
を
説
い
た
も
の
）
や
春
秋
（
小
国
上
代
（
木における社会学の移植」『社会学概論』陪風館、昭和泌・６）。
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knowledgeofbothEnglishandFTench・NishistudiedsocialsciencesinHollandatgovel-nmentexpenceinthelastdaysoftheShogunate・Whilein
Holland，sincehecouldn,ttakethingseasy,hestudiedonlytheessentia]ｓｏｆＩａｗ,economicsnndstatisticsfOrsometwoycarsunderProfVissering
atLeidenuniversity・Nishialsohadcherishedadesiretostudy``〃s6岬eγ花”(i-e､phi]osophy)befOreleavingfOrtheWestDuringhisstayinthe
country,hehappenedtokrlowCornelisWillemOpzoomer(1821～92),afamousDutchphilosopherandComtist,throughhiswritingsThisledNishi
toknowaboutComtism．
Afterreturninghome，Nishiwasengagedintheenlightepil1gmovement，teachingWesternleamingtohisstudentsathisprivateschoolin
Tokyo・Nishi,sknowledgcaboutComte，sideasbecamedeepcrrcading“THzeBfQgアロウカ伽J〃smlyq/脇〃sQP幻,伽，Mie０噸〃i〃伽e“ａ０ｚｗＭｏ
”s〃血y，1857,byGeorgeHenryLewes（1817～78).ThoughlbelievethatNishilackedfullunderstandingofthebook,ｈｉｓlecturereveals
somethingofComte,sphilosophy-AtanyrateNishiwasthefirstJapanesewhotaughtComtismpartialIvtohisstudentsintｈｅｅａｒｌｙｄａｙｓｏｆＭｅｉｊｉ
(I.e,1870s).NishifirstreferredtoComte・snameandhisideasinthearticleof`Jinseisanposetsu,，(人生三宝説),thelawofmentalevolution,which
appearedinthe“Meirokuzasshi”（明六雑誌）(No.38,June，1870),amagazineandtwoyearlaterhepublishedanabridgedtranslationentitled
"Rigaku”(利学),“〃/加加"js辨，，byJohnStuartMill,inMayl877,wherethenameofComteandhispositivismwerementionedagaininthebo０k．
IntheearlyyearsoftheMeijiEra(i､e､1870s～1880s),ComtewasnotMIydiscussedorcriticizedeitherinthemagazinesorspecialpurpose
books・Hewashowevermentionedinfragmentsofwordsinthevariousmagazines,technicalbooks,anddictionaries・Ｉｎｔｈｅ２０ａｎｄ３０ｙｅａｒｓｏｆｔｈｅ
ＭｅｉｊｉＥｒａ(i､e、1887～1906).thestudyofsociologyinJapanadvancedconsider且bly,disclosingthetrueimpactofpositivepMosophy・Shibue
Tamotsu(渋江保)firstpublishedabooktitlcd“ShakaigaM,(i､e,sociology)inJapan,referringtoComteasafOrerunnerofsociology､Anyonewho
studiedWesternphilosophyorsociologythenknewaboutA・Comte,wMehealsoenjoyedpopularityamongthegenera1public．
ロ
TakebeTongo（建部j歴吾),afmousJapanesesociologistandprofessoratTokyolmperialUniversity,wasadevotedadherenttoComte，s
sociologicaltheories，advancinghisowntheoriesbasedontheComteDoctrine・ProfTakebe，abombasticbraggart，reignedoverthesoclology
coursetillheresignhispostinl922・ＨｅｓａｗＣｏｍｔｅasastarintheacademiccircles，idoHzinghimasPlatoandConfucius・HewashelpfUl
promulgatingComtis、．
Inthe40yearsoftheMeijiEra(ie､1907～1912),ComtewasdiscussedinthetechnicalbooksofsociologyHewasregardedasanexponentof
s()cialphenomena,anorganizerofsociology,thefbunderof“thereligionofHumanity，，．Aboutthistime,KobayashiKaoru（小林郁）published
``CD,,z蛇，，,ｉｎOctober,1909.Thiswasthefirstseparatevolumeo､,AComteeverpublishedinJapan､Towa｢dstheendoftheMeijiEra､Comte，ｓ
一入ｎ．一Ｋ㎡鶚１代坤｛一鵯１番｛］
positivismandhiswritingsbecameclearamongthescholars．
IntheTaishoperiod(i,e1912～1926),Comtewasoftenalludedtointhemagazinesortechnicalbooksofphilosophyorsociology､Thecommon
characteristicsseenthereareofsimilardescTiption､ＯｎｅofthemostMableeventsregardingA・Comteintheperiodwas鰺PC鮒Ｕｅ脈JosQP妙q／
A昭灘stBCb,,EZe”byJ・S-MillwhichwastranslatedbyHatanoKanaeandKonoMitsuandpublishedfromJiritsusha(而立社)inTokyoinJu1y,ｌ９２Ｌ
（ト副［）割ぬ詞
【ぬ罰（韓斡｛）
FromtheShowatilltheearlyHeisciperiod(ie1926～2001)，Comtehasbeenoftendiscussedinthetechnicalbooksofphilosophyand
Sociologyorindifferentdictionaries・Themanandhistheorieswcreprettywellknowntothescholarsandwenoticesimilardescriptions．
EarlyinShowa(ie､1920s～1930s),AsanoKenshin(浅野研真),aspecialistofBuddhisticsociology,wasoccupiedwithwritingsmallpaperson
A・ComteandcollectingliteratureonhimwhileinParisBythelOthycaroftheShowa(i・eol935),sociologyinJapanfinisheditsassimilationand
scholarsstartedsvstematizingoftheirowntheol-ies・Ｉｎｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ・threebooksonAComtewerepublishedfbllowingoneanother・Theauthors
andthetitIeofthebookareasfOnows：
ShinmeiMasamichi：Ａｚ`g2Zs蛇Ｃｂ''22F・Sanseido・Tokyo，1935．
TanabeJuri：Posf胸e｣PMos”ﾉiyq/Ａ型解s蛇の"tMwanamishoten､Tokyo,1935．
HondaKiyOji：ＡＳ“ｿ｡/Ａ型解sねＣｂ"z陀山isJ娩α'2．ﾉﾉico7qiCs,ShibaShoten,Tokyo,1935．
ShinmeidiscussedcriticauvComte､sphilosophicalideasinhisbook・TanabecriticizedseverelytherelationsbetweenFrenchthoughtandA・
Comte、HondashowedverydistinguishedskilldescribingComte,stota]personality，basedonawiderangeofmaterials・Thesethreebookswere
maJorpublicationsintheprewardays．
AfterthewoTldWarnsociologyinJapanunderwentatotallyneWchange･ThoughGermanandFre耐chsociologyweretwodominantschools
intheprewarJapan,itstrendwastofOllowAmericansociologyafterthewarUptothenthegeneraltendenCyofsociologyinJapanhasbeento
valuetheoriesmorethanthereality,AndyetscholarsbegantowatchsocialinvestigationintheU・Swithkeeninterest・Thisledthemtochange
theirattitudetowardssociology,resultinginrea1isticapproachtosociety．
DaidoYasujiropublished“ＴｈｅＱ`ｱﾜw2jけＡ”だαz〃SocioJW,ＣＤ"z蛇α"dSPelz"γi川彫Ｓｍ蛇s",Kobundo,Tokyo,ｉｎ1957.Prof,ＢａｂａＡｋｉｏａｔ
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勺煙風の。
Ｂ彦○匡姐宮、○日の］←つくの日切ゴロぐのロ国⑪⑪のｇｏロー豈煙⑫ロ】山一一己Ｐヨワの『。〔◎の。□一の乏允「のごロロ①ロＣ①ニワ】シ・ｏｏＢ（の．勺［。｛・『母家のワの『（）ゴｍＣ⑰罠⑪（①日貝冒の○三⑫。尹曰
⑫。Ｑ○一○四巳８日ワ冒口、Ｃ○ョ（の〆己昌。⑫ｇ亘Ｂ－－ｑ８⑰尹『冨忌（）⑪①。｛○・日Ｐ、旨⑩．
Ｃ［『四コの一四【のＱＣｏ日（①》⑫の四「一『の⑫の煙已⑫】ロ〔Ｃ］四℃四コの⑪の。
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